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　第一章　簡単に勇者になれる方法？　ハッ、そんなもん

　　　　　あったら苦労しな……あったああああ！






　冒ぼう険けん者しや育成機関、ユースタシア学園。

　その一年二組の教室──午後の日差しが降り注ぐ窓まど際ぎわの席に、今にも魂たましいが抜ぬけ出んばかりにやつれきった、ひとりの男子学生の姿があった。

「うう……吐はき気けが……頭痛が……腹が、痛いてぇ……」

　伝記士課程に所属する、カイ・アンバーである。

　狼おおかみを連想させる野性的な顔立ちに、引き締しまった体たい躯く。琥こ珀はく色いろの三白眼は鋭するどく、ともすれば睨にらみを利きかせているようにも見える──のだが、いまや鳶とび色いろの髪かみは絡からまり、額にはびっしりと脂あぶら汗あせを浮うかせ──その表情からは、覇は気きという覇気が抜け落ちていた。

　そんなカイの背後に、こっそりと忍しのび寄る影かげがひとつ。

「よー、カイーッ！　また文術の授業で腹下してんのかー！」

　背中をバチーン！　と叩たたかれて、カイはとっさに口を押さえた。

「ちょ、触さわるな、マーレイ……吐く……うぷっ」

「えー、そんなにー？　お前、いつになったら活字アレルギー治るんだよー！　伝記士のくせに致ち命めい的すぎるっしょー！　ウケる！」

　カイの横に立ってからからと笑っているのは、同じクラスの男子だった。名をマーレイと言い、しゃべるのが生業なりわいの口く伝でん士し課程にふさわしく、口がよく回るお調子者だ。

　カイは広げていた教科書をなるべく見ないようにしながら机にしまうと、出がらしのような溜ため息いきを吐ついた。

「俺だって伝記士なんか、なりたくてなったわけじゃねぇよ……」

「あー。まあ、勇者希望だったお前にしてみればそうかもなー。でもさー、伝記士は勇者と並ぶ人気職だろー？　なりたくてもなれない奴やつもたくさんいるのに、文句なんて言ったら罰ばちが当たるってー……おっと」

　と、教室の後ろから見慣れない女子生徒の集団が入ってくるのを見て、マーレイは心得たように通路を空けた。

　胸に愛らしい包みを抱だいた女子たちは、脇わき目めも振ふらずにカイの横をすり抜ける。彼女たちのお目当ては、一番前の席に座る、小こ柄がらな男子学生だ。

「あの……く、く、クロトくんっ……！」

　上うわ擦ずった声で呼びかけられて、件くだんの人物が振り返る。

　中性的ともいえる端たん整せいな目鼻立ちに、首の後ろでひとつにまとめた亜あ麻ま色いろの髪。男にしては華きや奢しやな身体からだ。そして何より、猫ねこのように大きな、青い瞳ひとみが印象的な男──クロト・ラインフォール。一学年勇者課程首席の優等生である。

「く、クロトくん。あのっ、夏休みの伝記、読みました！　ふぁ、ファンなんです！　これっ、家庭科の授業で作ったクッキー……よかったら、食べてください！」

「……ああ……」

　クロトが差し出された包みを受け取ると、女子学生たちは「渡わたしちゃったー！」だの「恥はずかしくて顔見られなかったよぉーっ」だのと黄色い声をあげながら、教室を飛び出していった。それと入れ替かわるように、今度はいかつい集団がクロトを取り囲む。

「クロトくん！　君の活かつ躍やく、伝記で読んだよ！　ぜひ我が部に入部してくれないかッ！」

「いやいや、クロトくんの優すぐれた剣けん術じゆつは、うちの剣術部で活いかすべきだ！」

「何を言っているのだ、クロト殿どのは既すでに我らが兵法部に入部する手はずに……！」

「おー、すげー。やっぱり人気投票で一位になったパーティーは違ちがうなー」

「……うぐぐ……」

　呑のん気きなマーレイの感かん嘆たんに、カイは苦い思いを噛かみしめながらも同意するしかなかった。

　今月のはじめ──夏休み明けに行われた、校内伝記人気投票。全校生徒の手による投票で、クロトのパーティーはみごと一位の座に輝かがやいたのだ。その影えい響きようはすさまじく、夏休みが明けて半月も経たつというのに、クロトの周りには人だかりが絶えない。

「くそっ、やっぱり強い勇者のいるパーティーは有利だよな……。首席勇者の伝記だぞ？　面おも白しろくないわけがねぇんだよ、そりゃあ一位にだってなるわな──いや、むしろ俺が勇者課程に振り分けられてさえいたら、あの場にいるのは俺だったかもしれないのに……！」

　ただ、これだけちやほやされていながら、クロトの顔は冴さえない。

「オレ、部活とか興味ねーから」

　そう言い捨てて、窓の外へと視線を戻もどしてしまう。取りつく島もない。冷たくあしらわれた勧かん誘ゆう員たちは、気まずそうに顔を見合わせ、すごすごと退散して行った。

「おー。さっすが、優等生様は違うわー。あれじゃー敵も多そうだなー」

　苦笑いするマーレイの隣となりで、カイは眉まゆをひそめる。

「……あいつ、もっと気さくな奴だと思ったんだけどな……」

「んー？　何か言ったかー？」

「いや、別に」

　カイは頬ほお杖づえをついて、クロトの小さな後ろ姿を眺ながめた。クロトの奴、夏休みに俺たちに絡んできたときは、まだ今よりは可愛かわいげがあったんだけどなー……なんか、今のあいつは無理にクールな優等生を演じているような……。

　そんなことを考えながら何気なく顔を背そむけて、カイはふと、廊ろう下かでたむろしている学生たちの姿に気付いた。

　五、六人の男たちが額を寄せ合い、ぼそぼそと言葉を交かわしながら、クロトへと視線を注いでいる。学年章を見るに、どうやら上級生のようだが──カイが引っ掛かかったのは、彼らの目つきに不ふ穏おんな棘とげを感じたからであった。

「なんだ、あいつら……？」

　中でも目を引くのは、見るからに気き障ざな金きん髪ぱつの男だ。学生服の袖そでと襟えりを壮そう麗れいなフリルで縁ふちどり、生き地じには金の刺し繍しゆうを施ほどこした、異様な風ふう体ていをしている。特筆すべきは、胸に飾かざられた一輪のバラだ。

「おい、なんか胸にバラ挿さしてる男がいるぞ……なんなんだよ、あの派手な奴……？」

「えー、ウソっしょ、カイ！　知らないのかよー、あの学園屈くつ指しの有名人を！」

　カイの視線の先を追ったマーレイが、「解説しよう！」とばかりに身を乗り出してきた。

「あいつは二学年のミハエル・ノーストイット！　入学以来、勇者課程の首席を張り続けてる秀しゆう才さいだよ。大陸東南、ノーストイット地方を代々治める大地主の御おん曹ぞう司しで……つまりは、超ちよう金持ち！　性格の悪さと見ての通りの成金趣しゆ味みが玉にキズだケド、腕うではけっこう立つらしいぞー！　一学年首席のクロトとどっちが強いかって、よく噂うわさになってるぜー」

「ふーん……？」

　と、教室の前方でクロトが席を立った。体育館に向かうのだろう。ミハエルたちはその背中を剣けん呑のんな目つきで見送ったかと思うと、まるで後を尾つけるように続く。

　彼らの纏まとう雰ふん囲い気きに物ぶつ騒そうなものを感じて、カイが眉まゆ根ねを寄せた時だった。

「そういえばさー、カイはどうだったん、夏休みー？」

　まったくの不意打ちで黒歴史を突つっつかれて、カイは頬ほおを引きつらせた。

「え!?　な、夏休み!?」

「なんでも、あの一年一組のリン・アルクスと組んだんだろー？」

「あ、ああー……はは、そうだったかな？　どうも最近、物忘れが激しくて……」

　カイはわざとらしく目を逸そらした。頼たのむ、その話には触ふれないでくれ……！

　しかしマーレイは、惜おしみなく空気読めないっぷりを発揮してくれる。

「おれ興味あんだよ、リン・アルクスがどんな冒険したのか！　あいつ普ふ段だんからおバカな伝説を更こう新しんしまくってんじゃーん？　鼻歌を全力で歌って貧ひん血けつを起こしたりー、飼育小屋に穴を掘ほって鶏にわとりの脱だつ走そうを手伝ったりー、教頭のヅラを燃やしたりー……しかも善意で！」

「ナニソレ最後の知らねぇ！　善意でヅラを燃やすって何!?　悪あく魔まの所業じゃねぇか！」

「あとは、池の亀かめに触しよつ角かくを生やしたりー、学校中の時計を毎日一分ずつ進めたりー？　しかも善意で！」

「ああああ！　俺の中で善意の定義が迷子になっていく！　もう聞きたくない！」

　カイは耳を塞ふさいで机に突つっ伏ぷした。ヤダ、恥ずかしい！　リンと共にあの破は天てん荒こうな夏休みを過ごして、ほんの少しだけ「こいつ、実はすごい奴なんじゃないか!?」なんて見直してしまったけれど……日常に戻ってみれば、あいつはやっぱりただのアホの子だった！　あんなお気楽天然勇者に少しでも一目置いてしまった自分が恥ずかしい！

「誰だれか俺の首を刎はねてくれぇぇぇぇぇ！」

「えー、そんなにー？　ウケる！　マジで夏休み何があったん？　つーかカイ、夏休み明けてから打ち解けやすくなったよなー？」

「……そうか？」

「うん。なんつーか、一学期はもっと近寄りがたかったぞー？　『俺は触ふれれば切れるナイフだぜぇ！』みたいな雰囲気を振りまいてたしー」

「うっ！　ちょ、ま、それも黒歴史……！」

　確かに一学期、少しばかり調子に乗っていたことは否いなめない。許してくれ、勇者候補筆頭などと持てはやされて、ちょっと浮かれてたんだよ、尖とがりたい盛さかりだったんだよ……！

　頭を抱かかえて悶もん絶ぜつするカイに、マーレイの苦く笑しようが降ってくる。

「まぁ、実際にお前が優ゆう秀しゆうすぎて、おれたちが勝手に委縮してた部分が大きいんだろうけどなー。ぶっちゃけ、こんなくだけた奴だとは思わんかったわー」

　カイはふと顔を上げた。あまり意識したことはなかったが……確かに二学期に入って以降、同級生との距きよ離りが急速に縮まった気がする。伝記士課程に振り分けられてから──いや、あの夏休みを過ごしてから、自分の何かが変わった……？

　と、夏休みを回想していたカイの耳に、憎にくしみに満ちた呻うめきが卒然と蘇よみがえった。

『自じ慢まんの尾おを切り飛ばされたこの恨うらみは、必ず晴らしますから──』

「…………」

　北の洞どう窟くつで邂かい逅こうした、四天王が一、竜りゆう王おうバージール。去り際に放たれた怨えん嗟さの声が、耳にこびりついて離はなれない。

　カイは無意識のうちに、ポケットへと手を差し入れていた。指先に触れる硬かたい感かん触しよく──魔物と言葉を交わせる、宝玉。

　カイが汗あせばむ手でそれを握にぎり締めた時、マーレイが「あ、やべー」と時計を見上げた。

「早く移動しないと、全校集会が始まるぞ？　体育館で体育祭の説明があるんだよなー」

「あ、そうだった……」

「楽しみだなー、体育祭！　おれさー、すごい噂を小耳に挟はさんだんだよ！」

「噂？」

「そう！　なんでも、優勝者にはすんごいご褒ほう美びがあるらしいぜー？　なんと、好きな願いを何でもひとつだけ──！」

　マーレイが言いさした時、『チリリリーン！』と澄すんだ鈴すずの音が、廊下に響ひびき渡った。そして近付いてくる、底なしに明るい大だい音おん声じよう。

「カイ──────っ！」

「！　あ、わ、悪いマーレイ、先に行っててくれ」

「おー。お前もお子様勇者の子こ守もり、大変だなー」

　にやにやしているマーレイを振り切って、カイは慌あわてて迎げい撃げきに出た。まさに教室に転がり込もうとしていた女生徒──リンの首根っこを掴つかんで廊下に出ると、隅すみに寄せる。

「リン！　俺の名前を大声でよばわるなって、何度も言ってるだろ！　それと、何かあるとすぐ俺の所に来るのやめろ！」

「なんで？」

「お前は目立つんだよ、いろんな意味で！」

「？」

　リンはにこにこと無む邪じや気きな笑えみを浮うかべているが、いかに自分が人目を引く存在であるのか自覚していないことは明白だった。

　カイは額を押さえつつ、同郷の幼おさな馴な染じみ──リンの童顔を見み遣やった。

　白く透すき通る雪ゆき肌はだに、上気したバラ色の頬。小さな顔をふわふわと縁ふちどる、細くて柔やわらかそうな猫っ毛。そして見る者を捉とらえて離さない、ぱっちりと大きな翡ひ翠すい色いろの瞳……そう、リンは学園でも指折りの美少女なのだ。が、なまじ容姿が完かん璧ぺきに近いだけに、中身とのギャップが生み出す残念さは計り知れない。天真爛らん漫まんといえば聞こえはいいが、お気楽、天然、お子様思考の落ちこぼれ──しかもそんな劣れつ等とう生が、よりによって勇者である。学園内での注目度は群を抜ぬいている。そんなリンが巻き起こす騒動に、ただ幼馴染というだけで毎度巻き込まれるカイはたまったものではない。

「なんで夏休みの終しゆう盤ばんは、あんなに頼もしく見えたんだろうなぁ」と深く嘆たん息そくしてから、カイは先を促うながした。

「で、今日は何なんだよ？」

　途と端たん、「そうだった！」と、リンの瞳が星のようなきらめきを湛たたえてカイを覗のぞき込む。

「体育祭のチーム、一いつ緒しよに組もうよ、カイ！」

「チーム？　体育祭って、チーム戦なのか？」

「うん！　今から体育館でチーム分けがあるんだって！　私ね、またカイに伝記を書いてほしいんだよ！」

　伝記、か……。カイの唇くちびるから、力ない溜ため息いきと一緒に、弱音がこぼれた。

「伝記なんか、もう書きたくねぇよ……」

「？」リンが童顔に疑ぎ問もん符ふを浮かべて、こてんと小首をかしげる。

「カイ、伝記書くの辛つらいの？」

「辛いどころか、お前、文術の授業のたびに腹を壊こわす俺の身にもなってみろ──あ、いたたた……また痛くなってきた……」

「ふーん、そっかぁ……」

　顔を歪ゆがめて腹部を押さえるカイを、リンは珍めずらしく、考え深げな眼まな差ざしで見み詰つめ──

「じゃあ、やっぱり私と組もう！」

「なんでだよ!?」

「ひゃっほぉぉう！　急ごう、カイ！　また面白い冒ぼう険けんが始まる予感がするねー！」

「人の話を聞けっ……！　って、おい、リン！」

　とか喚わめきつつも、引っ張られるまま付いて行くしかないあたり、相変わらずリンのペースに乗せられっぱなしだ。

　ああ……文術の授業では腹を下し、成績は常に落第すれすれ、あげくはお気楽勇者の幼馴染に振ふり回され……。なんて冴えない学園生活なのだろう。それもこれも、すべては伝記士課程なんぞに振り分けられてしまったから──

　リンに手を引かれながら、カイは心の中で叫さけんだ。

「ああ、もう……俺も早く勇者になりてぇぇぇぇ！」







　三日後に控ひかえた体育祭は、ユースタシア学園が誇ほこる巨きよ大だいイベントのひとつだ。加えて伝記士には、体育祭をテーマに勇者の伝記を書く、という課題が課せられる。

「体育祭、か……」

　カイは体育館へ向かう廊ろう下かで、リンのおしゃべりをぼうっと聞き流しながら、二学期のはじめに担任と交わした約束を思い出していた。

　伝記人気投票で一位を取れば、もう一度、勇者になるチャンスをもらえる。その約束は継けい続ぞく中だが──一位になる以前に、活字嫌ぎらいの俺が面白い伝記を書くとか、どう考えても不可能だろ……せめて人気の高い勇者と組めたら、まだ希望はあるのになぁ……。

「それでね、クラスの子が教えてくれたんだけど、優勝賞品には、いろんな魔具マジツクアイテムもあるんだって！　なんと、その中に──」

　鼻息を荒あらくするリンをよそに、カイの意気は冷え込む一方だ。

　しかし、体育館に踏ふみ込んだ二人を待ち受けていたのは、思いも寄らぬ光景だった。

「う……っ!?」

　敵意に研とぎ澄まされた目が、一いつ斉せいに二人を迎むかえる。

　会場を押し包む、肌はだがひりつくような緊きん張ちよう感かんに、カイはたじろいだ。

「な、なんだよ、この物々しい雰囲気……？　ただの体育祭の説明じゃないのか……？」

「わあ、すごい熱気だね、わくわくするよ！　これは何が何でも優勝したいね、カイ！」

「くっくっく。優勝、か……」

　唐とう突とつに粘ねばっこい声が降ってきて、二人は振り返る。

　そこにはがたいのいい上級生たちが佇たたずんでいた。

「くくく、なめられたもんだな。全校生徒約九〇〇人の中から勝利を手に出来るのは、たった一組……。冒険者ってのは、危険がつきまとう職業だ。滅めつ多たな事を口にするもんじゃねーぜ、ルーキー」

「は？」

　思わず間抜けな声を上げたカイの神経を逆さか撫なでするように、嘲あざけりの声が湧わく。

「なんだァ、まだ自分の立場が分かってないらしい！　今年の新人は呑のん気きなもんだな！」

「おいおい、こいつらよく見りゃ噂うわさに名高い、一学年の劣等生コンビじゃねェか！」

「くはは、どうりで！　ま、数分後には嫌いやでも体育祭の怖こわさを思い知ることになるさ！」

　嘲ちよう笑しようを残して去って行く背中を見送りつつ、カイは「はいぃ？」と声を裏返した。

「何言っちゃってんだ、あいつら？　たかが体育祭で……」

「あっ、いけない、もう時間だよ！　じゃあ、またあとでね、カイ！」

「あ、ああ」

　手を振るリンと別れ、カイも興奮にざわめいている同級生の列に並んだ。

　と、ステージ脇わきの階段をのぼる人物を認めて、ざわめきが収束する。正面の壇だん上じように上がったのは、ぽってりと官能的な唇をした女教師──カイの担任、アイリスであった。

　アイリスは硬い表情で、広こう範はん囲いに声を飛ばす魔具マジツクアイテム──音声波紋具マイクを握る。その目には、これまで見たこともないような厳しい色が浮かんでいた。

「みなさん、こんにちは。今回の体育祭において実行委員長を務めます、アイリス・タウンゼントです」

「……なんでアイリス先生が実行委員長なんだ？」

　普ふ通つうこういうのは学生が務めるものではないだろうか、と首を傾かしげるカイの疑問に答えるように、アイリスは粛しゆく々しゆくと言葉を紡つむぐ。

「冒険者育成機関の体育祭は、常に危険と隣となり合わせです。私は、君たち大事な生徒を危ない目に遭あわせないよう、今回、実行委員長を買って出ました」

　その深刻な口ぶりに、カイはごくりと喉のどを鳴らした。

「何なんだよ、さっきの上級生といい……ユースタシア学園の体育祭、そんなにヤバいイベントなのか……？」

「我が校の体育祭は、みなさんの冒険者としての資質を伸のばすための、大切な行事です。そのため体育祭の結果は、成績にも反映されます。決して遊びではありませんので、神聖な気持ちで臨のぞんで下さいね。そう、これは神聖な儀ぎ式しきなのです。みなさん、どうかいかなる時も、清く正しく美し……清く正しく美し……美しっ…………」

　突然、感かん極きわまったように俯うつむいてしまったアイリス。その肩かたが小刻みに震ふるえている。

「……アイリス先生？」

「もう……っ──もう、辛しん抱ぼうたまりまっせぇぇぇぇんっ！」

「!?」

　ホウセンカの種が弾はじけるがごとく、アイリスはばぁんっ！　と手を広げた。

「飛び散る汗、躍やく動どうする筋肉！　時には激しく衝しよう突とつし、時には助け合い、そして生まれる禁断の愛っ！　うふ、うふ腐ふふふふふ腐ふ腐腐……！　おいしいです！　性別を超こえた愛の誕生を、一番間近で観察できる体育祭実行委員長、おいしい！　清く正しく美しくぅううう！　ふぉぉぉおおおおおお！」

「いや清くねぇ本音がポロリしちゃってるよ、あの人。職権乱用にも程ほどがあるだろ……」

　思わず呻くカイの周囲から、学生たちの「また出たよ……」「アレさえなければ、いい先生なんだけどなぁ」「ほんと残念な美人だよなぁ」などというぼやきが聞こえてくる。

　そんな残念感に溢あふれたざわめきを弾き飛ばすように、アイリスは大音声を張り上げた。

「さあ、みなさんもご存じのように、体育祭は冒険者育成において要かなめとも言える、大切なイベントです！　優勝者にはもちろん、毎年恒こう例れいのご褒美を用意してます！　なんと！」

　そう吠ほえるなり、アイリスは人差し指を立て、天を貫つらぬかんばかりに振り上げた。

「ひとりひとつ、願いを何でも叶かなえてあげまーす！」

「な……！」

　驚おどろくカイをよそに、全校生徒の口から『うぉぉぉぉ！』とたぎるような歓かん声せいが沸く。

「ですからたとえば、学食を毎食フルコースにしたり、制服のデザインを一新したり、寮りようの部屋をスイートルームにしたりも思いのまま！　そして、さらにこちら！　今年も豪ごう華かな賞品を用意しました！」



    

  
    
      　アイリスの号令に合わせて、様々な賞品を並べた台座がステージの左右から登場した。

　鎖くさり鎌がま、鞭むち、錫しやく杖じよう、大おお振ぶりの槍そう斧ふといった一風変わった武器から、特とく殊しゆな効果を持つ魔具マジツクアイテムまで──ずらりと並んだ豪ごう壮そうな賞品に、再び歓かん喜きの声が上がり、体育館全体がまるで巨大な蜂はち箱ばこのようにグォォォォン！　と唸うなった。

「希望者には、この中から何でも好きな品を差し上げまぁーす！」

「すげぇ……！」

　カイは今さらながら、体育祭というイベントが持つ重要性に胸を打たれていた。

「さすがは天下のユースタシア学園、格が違ちがうぜ！　まさか、願いを何でもかなえてくれるなんて！　……ん？　願いを……何でも……？」

　爛らん々らんと目を輝かがやかせていたカイは、ふと、重大な事実に思い当たった。つまり。

「あれ？　それって、もしかして──転科もできるんじゃね……？」

　呟つぶやいたカイに、アイリスが壇上からびしりと指を指す。

「できますよ、カイくん！」

「できるんだ!?」

　まさか、まさかこんな道が残されていたなんて！　カイの心臓がどくどくと早はや鐘がねを打ち始める。むしろ伝記で一位を取るより、体育祭で優勝する方が、活字アレルギーかつ体育会系の自分にとって、ずっと向いているのではないか……!?

「ついに俺の時代が来たぁぁぁぁあああーッ！」

　カイの熱ねつ狂きようを煽あおるように、アイリスが片目をつむる。

「それでは、体育祭のルールを説明します！　ユースタシア学園の体育祭は毎年、町全体を会場にして行われます！　各競技には、勝ち上がり組数と三〇分の制限時間が設けられており、どちらか一方の足切りラインを越えられなかった組から敗退となりまーす！」

　アイリスは壇上の机に積んである用紙から一枚取り上げると、指で弾いた。

「さて、今年の体育祭は、三人一組でチームを組んで臨んでもらいます！　もちろん伝記士課程の学生は、必ず勇者課程の学生と組んで、伝記を執しつ筆ぴつすること。ひと月後には提出してもらいますよ！　それ以外の課程も、いろんな能力が試ためされる競技や、他チームへの妨ぼう害がいもありますから、よく考えてチームを作るようにね！　チームが決まったら、必ず三人そろって壇上にあがり、ここにある用紙に、直筆でサインをすること！」

　アイリスは首を傾げて、にっこりと微笑ほほえむ。

「──第一競技に進めるのは、全部で二五〇組ですよ？　それでは、チーム分け──開始っ！」

　アイリスの号令一下、体育館は混こん沌とんの渦うずに叩たたき込まれる。そのただ中で、優勝を胸に決めたカイは、固く拳こぶしを握にぎった。

「優勝を狙ねらうためには、まずは優ゆう秀しゆうな勇者と組むことが必ひつ須すっ！　つまり、勇者首席のクロトと組むことさえできれば──ごふぁ!?」

　言葉半ばに、目を血走らせた学生の群れに巻き込まれる。

「クロト・ラインフォールはどこだ!?」「こっちにはいないぞ！」「クロトくん、一体どこに隠かくれているの!?」

「!?」

　自分の上を駆かけ抜ぬけていった集団を見送りながら、カイは奥歯を噛かみしめた。なるほど、優勝を狙うため、考えることは誰だれもが一いつ緒しよ……！ しかしこちらだって勇者になれるかどうかがかかっているのだ、負けていられるか！

「どこだ、クロト────っ！」

　立ち上がり、まさに踏み出そうとした瞬しゆん間かんに袖そでを握られ、振り返る。

「……ん？」

　カイが見下ろした先に迫せまっていたのは、きらきらきらめくリンの童顔であった。

「カイ、三人組だって！　あとひとり誰を誘さそう!?」

「お……おお……！」

　カイは後ずさった。マズい、非常にマズい！　このお気楽勇者と共に体育祭に挑いどむなど、みすみす優勝を放ほう棄きするようなものだ！

「リン、悪いんだが、今回は、そのー……ちょ、まぶしっ……そんな曇くもりなきまなこで見つめないで……まぶしっ」

「ねえねえ！　あとひとり、戦士がいいかなぁ、獣けもの使いがいいかなぁ、今度こそニンジャにしようか!?　それとも黒くろ魔ま術じゆつ師し!?　揚あげパン!?」

「ひとつ職業じゃねぇの交じってんぞ！　そして何で涎よだれたらしてんの!?　腹減ってんの!?　この一大事に腹減ってんの!?」

「ねえカイ、やっぱりニンジャ捕つかまえよう！　くのいちさんとか素す敵てきだよねっ！」

「ええと、いや、あのー……ちょ、だからそんな見つめないで、見つめ合うと素直におしゃべりできなっ……ううっ……！」

　た、頼たのむリン、やめてくれ！　親の愛情を信じて疑わない雛ひな鳥どりのような、そんな純じゆん粋すい無む垢くな瞳ひとみで俺を見つめないでくれ！　組んでやりたいのは山々だが、こっちだって人生がかかってんだ……！　どうする、俺！　この一点の汚けがれもない瞳から、どう切り抜ける!?

　リンが詰つめ寄ってくる分、カイはじりじりと後退した。

　と、後ろから、ほとんど突つき飛ばされるに似た衝しよう撃げきを受けて、たたらを踏む。

「おわっ……!?」

　体勢を整えつつ振ふり向くと、先ほどの上級生たちが剣けん呑のんな目でカイを見下ろしていた。

「おいおい、ぼさっとしてんじゃねぇぞ、ひよっ子の一年生がよォ」

「あ？」

　男たちはカイとリンを見比べ、これみよがしに嘲ちよう弄ろうの声を上げる。

「なんだ、まだチームも組めてないのかァ？　さすがは落ちこぼれ、のんびりしてやがるぜ！　わざわざ俺たちが潰つぶしに来るまでもなかったようだなァ！」

「は？　どういう事だ!?」

「はん。まだわかんねェのか？　体育祭はすでに始まってるんだよ！」

「あ……？」

　彼らが残した去り際の捨て台詞ぜりふに眉まゆをひそめつつ、カイは会場全体を見み渡わたした。怒ど号ごう、喧けん騒そう、揉もみ合いに取っ組み合い。体育館はひどい有あり様さまだ。なにせ全校生徒、合わせて九〇〇人もの学生が蠢うごめいているのだから……。

　──九〇〇人？

　その数字が、カイの思考の端はしに引っかかった。アイリスは何と言った？　第一競技に進めるのは、全部で二五〇組──

　頭の中で数字を弾はじいて、カイは戦せん慄りつした。全校生徒が出場するなら、総チーム数は三〇〇組のはずだ。──つまり、一五〇人の脱だつ落らく者が出る……？

「まさか……人数制限があるのか!?」

　それを裏付けるように、アイリスの声が響ひびき渡わたる。

「さあ、残る枠わくは五〇組を切りましたよー！　みなさん、がんばってください！」

　ステージ前では、天下分け目の大乱らん闘とうが繰くり広げられていた。チーム単位で激げき突とつする者、用紙を強ごう奪だつする者、ステージから蹴けり落とされる者──誰もが残り五〇組の枠に入ろうと、目を血走らせてしのぎを削けずっている。

　……この体育祭、チーム分けの時点から、すでに勝負は始まっているということか！

　慌あわてて目を走らせると、周囲はすでに人もまばらだ。無事にチームを結成しおおせた学生たちが壁かべ際ぎわに座って、残り少ないはぐれ者たちを悠ゆう々ゆうと見物している。

「ヤバい！」

　これではクロトと組むどころか、時間切れで棄き権けん扱あつかいになってしまう！　こうなったら腹を括くくってリンと組むとして──あと一人、なんとしてでも引き入れなければ……！

　必死で首を巡めぐらせた視界に飛び込んでくる、一筋の光明。

「マーレイ！」

　少し離はなれた所からこちらを面おも白しろそうに眺ながめていた学友に、カイはすがり付いた。

「頼む、一緒に組んでくれ、マーレイ！　親愛なる我が友よ、俺の救世主よ！」

　救世主は満面に爽さわやかな笑みを湛たたえ、ビッと親指を立てて──

「ねーわ！」

「薄はく情じよう者ものォォオオ！　なんで親指立てたんだよ!?　期待して突き落とされるくらいだったら、最初から中指立ててくれたほうがまだマシだったわ！」

「いやぁ、悪いケド、おれもマジでこの体育祭に懸かけてっからさー。学園一の落ちこぼれコンビと組むとか、それってもう自殺行こう為いじゃーん？　誰も組みたくねーし！」

「うぐぐ！　そっ、そこを何とか！　頼む！」

「えー、そんなにー？　ウケる！　じゃあさー、三回回ってワンッつってみー？」

　カイは「掛かった！」とばかりに口の端はしを吊つり上げた。マーレイめ、どうせ俺のプライドが許さないと踏ふんで遠回しに断ったつもりだろうが、そうは問屋が卸おろすものか！　決めてやろうじゃねぇか──回転は回転でも、度ど肝ぎもを抜くようなド派手なヤツをなぁ！

　カイは膝ひざを矯ためると、「フッ！」という呼気と共に、華か麗れいに連続バック転からのバック宙を決めた。そして鏡にしか見せたことのないとっておきの決め顔でマーレイを振り返り、

「ワン！」

「ねぇマーレイくぅーん、早くチームの申しん請せいしよーよぉ～？」

「きゃはは、なにあの顔、コワイ～！　寝ね起おきのハスキー犬そっくり！」

「あ、ワリー、カイ！　チームの奴やつらが呼んでるわー！　じゃあなー！」

「マーレェェェェェェイ……！」

　血のにじむような怨えん嗟さの声を紡つむぎながら、カイは体育館の床ゆかに四し肢しを突いた。

　見捨てられたっ……学友にすら……！　嫌いやというほど思い知る……っ、自分がいまや、どん底まで落ちぶれたという事実……っ！　覆くつがえしがたい圧あつ倒とう的格差っ……人生の落らく伍ご者しや、負け犬、劣れつ等とう生せいという烙らく印いんがっ……重たくのしかかってくる……！　ざわ……ざわ……！

　不意に、「ふふ、ふふふ……」と鳩尾みぞおちを震ふるわせて、笑みが込こみ上げてきた。

「どいつもこいつも、コケにしやがって……こうなったら見てやがれ！　落ちこぼれの底力、嫌というほど思い知らせてやる……！　そうさ、どん底から奇き跡せきを起こしてみせるぜ、うちのリンが──俺の勇者がなァっ！」

　カイが振り返った先で、眉み間けんにしわを寄せて瞑めい想そうしていたリンが、力強い光を宿す双そう眸ぼうを、カッ！　と見開いた。

「カイ、聞いて！　ついに捕まえたよ！　私の頭の中で飛び回っている──幻まぼろしのくのいち、サクラちゃんを！　これで優勝はいただきだね、ひゃっほぉぉぉぉう！」

「ヤダうちの子ったら脳内ニンジャと戯たわむれてたァァァア！　やっぱ駄だ目めかも、ひゃっほぉぉぉぉう！」

　カイは今度こそ、びたーん！　と体育館の床に伸のびた。ひそひそと交かわされるささやき声。誰もが自分たちを遠巻きにしているのを、肌はだで感じる。

「さあ、残り一六組！　残り一六組ですよー！」

　アイリスの声が、追おい詰められたカイの精神を容よう赦しやなく削っていく。

　カイの拳がぎしりと鳴った。くそっ、落ちこぼれは体育祭に参加することすら許されないってのか……!?　このままじゃ、せっかく掴つかみかけた微かすかな希望、そのスタートラインに立つ機会すら潰ついえる！　誰か、誰かあと一人手を差し伸べてくれたら……！

　その時──目の前にあった扉とびらが、ダンッ！　と弾け飛ばんばかりに開いた。カイは我と我が目を疑う。そこに立っていたのは──

「はあっ、はあっ……すみません、遅おくれました……！」

　息を切らしたクロトであった。

　リンが「わあ、クロトちゃん！」と歓かん声せいを上げた。

「ちょうど良かった！　クロトちゃんも私たちと一緒に組もうー！」

「クロト、お前……？」

「へ？」

　床に落ちたクロトの目線が、カイの視線と、がっちり噛み合う。

　クロトはぽかんと口を開けていたが──すぐさま八や重え歯ばを剥むき出して、カイに指を突き付けた。

「わ、わは、わーははは！　出たなカイ・アンバー！　ここで会ったが百年目っ……！」

「いや、お前、チームは？」

「は、え……？　チーム？」

　クロトは体育館を見渡して、ようやく自分が置かれた状じよう況きようを呑のみ込んだらしい。

「そ、そうだった！　イレースたちが毒にやられて……っ」

「毒!?　イ、イレースって、あの、夏休みにお前が連れてた仲間のことか？　一体誰がそんなひでぇこと……！」

　驚おどろくカイに、クロトは悔くやしげに顔を伏ふせた。

「オレたち、体育館に来る途と中ちゆうでジュースを飲んだんだけどっ……きっと、ジュースをくれた奴が、毒を仕込んでたんだ──あの覆ふく面めんマスクをした、見るからに不ふ審しんな奴が！」

「お前らそんな怪あやしい奴からもらった代しろ物ものを飲んだの!?」

「それを口にした途と端たん、イレースたち、急に苦しみ出して……っ！」

「クロトちゃんは、大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「ふっ……」

　リンが心配そうに眉を下げると、クロトはまるでその質問を待っていたかのように斜はすに構え、口の端を吊り上げた。

「オレなら平気だよ、訓練してるから。毒じゃ死なない」

「いや、したり顔をしてる場合じゃねぇよな!?　それで、お前らの仲間はどうなったんだ!?」

「それが……っ」と震える声を紡いだきり、クロトが目を潤うるませる。

　まさか──と身を硬かたくするカイに、クロトはわななく唇くちびるを開き、

「お腹なかが痛いって言って、トイレにこもっちゃって……！」

「それ毒じゃなくて下げ剤ざいな!?　良かったわ！　良くないけど、まあ良かったわ！」

　胸を撫なで下ろしたカイの耳を、アイリスの声が打った。

「さあ、あと八組です！　まだチームを組めていないみなさん、急いでくださーい！」

「やば……っ！　クロト、お前、体育祭はどうするんだよ！　チームを決めなきゃ、失格になるんだぞ!?」

「え、し、失格……!?」



    

  
    
      「ねえクロトちゃん、私たちと一いつ緒しよに組もうよ！　クロトちゃんが居てくれたら、とっても楽しい体育祭になるよー！」

「だっ!?　誰だれがお前ら落ちこぼれなんかと組むかっ！」

　後ずさるクロトに、カイは体育館の状況を示した。

「よく見ろ、クロト！　他ほかのチームはほぼ決まっちまって、もう誰もいねぇんだよ！」

「い、イヤだ！　絶対イヤだ！　オレは落ちこぼれなんかに構ってる暇ひまはねーんだよ！　だって……だってオレ、この体育祭、絶対に優勝しなきゃいけないんだっ！」

「だから、ここでチームを組めなきゃ、出場する権利すら奪うばわれるっつってんだよ！　このまま何もせずに終わるつもりか!?」

「さあ、残りはあとわずか、四組です！」

　アイリスのカウントダウンに急せかされて、カイはクロトの両りよう肩かたをつかんだ。

「っ!?」

　驚くクロトの青い瞳ひとみを、真正面から覗のぞき込む。

「どうする、クロト！　俺たちと組むか、それとも体育祭を棄き権けんするか!?」

「……っ！」

　クロトは「くそっ！」と声を荒あららげるなり、カイに指を突つき付けた。

「し、仕方なくだぞ！　今回だけ、仕方なく組んでやる！　わーはははは！　ありがたく思えーっ、このふぬけで女ったらしのカイ・アン──」

「うるせぇ！」

「ぷぇぇ!?」

　カイが『ごすっ！』と脳天に叩たたき込んだ手刀がよほどこたえたのか、クロトは涙なみだ目めで口を噤つぐんだ。

「時間がねぇんだよ、そうと決まったらさっさと申請するぞ！」

「わーい！　行こう、クロトちゃん！」

「お、オレに指図すんなぁ！　ちくしょー！」

　走り出すカイとリンに、両手で頭を押さえたクロトも続く。

　しかしステージを目指す三人の前に、人の壁かべが立ちはだかった。

「くっくっく、どうやらチームは組めたようだな。しかし残念だが、ここは通さん！」

「聞いただろォ!?　体育祭は既に始まってるんだよォ！　出場する価値もない劣等生どもは、ここでさっくり息の根を止めてやるぜェー！　ヒャッハァー！」

　先ほどカイに絡からんできた上級生たちが、なだれを打って押し寄せてくる。その背後には、ステージにたどり着けぬまま餌え食じきとなった学生たちが、累るい々るいと横たわっていた。

　カイは舌を打った。冒ぼう険けん者しや育成機関の体育祭……どうやらとんでもない行事が幕を開けたらしいな──！

　カイは靴くつ底ぞこで地を蹴り付けて爆ばく発はつ的に加速するなり、これまでのお礼とばかりに、正面の男の顎あごめがけて掌しよう底ていをぶちこんだ。さらに横合いから突き込まれた拳こぶしの下をくぐり抜ぬけ、鳩尾に肘ひじを叩き付ける。

「お……お前……本当に、伝記士か……？」

「み、見てろォ……体育祭で、絶対にぶっ潰つぶしてや、る……」

　かつては神童として名を馳はせたカイの体術の前に、大男二人があっさりと倒たおれ伏す。

「な……！」「こ、こいつ、本当に劣等生なのか……!?」

　カイのただならぬ迫はく力りよくに、三人を取り囲んでいた上級生たちが攻こう撃げきの手を緩ゆるめ、後ずさり──ステージまでの道を貫つらぬくように、人ひと垣がきが割れた。その隙すきを突いて再び走り出す。

「行くぞ、リン、クロト！」

「うん！」

「だからオレに指図するなって言ってんだろーっ！」

「さあ、ついに残り一組ですよー！」

　三人は学生たちを蹴散らしながら風のように疾しつ走そうし、ステージへと駆かけのぼる。

「よっしゃぁぁぁぁあ！　アイリス先生！　申請しまぁぁぁぁあああす！」

「まあ！　がんばってください、三人とも！」

「させるかぁああああああ！」

　それまで上級生たちに阻はばまれて近づけなかったチームが、必死の形ぎよう相そうでステージに殺さつ到とうする。それらをカイとクロトで牽けん制せいしながら、三人は用紙に代わる代わるサインした。カイは勢いよく、クロトは苦々しそうに──そして最後のリンが持つペンが、止まった。

「リン、早くしろ！」

「カイ、チーム名は何にする!?」

「チーム名だぁ!?」

　焦あせるあまり見落としていたが、確かにチーム名を記入する欄らんがあった。

「この劣等生どもめ！　最後の枠わくを譲ゆずれぇぇぇええ！」

　鬼き気き迫せまる表情をした他チームたちが、カイに覆おおいかぶさってくる。くそっ、悠ゆう長ちように考えてる暇はない！　どうする……!?

　苦く悩のうするカイの隣となりで、リンが弾はじかれたように叫さけぶ。

「もうこうなったら、最後の手段だよ──今こそ披ひ露ろうするよ、私のとっておきを！」

「とっておき!?　リンのとっておきって、一体……!?」

　リンは神速でペンを走らせると、用紙をアイリスの前にバシィンッ！　と叩き付けた。そして、高らかに吠ほえる。

「チーム『ああああ』、よろしくお願いしますっ！」

「あふれ出る適当感んんんん！　なにがとっておきなんだよ、そんなとっておきはお前の中で永遠にとっておけよ！　ちょ、待っ、もう少し考えさせ──」

　焦るカイの目の前で、アイリスがその用紙に、ダンッ！　と承しよう認にん印いんを叩き付けた。

「チーム『ああああ』、確かに受理しました！」

「イヤアアアア！　受理されちまったァァァァアア！」

「わーい！　やったよクロトちゃん、チーム『ああああ』の結成だよー！」

「わわっ！　抱だき付くな、リン・アルクスーッ！」

　アイリスはカイたちの様子を見てにっこりと微笑ほほえみ、ステージ上の学生たちに告げる。

「これにて、チーム分け終しゆう了りようです！　用紙を提出できなかった学生は、ステージから速すみやかに降りて下さい！」

「くぅっ、優勝して、女子制服のスカートを膝ひざ上うえ二〇センチにするという計画が……！」

「服が透すけて見える、魔ま法ほうの眼鏡めがねが欲ほしかったよう……」

「うう、学食のスイーツ食べ放題したかった……」

　敗れた学生たちが、砕くだかれた欲望を垂れ流しながら引き下がる。

　カイは「はぁぁ……」と栓せんが抜けたような声を漏もらしながら、天てん井じようを仰あおいだ。まぁ、チーム名はちょっと残念なことになったけど……ともかく滑すべり込みセーフだ！　しかもよく考えれば当初の目もく論ろ見み通り、勇者首席と組むことが出来た！　これで優勝はいただきだ！

「それにしても、カイくん、すごいです！　勇者二人と組むなんて！」

「そ、そうっすか？　へへっ」

「はい！　いよいよ本気を出すのですね！　先生、とても嬉うれしいです！」

「……え？　本気？」

　アイリスはにっこりと笑って首を傾かしげた。

「ええ。勇者二人と組むということは、二人分の伝記──つまり、伝記を二冊書くってことですよ？」

「……え……？」

「カイくんの伝記がいちどきに二冊も読めるだなんて！　先生、興奮しちゃいます！　一か月後の締しめ切きりを、楽しみにしてますからね！」

「……！」

　そんな……！　カイは膝ひざからくずおれた。何、この罠わな……。一か月で伝記二冊とか……それ、なんて死亡フラグ……？

　真っ白に燃え尽つきているカイを、リンが揺ゆさぶる。

「ねえカイ、頑がん張ばって優勝しようねー！」

「……優勝……そうだな、うん……優勝、して……」

　黒く塗ぬりつぶされたカイの視界に、ふと光明が差しこんだ。

「……優勝して勇者になれば、伝記なんて書かなくていいんじゃね……？　うん、そう、そうだわ！　そうだわ、結局優勝すりゃあいいんだよ！」

　ばね仕じ掛かけのように、勢いよく立ち上がる。

「よし、やろう！　何としてでも優勝を勝ち取ろう！　体育祭ごとき楽勝だぜ、なんせこっちには、優ゆう秀しゆうな勇者が居るんだからな！　な、クロト!?」

「ふん、お前らと慣れ合うつもりなんかねーよ。オレは自力で優勝を目ざ……おわ!?」

　クロトの言葉半ばに、リンがクロトとカイの手を掴つかむ。そしてそのまま高々と掲かかげた。

「よーし！　チーム『ああああ』、目指せ、優勝ぉぉぉおお！」

「おおーっ！」

「お前ら、人の話を聞けよーッ！」

　体育館の天井に、チーム『ああああ』の雄お叫たけびが反はん響きようした。







　カイたちが列に戻もどるのを待って、アイリスは音声波紋具マイクを握にぎった。

「これにてチーム分け終了です。チーム登録できなかったみなさんは、残念ながらここで敗退となります！　敗退者、退場してください！」

　敗者の群れが、生気のない足取りで体育館を後にする。

　全校生徒九〇〇人の内、一次敗退者は既すでに一五〇人。待ったなしの真しん剣けん勝負が幕を開けたのだ……！

　頬ほおを叩いて気合を入れ直したカイに、一枚のプリントが回ってきた。大きく打たれた文字は──『体育祭プログラム』。

「さて、出場権を得た二五〇組のみなさん、おめでとうございます！」

　笑顔のアイリスが、壇だん上じようから声を張る。

「先ほども説明したように、我が校の体育祭はただのお楽しみイベントではありません。他チームへの妨ぼう害がい可となっていますので、仲間と力を併あわせて、優勝を目指してね！　さらに今年は私が知ち恵えを絞しぼって考えた競技が目白押しですから、一ひと筋すじ縄なわではいきませんよ？　三日後の体育祭当日を楽しみにしていてね！　それでは、以上、解散！」

　体育館を出る学生の流れに乗りながら、カイはプログラムを持つ手に力を込めた。

「よーし、絶対に優勝して、勇者になってやるからな！　待ってろよ、体育祭！」







　意気揚よう々ようと体育館を後にするカイの背中に向けて──チッと小さく、舌打ちが落ちる。

「落ちこぼれが、余計な手出しをしてくれたな……」

「クロトの奴やつめ、まさか毒が効かないとは……」

　憎にく々にくしげな呻うめきを遮さえぎるように、一ひと際きわ癇かんに障さわる声が、余よ裕ゆうたっぷりに笑う。

「まあいいさ。あの劣れつ等とう生せいコンビと組んだなら、優勝なんて夢のまた夢……。今日この場で大人しく棄き権けんにならなかったことを、後こう悔かいさせてやるとしよう」

　日の当たらない壁かべ際ぎわ、影かげの塊かたまりのようになった一団の中で、何対ついもの目が不気味に光る。

「せっかくの祭りだ──せいぜい再起不能になるまでいたぶってやるさ」

　人もまばらになった体育館に、くくくく……と、不ふ穏おんな笑しよう声せいが広がっていった。







　その日の放課後、カイはクロトと共に医務室を訪おとずれていた。

「なんでお前まで付いて来るんだよ、カイ・アンバー」

　不ふ機き嫌げんそうに睨にらみ上げてくるクロトに、カイは「心配なんだよ、悪いか」と答えつつ、ローブのポケットに収めた胃腸薬の瓶びんを確かめた。お腹なかが痛いのって辛つらいよな……腹痛持ちとして、よく分かるよ……。

　クロトが医務室の扉とびらをノックして、静かに引いた。

　薬の匂においが鼻をくすぐる。保健医はいなかった。奥のベッドでは、夏休みに見たクロトの仲間──拳けん闘とう士しと黒くろ魔ま術じゆつ師しの女生徒が眠ねむっている。そして一番手前のベッドには、イレースがほっそりした身体からだを横たえていた。

　人の気配に気付いたのか、そのまぶたが、ふっとほどける。

「クロト……」

　力なく微笑むイレースに、クロトが駆け寄った。

「イレース……！」

「わざわざお見み舞まいに来てくれたのですか？」

　ゆっくりと身を起こしたイレースが、カイの姿を認めて目を見開く。

「まあ、カイ・アンバーも……？」

　カイが口を開く前に、クロトが不本意そうに口を尖とがらせた。

「オレ、こいつと組んで、体育祭に出ることになったんだ」

　イレースは一寸ちよつと驚おどろいたように目をみはり、それから小さく微笑んだ。

「……そうですか」

　そう言って、大して乱れてもいない制服の襟えりを整え、一つに結んだ栗くり色いろの髪かみを梳すく。声には張りがなく、その微笑みにも憔しよう悴すいが色いろ濃こい。クロトが心配そうに眉まゆを寄せる。

「イレース、体調は？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「……五日は安静にするように、との診しん断だんを下されてしまいましたわ。体育祭、せめて応おう援えんだけでも、駆かけつけたかったのですけれど……」

「……そっか」

　クロトは俯うつむいてぎゅっと拳こぶしを握ると、再び顔を上げて、頷うなずいた。

「オレなら、平気だから……しっかり休んで、早く元気になってくれよな！」

「ええ……」

　イレースは思し慮りよ深げな眼まな差ざしでクロトの顔を見つめていたが、やがて口を開いた。

「クロト、ちょっと先に出ていてくださいな。カイ・アンバーに話があるのです」

「俺!?」

　カイはもちろん、クロトも驚いたらしい。

「えっ!?　なんでっ……オレがいちゃダメなのか!?」

「クロト？」

　子どもをたしなめる母親のような柔やわらかい声こわ音ねに、クロトは口を噤つぐむ。それでもしばらく戸と惑まどっていたが、イレースの微び笑しように背中を押されるように、しぶしぶ扉へと向かった。

「っ、カイ・アンバー！　イレースに変なことしたら、ただじゃおかねーからなっ！」

　そんな捨て台詞ぜりふを残して出て行く。「しねぇよ」というカイのツッコミを最後に、静せい寂じやくが降りた。

「……あー……」

　カイは今さらになって、夏休みにイレースにものすごい剣けん幕まくで怒ど鳴なられたことを思い出した。気まずいし、ちょっと怖こわい。一体何の用だろう……。

　カイが目を泳がせていると、イレースのはしばみ色の瞳ひとみが、不意にカイを捉とらえた。

「カイ・アンバー。クロトを、頼たのみますわ」

　驚くカイを制して、イレースは一言一言刻み込むように、声を押し出す。

「あの子を必ず、優勝に導いてやってください。厚かましいお願いとは分かっておりますが……万が一にもあの子を悲しませるようなことがあったら、承知いたしませんことよ」

「あ、ああ……」

　イレースの手が何かに縋すがるごとく、布ふ団とんの上で固く握り締められているのを見て、カイは我知らず頷いていた。こいつ、それを伝えるために、わざわざ……？

「それと……」

　イレースの手がふっとほどけ、まるで迷子のかもめのように頼たよりなく、カイへと差さし伸のべられた。カイは身を乗り出す。まだ、何か伝えたいことが……？

「前髪に、とても芸術的な寝ね癖ぐせがついていますわよ、カイ・アンバー？」

「……すまん。これ、くせ毛なんだわ。どんなにあがいても跳はねるんだわ」

「それに、襟もよれています。ああ、袖そでもほつれていますし、靴くつも傷だらけですわ？　伝記士たるもの、身だしなみには気を遣つかわなければなりませんよ？」

「ちょ、待っ……なんなの、お前は俺のお母さんなの!?」

　たおやかな手に前髪を引っ張られ、襟を直され、カイはこそばゆくなって身を引いた。

「わ、悪い、そろそろ行くわ！　クロトのことは俺に任せて、安静にしとけよ……」

　立ち去りかけて、ふと思い出す。ポケットを探さぐると、胃腸薬の瓶を突つき出した。



    

  
    
      「あ、そうだ、これ……あの、少しは楽になるかと思って……」

「まあ」

　イレースは瓶を受け取り、「ありがとうございます」と目元を緩ゆるめて微笑ほほえんだ。

「頼みましたよ、カイ・アンバー。あの子をどうか、優勝させてあげてください……」

　頷いてイレースに背を向けながら、カイは拳を握った。あれだけクロトを大切にしている面めん倒どう見みのいいイレースが、クロトの行く末を自分に委ゆだねたのだ。なんだか、言葉以上のものを託たくされたような気がする。イレースの心意気、無む駄だにするわけにはいかない……！

　外に出ると、クロトが壁に背を預けながら待っていた。

「なんだ、まだいたのか」

　クロトは目を吊つり上げて、カイをねめつける。

「……イレース、何だって？」

「あー……身だしなみを注意された。もっときちんとしろって」

「……ふーん」

　クロトは医務室の扉に気き遣づかわしげな視線を遣って、歩き出した。

　肩かたを並べて教室に戻りながら、カイは腕うでを組む。

「しっかし、いくら妨害ありとはいえ、毒を盛るなんて、卑ひ劣れつ過ぎるな」

　クロトは「ふん」と鼻を鳴らした。

「こんなの、オレの周りじゃ日常茶さ飯はん事じだ。別に気にしてねーよ。やっかみや妬ねたみには、慣れてる」

「……そうか？　まぁ……なら、いいんだけどよ」

　クロトの突き放すような口ぶりに気け圧おされて、カイは頭を掻かいた。

　こんなのが日常茶飯事なんて、優等生は大変だなぁ。俺はそんなやっかみは受けなかったんだけどな。いや、まぁ、俺自身がジャックナイフすぎてて誰だれも近づけなかっただけらしいが……。こいつも俺と同じく、尖とがりたい盛さかりなのかもなぁ。

　窓の外では、九月の空がのんびり雲を浮うかべていた。



    

  
    
      　第二章　こっちには最高の切り札があるんだぜ！

　　　　　行け、首席勇者！『電光石火』だ！






　そして迎むかえた、体育祭当日。

「わああ、お祭りみたいだねぇ！」

　すっかり様変わりしたグラウンドを前にして、リンが歓かん声せいを上げた。頭上には色とりどりの旗が張りめぐらされ、周囲の芝生しばふには所ところ狭せましと屋台が並んでいる。

「そうだなー」

　景色に目を遣やるふりを装よそおいながら、カイは横目でちらりとリンを見下ろした。

　白いシャツにブルマ。この上なくシンプルな格好だが、その分、リンの伸びやかで瑞みず々みずしい魅み力りよくを、これでもかというほど引き立てている。腰こしに下げた剣けんがやや異様な雰ふん囲い気きを醸かもしているが、すらりと伸びた脚あしの眩まぶしさで、その欠点も帳消しだ。

「ねえ、カイ！　体育祭、絶対に優勝しようね！」

　唐とう突とつにリンが振ふり返ったので、カイは視線をあらぬ天空へと飛ばした。

「どうしたの、カイ？」

「いや、ちょっと太陽が眩しくて、な……」

「うん、晴れて良かったね！　絶好の優勝日和びよりだよ！」

　九月。夏の名残なごりはまだすっぽりと町を覆おおっているが、晴れ渡わたった空は高く、頬ほおを撫なでる風はわずかに秋の気配をただよわせていた。

「……ところで、お前はなんでそんなに優勝したいんだよ？」

「ふふっ、それはね──勇者王に近付くためだよっ！」

「そうか、お前、まだその途と方ほうもない夢を捨ててなかったのか。ところでその勇者王って何なのか、そろそろ俺に教えてくれね？」

　と、憮ぶ然ぜんと呟つぶやいたカイの耳を、澄すんだ声が打つ。

「リンーっ！」

「あっ、ニーナ！」

　リンとカイが振り向いた先には、見慣れたメイド服に身を包んだニーナの姿があった。優やさしい微笑みを浮かべる唇くちびるに、菫すみれ色いろの涼すずしげな瞳。絹糸のような髪は、風に躍おどるたびきらきらと輝かがやく。おまけにすれ違ちがう男の十人が十人とも振り返るほどの、見事な美乳……じゃなくて、プロポーションを持つ美少女だ。

　グラウンドに降り立った女め神がみのごときニーナに、リンが一目散に駆け寄っていく。

「ニーナ！　応援に来てくれたんだね！」

「もちろんよ、リンの晴れ姿ですもの！　ああ、それにしてもリンったら、運動着もよく似合っているわ！　その白い二の腕！　今にも可愛かわいいおへそが見えそうな、短い裾すそ！　そして健康的に伸びた脚！　私にとってただひとつの変わらない吸引力の塊かたまりだわぺろぺろ！　ちょっと太ももにむしゃぶりついてもいいかしら!?」

「ニーナ、お前は少し自重という言葉を覚えた方がいいと思う」

「あらカイ、いたの。もげろ」

　挨あい拶さつ代わりに『もげろ』とは……相変わらず、男には容よう赦しやない。

「ねぇニーナ、お弁当は!?」

「ふふっ、もちろん、リンとの約束だもの。ちゃんと持ってきたわ！　──これよ！」

　ニーナの白い手が、すっと隣となりを指し示す。そこには──一いつ軒けんの屋台があった。

「え、コレ!?　なにお前、弁当と称しようして屋台を持ってきたの!?　スケールでけぇな！」

「しかもけっこう儲もうかってるわ」

「あ、普ふ通つうに商売してるんだ!?」

　気が付くと、屋台の前には確かに長ちよう蛇だの列ができていた。

「ホントに大繁はん盛じようしてんなぁ。ってか、一体誰が何を調理してるんだよ？」

　どことなく嫌いやな予感を覚えながら、屋台の中に目を凝こらす。カウンターの向こうで何やらチカリチカリと光がうるさいと思ったら、ジルが白い歯を光らせていた。

「久しいな、カイ、リン！」

「わあ、ジル！」

「いやなんでお前普通に働いてんだよ!?　ニートの誇ほこりはどうしたの!?」

「ははは、安心しろ！　これは無料奉ほう仕しだ！」

「なんでだよ!?　そこは正当な報ほう酬しゆうをもらえよ！　働いた分の給料をもらって、滞たい納のうしてる家賃に充あてろよ！」

「何を馬ば鹿かなことを！　そんなことをしたら、ニーナに踏ふんでもらうための口実がなくなるであろうが！」

「相変わらず振り切ってんな！　もうイヤだこの変態！」

「しかし思ったよりも好評で、なかなか働き甲が斐いがあるぞ！」

　鉄板の上で円えん盤ばん状の食べ物をひっくり返しながら、ジルは豪ごう快かいに笑った。頭にタオルを巻いたその姿は、もはや立派なテキ屋の兄ちゃんにしか見えない。それに加えて、今日はなぜか東方の作業服──作さ務む衣えを着こなしているものだから、余計に様になっている。

「そんな作業着まで用意して……ずいぶん気合入ってんなぁ」

「ああ、これは変装だ！　俺は一応、この学園出身なのでな！」

「あ、なるほどな。確かに、天下の冒ぼう険けん者しや育成機関の卒業生が絶賛無職中だって知れたら、色々マズいかもな」

　ジルは巨きよ大だいな包丁で、材料をみじん切りにしていく。なかなかの包丁さばきだ──包丁？　包丁か、あれ。そこはかとない違い和わ感かんを覚えて、カイはジルの手元に目を凝らした。

「なあジル、その包丁って……」

「ああ」ジルは手を止めると、爽さわやかな笑顔の横に、それを掲かかげて見せた。

「カイには馴な染じみ深かろう。俺たちが夏休みに手に入れた──伝説の包丁だ！」

「違ちげぇよ！　それは包丁じゃなくてれっきとした剣なんだよ！　この罰ばち当あたり！　謝れ、伝説の剣に謝れ！」

　その間にも、謎なぞの食べ物は鉄板の上でじゅうじゅうと香こうばしい匂いをさせている。

「で、何なんだ、この料理は？」

「うむ、これだ！」

　武骨な指が上を指す。カイはその先を追って屋台の文字を読んだ──『チチジル焼き』

「なんだよ!?　チチジル焼きってなんだよ!?　ナニコレもう必要な情報が全然伝わって来ない！　とりあえず材料を教えてくれねぇ!?」

「よくぞ聞いてくれたわ！」

　ニーナがここぞとばかりに進み出る。

「まず、ジルの部屋の押し入れに群生した、名状しがたい色のキノコを──！」

「やっぱいいわ！　聞いただけで競技に支障をきたしそう！」

「失礼ね。一つ食べれば最高にハイになるって、人生に生きあぐねた方々に大評判よ！」

「薬物乱用！　ダメ、ゼッタイ！　リン、お前間違っても食うなよ……！」

　だが時既に遅おそし、店先で試食していたリンが、勢いよく親指を突つき出した。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、カイ！　けっこうイケるよ！」

「いくな、リン！　ぺっしなさい！」

　カイがリンの首の後ろに手刀を叩たたき込んで、謎の鉄板焼きを吐はき出させた、その時。

「わ、わ、わーははは！　ここで会ったが昨日ぶりだな、カイ・アンバーっ！」

「お前、その登場の仕方なんとかならねぇのか。なんなの、高笑いしないと死ぬの？」

　カイが振り返った先には予想通り、仁に王おう立だちになったクロトの姿があった。

「わーははは、オレ様と参加できることを光栄に思えよ、このへっぽこ勇者に女ったらしの伝記士め！　わーはははは！」

　カイはしげしげとクロトを眺ながめた。華きや奢しやだとは思っていたが、こうして隣に並んでみると、勇者であることが危あやぶまれるほどに小さく、細い。……こいつ、よくこんな小さい身体からだで勇者なんかやってられるなぁ。イレースが過保護になるのも無理はないか。

「先に宣言しておくけどな、カイ・アンバー！　オレは本気で優勝を狙ねらってんだ！　足を引っ張りやがったら、ただじゃおかな……おい、聞いてるのかよ！　な、なんだよ、優しい目で見んな！　『今日は俺がこいつの保護者になってやるか……』みたいな、そんな慈じ愛あいに満ちた目で見つめんなー！」

　と、チチジル焼きをポケットに詰つめ込んでいたリンが、グラウンドを見み遣やって、「あっ！」と声を上げた。

「カイ、クロトちゃん！　早くしないと開会式が始まっちゃうよ！」

「えっ！」

「あ、やべっ。じゃあ行ってくるわ」

「ああ、しっかりな」

「がんばってねー！」

　ジルとニーナの声せい援えんを背に、三人は会場へと駆かけ出した。

　カイは力強く地を蹴けりながら、極ごく彩さい色しきの旗に彩いろどられた青空を睨にらみつけた。いよいよ、俺の人生を賭かけた戦いが始まるのだ！　勇者になるか、あるいは伝記を二冊書く羽目になるか──さあ、天国と地じ獄ごくを分ける、壮そう絶ぜつなレースの幕開けだ！　見てろよ、俺はこの体育祭の頂点に君臨し、必ずや勇者になるという悲願を叶かなえてみせるからな！







「さて、只ただ今いまより体育祭の開かい催さいを宣言します！　みなさん、プログラムはきちんと読み込んできましたかー？　もちろん予習はバッチリですよね？」

　白い朝礼台に立つアイリスは、体操着に身を包み、豊かな髪かみを高く結ゆい上げている。

「第一種目は徒競走！　会場は地図にある通り、心臓破りのいちょう坂です。競技開始の九時までには、チーム全員がスタート地点に揃そろっているように！　それでは移動開始！」

　アイリスの号令を合図に、生徒の群れが一いつ斉せいに動き始める。

「よーし！　勇者になるための第一歩だ！　気合入れていくぞ！」

　チーム『ああああ』のメンバーと合流すべく輝かしい一歩を踏み出したカイは、しかし、すれ違おうとした男子学生の肩かたに思いっきり体当たりをかましていた。

「あ、わ、悪い……」

「君ぃ、気を付けたまえよ」

　そう言いつつ肩を払はらっているのは、五、六人の取り巻きを引き連れた、金きん髪ぱつの男子学生だった。

　カイは思わず目をみはる。

「あれ、お前……」

　相手は、カイを認めるなり「やあ、誰だれかと思えば、落ちこぼれの一年生、カイ・アンバーじゃないか！」と気き障ざったらしい笑えみを浮うかべた。

「はっはっは、どうしたんだい？　僕だよ、二学年の首席勇者、学園始まって以来の秀しゆう才さいと名高い、ミハエル・ノーストイット様さ！　まさかこの僕を知らないだなんて、つまらない冗じよう談だんはよしてくれたまえよ？」

　声は妙みように甲かん高だかく、やたらと高圧的だ。しかしカイが驚おどろいたのはそのためではない。彼は……ミハエルは胸に一輪のバラの花を挿さしていたのだ。それだけにとどまらず、運うん動どう靴ぐつは攻こう撃げき的に尖とがり、靴下にはレースが施ほどこされ、体操着の襟えりは豪ごう奢しやなフリルで飾かざられている。

　その前衛的すぎる服装を前に、カイは「いやいやいや！」と一息に五歩後ずさった。

「体操服までコレかよ!?　もはや成金趣しゆ味みとかいう範はん疇ちゆうを超こえてるよ！　コイツただの趣味が悪い人だろ！」

「おや、どうしたんだい、カイ・アンバー？　そんな熱い眼まな差ざしで僕を見つめて？　もしかして、僕のこのゴージャスかつブリリアントな服が羨うらやましいのかい？　ははは、よしてくれたまえ、痛いよ、その熱ねつ烈れつな視線が痛いよ！　この美び貌ぼうに穴が開いたらどうしてくれるんだい、アチッ、アチチチッ！」

「なにその振ふり切ったナルシストっぷり！　もはや驚きよう嘆たんの域だよ！」

　困こん惑わくするカイの耳に、リンのはつらつとした声が届いた。

「カイー、クロトちゃんつかまえたよー！　スタート地点まで一いつ緒しよに行こうー！」

「は、放しやがれ、リン・アルクスーっ！　オレは一人で行くっつーのッ！」

　ミハエルは賑にぎやかに近付いてくるリン、そしてクロトに凍こおるような一いち瞥べつを投げかけると、鮮あざやかな金髪を、しゃらんら～☆　とかき上げ、口の端はしを歪ゆがませて笑った。

「しかしまあ、同情するよ、カイ・アンバー。それもこれも、余計な手出しをしたのが運の尽つき。せいぜいとばっちりを食わないよう、気を付けたまえよ。それでは、失敬！」

「……なんなんだ……？」

　カイは呆あつ気けにとられながら、足取りも軽かろやかに去って行くミハエルたちを見送った。そしてひとつ大きく溜ため息いきを吐く。正直、意味は分からなかったが……カイの直感が告げていたのだ。──また何か、厄やつ介かいなことに巻き込まれそうだぞ、と。







　第一競技は徒競走。ここで有う象ぞう無象のチームは篩ふるい落とされ、一気に上位一五〇組まで絞しぼられる。

　町の中央にそびえたつ時計台が、競技開始の九時が迫せまりつつあることを知らせていた。

　いちょう坂の沿道には、旗を持った観客が鈴すずなりになっている。ジルとニーナも、どこからか見守っているのだろう。

「さて、冒険者たるもの、過か酷こくな旅に耐たえうる丈じよう夫ぶな身体があってこそ！　というわけで、この競技では基き礎そ的な体力・筋力・持久力が試ためされまーす！　普ふ段だんの鍛たん錬れんの成果をいかんなく発揮して下さいね！　ただし、他チームからの妨ぼう害がいもあることをお忘れなく！」

　学生がたむろするスタート地点に、音声波紋具マイクを手にしたアイリスの事前説明が響ひびき渡わたる。

「出場者は各チーム一名、代表者のみとなります！　外野からの手出しは禁止となっていますので、戦力を重視するか、スピードを重視するか、人選も大切ですよ！」

「カイ、代表者だって！　誰が出る？」

　リンのわくわくと輝かがやく視線を受けて、カイは急なのぼり坂を見上げた。あえて徒競走の舞ぶ台たいに坂を選んだのは、いかにも冒険者育成機関の体育祭らしい。後方からは戦せん況きようが一目で見み渡わたせる。やはり注意すべきは妨害──それも、矢や魔ま術じゆつといった長ちよう距きよ離り攻こう撃げきだ。

「よし、ここは俺が……！」

　しかし、腕うでをまくったカイを制するものがある。クロトだ。

「役立たずの伝記士と落ちこぼれ勇者は、引っ込んでな。これはオレの戦いだ」

「なんだよ、クロト。これでも俺だって、剣けん術じゆつ・体術はちょっとしたもんで……」

「こっちはお前が優ゆう秀しゆうだってことくらい、とっくに知ってんだよ！　でも、伝記士は非戦せん闘とう員だろ？　武器を持てない伝記士なんか、最初からあてになんかしてねーよ！」

「う……っ」

　背を向けたクロトに反論もできないカイの前に、ずいとコップが突つき出された。

「ん？」

　見ると、小太りの上級生が、液体を満たしたコップを差し出していた。

「へへ。どうした一年生。さっそく仲間割れかい？　まあこれでも飲んで、落ち着きな」

「わあ、ありがとう！」

　一見親切な申し出──しかし、男の顔に張り付いた笑みを一瞥して、カイは確信した。下げ剤ざい入りジュース……これでイレースたちもやられたのか！

　カイは瞬しゆん時じにリンの手からコップを取り上げ、男に突き返した。

「誰がこんな卑ひ劣れつな手に引っかかるか！　もうネタは割れてんだよ！」

　上級生はふんとせせら笑ってコップを引ったくると、にやりと口を歪めた。

「なかなかいい勘かんをしてやがる……だが、こっちの手が下剤ジュースだけだとは思わないことだな。体育祭の風物詩、新人潰つぶしは、まだ始まったばかりだぜ？」

「新人潰しだぁ？」

　上級生は答えず、「けけけけ」と不ふ穏おんな笑みを残して去って行った。

　眉まゆをひそめるカイの横で、リンが「あれっ？」と声をあげる。

「クロトちゃんはどこに行ったんだろう」

「え？　まさか……！」

　カイは周囲の人波に、慌あわてて視線を巡めぐらせる。

「さあ、スタートの時間が迫って参りました！　代表者は白線前に並んで下さい！」

　アイリスの指示を受けて、チームの代表者二五〇名が、道みち幅はば一いつ杯ぱいに並ぶ。その中にクロトの姿を見つけて、カイは歯は噛がみした。

「あいつ……」と小さく呻うめいたものの、あいにくの人混みで近付けそうにない。

　カイは仕方なく、リンと共に、スタート地点付近から勝負の行方ゆくえを見守ることにした。

「がんばれー、クロトちゃん！」

　リンの声援に負けず劣おとらず、周囲の女子からも黄色い声が飛ぶ。

「クロトくーん、しっかりー！」

「クロトくん素す敵てき─っ！」

「相変わらずすげぇ人気だな。……しかしあいつ、本当に小さいな……」

　カイは喉のどの奥で唸うなった。小こ柄がらなクロトは、今にも埋うもれてしまいそうだ。上級生の中には、クロトに対してあからさまに敵意をむき出しにしている者もいる。

「生意気な新入生め。おれたちに勝とうなど、百年早いわ！」

「我らの年の功、見せつけてくれる……」

　そのただならぬ雰ふん囲い気きに、カイは拳こぶしを握にぎった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのかよ、クロト……」

　しかしこうなった以上、もうクロトに託たくすしかない。

　緊きん張ちようの中、アイリスが炎えん球きゆうを掲かかげる。いよいよ戦いの火ぶたが切られるのだ。

「それでは、準備はいいですかー？　いきますよ！　よぉーい！」

　空に打ち上げた炎球がぱぁんっと弾はじけて、学生たちが一斉に飛び出す！

　と、早くも集団から躍おどり出る、小柄な影かげがあった。

「勇者課程首席の実力、見せてやるよッ！」

　観客からキャーッ！　と黄色い声が沸き、カイの隣となりで、リンが歓かん声せいを上げる。

「クロトちゃん、すごい！」

「あいつ……！」

　独走するクロトは集団にぐんぐん差をつけていく。その速さは驚嘆に値あたいした。しかし、「十秒後、だ」隣で見ていた上級生らしき男が呟つぶやいたのを、カイは聞き逃のがさなかった。

「え？」

　上級生は、口を歪めて笑う。

「ぼくの計算ではあと七秒──見てな。貴様らの仲間が使いものにならなくなる様をな！」

「……！」

　カイのこめかみに汗あせが伝った。こいつら、何か仕し掛かけてくる──いや、すでに仕掛けられている!?

　その時──後ろも振り返らず、ひとり疾しつ駆くするクロトに向けて、まるで待っていたかのように、後方集団で一斉に弓が引き絞られ、呪じゆ文もんの詠えい唱しようが流れた。

「な……！」

「ク、ク……。自分の能力を過信している新入生ほど、後先考えずにいきがって飛び出すもんだ。そんな無む鉄てつ砲ぽうな新人に、ぼくたち上級生は年上を敬う大切さを叩たたき込んでやるのさ。これがユースタシア学園の体育祭名物、新人潰しの洗礼……！」

　そして放たれた矢が、炎ほのおの帯が、水の錐きりが、クロト目がけて延のびる。歓声が悲鳴となって渦うず巻まいた。

「避よけろ、クロト！」

　しかし、カイが叫さけぶ前に。放たれた攻撃はことごとく、クロトの遥はるか後ろに着ちやく弾だんした。

「なにっ!?」

　上級生たちが一斉にどよめく。

「ぼ、ぼくの計算では確実に仕留められたはず……ハッ！　まさか、さらに加速した!?」

　クロトの頭上に、続く第二波が襲おそいかかるが、クロトはすでに動いていた。ほとんど走る軌き道どうを変えずに、わずかに身を捻ひねるだけで、降り注ぐ攻撃を避ける。

「キャーッ！　クロトくん、素敵！」「新入生の分際で、生意気な……っ！」

　歓声と怒ど号ごうが交こう錯さくする中、リンが目を輝かせる。

「わあっ、クロトちゃん、かっこいいーっ！」

「さすがは首席勇者！　これなら優勝も目じゃないぞ……！」

　影のように滑すべるクロトを、見境のない攻撃が次々に襲う。しかし死の雨が降りしきる心臓破りの坂を、クロトは野生の鹿しかのように躍やく動どうし、力強い脚きやく力りよくで駆かけ上がった。

　そしてついにそのままゴール──するかに見えたが、テープを切る直前。クロトはなぜか立ち止まった。

「クロト……!?」

　それまで触ふれもしなかったクロトの鞘さやから、冷たく冴さえた紫し電でんが走り出る。

　ゆっくりと振り返ったクロトの顔には、見る者を凍り付かせるような、修しゆ羅らのごとき表情が浮かんでいた。

「うるせーんだよ、雑ざ魚こどもが……！」

　細い脚が、トンッ、と地を蹴けった──と思った、次の瞬間。

「ッ……──！」

　吹ふき付ける殺気に圧あつ倒とうされ、カイは顔を背そむけた。

　烈れつ風ぷうが渦巻き、一いつ拍ぱく遅おくれて金属音と鈍にぶい音が響き合い、ひとつの轟ごう音おんとなって爆はぜる。

「えぇっ!?　な、なに……!?」

「何が起こった!?」

　観客が向ける視線の先で、クロトを襲った上級生たちが、死し屍し累るい々るいと倒たおれ伏ふしていた。

「う、うう……」

「い、痛い……」

　カイは地じ獄ごく絵図のような惨さん状じように一瞬怯ひるんだが、クロトもさすがに手を抜ぬいたらしい。血を流している者はなく、みな当て身や峰みねうちを食くらって動けなくなっているようだった。

「……嘘うそだろ……」

　クロトは坂の頂上から、ほんの瞬まばたきする間に百人近い学生をのしてしまった。

「そうか、あいつの剣けん……」

　勇者には、それぞれ特性を強化する剣が与あたえられている。クロトの剣は、確か彼の機き敏びん性を引き出すものだったはずだ。しかし、それにしたって速い。まさに神かみ業わざだ。

「な、なんだ、あいつ……！」

「毒が効かなかったばかりか、あの剣さばき……今年のルーキー、マジでやべぇぞ……」

　周囲の上級生たちから、絶望的な掠かすれ声が漏もれる。

　カイが畏い怖ふにも似た衝しよう撃げきから立ち直った時には、首席勇者の姿は再び坂の上にあった。

「リン、ゴールに向かうぞ！」

「えっ？　あ、うん！」

　リンとカイは人混みをかき分け、既にゴールテープを切ったクロトの許もとへと急いだ。

「クロト、お前……」

　その先を封ふうじるように、クロトは尖とがった目でカイを一瞥する。

「……だから言ったろ。オレは、お前らなんか必要ない。一人で勝てるって」

　クロトはそのまま背を向けようとし──しかしその首に、リンが抱だき付いた。

「うわっ！」

「クロトちゃん、すごいね！　すごいね！　とってもかっこよかったよーっ！」

「こっ……こんなの、オレには朝飯前だ。どけよ」

　クロトは口をへの字に結ぶと、リンを乱暴に振ふりほどいた。

「あっ！」

　リンは一瞬よろめいたが、懲こりずに「すごいよ、すごいよ！」とまとわりつく。

　それでも足を止めないクロトの前に、カイは立ち塞ふさがった。クロトが口を歪ゆがめる。

「な、なんだよ？　先に言っとくけど、オレはオレなりのやり方を通したまでだ。やり過ぎとか、もっと手加減しろとか、そういうお説教なら聞く耳持たねー……！」

　カイは無言のまま手を伸ばした。

　びくっと身を竦すくめるクロトの頭に、そのまま、ぽふりと手を置く。

「リンの言うとおりだ。凄すごかった。正直、見切れなかった。勇者首席は伊だ達てじゃねぇんだな……お前が居てくれて、心強いぜ！」

　クロトは一瞬何が起こったか理解しかねるようにぽかんとしていたが──やがて、ぼひゅーん！　と音を立てて赤くなった。

「わ、わは、わーはははは！　こ、こここここれでオレさまのじじじ実力をををを思い知ったかカイ・アンバーぁぁあああ、あ、あ、ああああ頭ナデナデありありありがとうございますすすすすナデナデナデナデふぁぁぁぁぁ……！」

「お、おいどうしたクロト!?　落ち着け、どうした、落ち着け、落ち着け……！」

「クロトちゃん、まあチチジル焼きでも食べて、心を鎮しずめて！」

「お前は事態をややこしくするなよ！　というか、何でそんな危ない食い物を持ち歩いてんの!?」

「小腹が空すいたときに便利！」

「便利じゃない！　よせクロト！　見えてはいけない世界が見えるぞ！」

　焦しよう点てんが合っていない目でチチジル焼きに手を伸ばそうとするクロトをどうにか止めた頃ころ、ようやく二着目以降の学生がゴールになだれこんできた。

　クロトの大立ち回りによって、先頭集団に食い込んでいた学生は軒のき並なみ脱だつ落らく。参加チームは一五〇組まで絞しぼられた。脱落した中には、優勝候補と目されていた上級生チームも多く含ふくまれており、体育祭はまさに波乱の幕開けとなった。

「次は障害物競走だね！　十時に住宅街だって、早く行こう！」

「ああ」

　リンの後を追って次の会場へと向かいながら、カイは「それにしても……」と唸った。

「お前を襲った奴やつら、本気で攻こう撃げきしやがって……一歩間ま違ちがえたら死んでたぞ」

「…………」

「下げ剤ざいの件といい……お前、なにか恨うらみでも買ってんじゃねぇのか？」

　クロトは強く唇くちびるを噛かんで、俯うつむいた。歪めた口から低く吐はき捨てる。

「知るかよ。オレには、敵が多いんだ」

「そんなこと言っても、お前これ、さすがに度が過ぎてっ──あ、おい！　……ったく」

　その先を拒きよ絶ぜつするように立ち去られて、カイは溜ため息いきを落とした。あいつ、いつもこんなにやっかまれてるのか？　優等生も大変だな……。まあ、心配は心配だが、本人が大だい丈じよう夫ぶと言ってるんだから大丈夫なんだろう……あいつの実力も目まの当たりにしたことだし。──でもなんつーか、同じチームなんだし、もうちょっと頼たよってくれてもいいのになぁ。

　カイは頭を掻かきつつ、リンとクロトの後を追った。



    

  
    
      　第三章　障害物？ ふ……そんなもので、

　　　　　この俺を止められるとでも思ったのか……？






　第二競技、障害物競走。ステージはなぜか住宅街である。

　時計台を仰あおぐと、競技開始の十時までには、まだ二十分ほどの猶ゆう予よがある。

　スタート地点でたむろしている学生に交じりながら、カイはプログラムを広げた。

「この障害物競走は、保護者参加だったな」

　しかしユースタシア学園の学生は、大陸東方から広く集まってきている。故郷が遠方にあるなどして、保護者が来られない学生の方が圧あつ倒とう的に多い。

「俺とリンの家族は、誰だれも来てねぇんだよな」

「うん。遠いからね！」

「クロト、お前の家族は？」

　クロトはぎゅっと口を結んで、顔を背そむけた。

「……？」

　機き嫌げんでも悪いのだろうか、それとも触ふれられたくない話題だったのか……。

　それ以上深入りするのはやめて、カイはプログラムに目を戻もどした。

「あ、ええーと、それでだな。優勝を狙ねらうために、この人選は重要だよな。天下の冒ぼう険けん者しや育成機関が仕掛ける障害物だから、一ひと筋すじ縄なわじゃいかなそうだし……家族に近い関係にあって、かつ戦力になる、強力な助すけっ人とが欲ほしい。とすると……」

　眉み間けんに深いしわを刻むカイの横で、リンが「はいはいはい！」と勢いよく手を挙げた。

「ジルがいいと思いまーす！」

「何でだよ!?　よりによって何でそのチョイス!?　理由を聞かせてもらおうか!?」

「ええっと、他を圧倒するインパクト！」

「求めてねぇよ、障害物競走にインパクトは求めてねぇよ！」

「無職なのにマッチョ！」

「それはむしろ度しがたい欠点だろう！」

「無む駄だに声が大きい！」

「自分で『無駄に』って断言しちゃってんじゃねえか！　あのなリン、俺の話を聞いてたか!?　あいつがまともな戦力として機能したことなんか、未いまだかつてなかっただろ！」

「じゃあカイ、他ほかに誰かいるの？　ジャックナイフ面づらしてとがってたカイに、力を貸してくれるような知り合い、いるの？」

「…………」

　きょとんと見上げてくるリンから、カイはそっと目を外した。ヤメテ、そんな澄すんだ瞳ひとみで、俺の黒歴史をえぐらないで……。

「だ、大体なぁ！　ジルと俺たちは縁えんもゆかりもねぇだろうが！　そんな案は却きやつ下か──」

「縁がなければ、作ればいいのです！」

　興奮に上うわ擦ずった声が唐とう突とつに割り込んできて、カイは言葉に詰つまった。

「……え？」あまりに突然のことに反応が遅おくれたカイに、いつの間にか現れたアイリスが、きらきらと瞳を輝かがやかせてにじり寄ってくる。

「縁がなければ、作ればいいのです！」

「なんで二回言ったんですか!?」

「縁がないなら、カイくんとジルくんが縁を結べばいいのですよ、カイくん！　つまり、お二人が恋こい人びとになればいいのです！」

「あんたホントに何言ってんですか!?」

「だって先生、カイくんとジルくんを恋仲に進展させるために、わざわざこの保護者参加を盛り込んだのですからねっ！」

「先生！　俺にはあなたのその情熱が怖こわいッス！」

「カイくん、この障害物競走、ぜひジルくんと出場してくださいね！　むしろジルくん以外は認めませんよ☆　ジルくん以外と組んだら、今度から先生、カイくんのテストだけちょっと辛からめに採点しちゃうゾっ☆」

「重ォォォオオい！　軽いノリなのに俺への処分、めっちゃ重くて生々しい！」

「それでは、チャオ！」

「先せん生せえぇぇえ！　聞いて、俺の話を聞いてぇぇえ！」

　頭を抱かかえるカイを置いて、リンは既すでにジルを迎むかえ入れる気満々のようだ。

「よぉーし！　さっそくジルを誘さそいに行こう！」

「ジルって、あの変態筋肉男かよ!?　何であんな奴！　ヤダよ、絶対ヤダヤダヤダヤダ！」

　クロトは、夏休みに例の脱ぬぎ芸を目の当たりにしたのがトラウマになっているようだ。

「あんな奴仲間にしたところで、負けるに決まってんじゃねーか！　ふざけんな！　オレは絶対優勝しなきゃなんねーんだよ、あんな役立たずの変態筋肉男なんかっ……」

「……じゃあ、お前は誰かあてがあるのか？」

「うっ！」と声を詰まらせるクロトを見て、カイはなんとなく優やさしい目をしてしまった。やっぱりこいつ、尖とがっていた頃の俺と同じく、友達少ねぇんだなぁ。

「すまんクロト、気持ちは分かるけど、今回はこれしか道が残されてねぇんだし……まあ、ジルは力だけはあるから、障害物もどうにかしてくれるだろ！」

　と、カイの背後からくぐもった笑しよう声せいが湧わいた。

「クククク、障害物を力ちから技わざで突破しようなど、愚ぐの骨こつ頂ちようでござるな……！」

「？」

　カイたちが振り返ると、そこには異様な風ふう体ていの三人組がいた。それぞれ目以外を覆おおい隠かくし、赤、青、黄色の装しよう束ぞくに身を包んでいる。リンが「わあっ！」とはしゃいだ。

「すごい、ニンジャだ！　サイン下さい！」

「なんかまた変な奴らに絡からまれたなー……」

　三人組に突進しようとするリンの剣帯を掴つかまえて、カイは呻うめいた。

　ニンジャ──近年になって東方の島国から導入された、謎なぞの職業である。ユースタシア学園でも採用人数が極きよく端たんに少なく、隠おん密みつを常としているので、普ふ段だんは校内で遭そう遇ぐうするのも稀まれなのだが……まさか一度に三人もお目に掛かかれようとは。

「ククク。驚おどろくのも無理はないでござる。まずは自己紹しよう介かいをさせていただこう！」

「いや、別にいいっす。もう変人は間に合ってるんで」

　ニンジャたちはカイの固辞などお構いなしにポーズを決め、高らかに名乗りを上げた。

「我ら、五、六人戦隊、サンニンジャー！」

「ずいぶん曖あい昧まいだな！　五人なのか六人なのか、はたまた三人なのかハッキリしろよ！」

「説明しよう！　我らサンニンジャーは、赤ニンジャ、青ニンジャ、黄ニンジャからなる、身のこなしに特化した精せい鋭えい部隊でござる！」

「よし、三人ってことでいいな!?　赤青黄の三人戦隊でファイナルアンサーでいいな!?」

「ニンジャたる我らの前では、障害物など無いも同然！」

「……ところでそのコスチュームは、ニンジャとして正解なのか？　そんなカラフルな格好で、闇やみに紛まぎれて暗あん躍やくできるのか？」

「クククク、第一競技で我らを仕留めそこなったのが運の尽つき！」

「こいつら驚くほど人の話を聞かねぇな」

　カイのぼやきを華か麗れいにスルーして、サンニンジャーはクロトに向き直った。

「ククク、さすがは一学年首席のクロト・ラインフォール。先ほどの徒競走は、敵ながらあっぱれでござった。しかし、この体育祭が個人競技ではない、その理由──パーティー戦である意味が、そろそろ重たくのしかかってくるでござろう！」

「……！」

　サンニンジャーは、顔を引きつらせるクロトをせせら笑う。

「クハハハハ！　落ちこぼれコンビと組んだのが運の尽き！　この障害物競走が、貴様の墓場と心得るが良いでござる！」

　サンニンジャーは色いろ鮮あざやかなマフラーをなびかせて、颯さつ爽そうと去って行った。

「今日は妙みようにおかしな奴らに絡まれるなぁ……」

「ねえカイ、早くジルを誘いに行こうー！」

「ああ、そうだな」

　振ふり返ると、他ほかにあてもないのか、クロトもしぶしぶついてきていた。



「ほう、保護者参加？　むろん、俺で良ければいつでも力になるぞ！」

　捜さがし出して参加を乞こうと、ジルは胸を叩たたいて請うけ合ってくれた。──が、

「ちょっと！」

　険のある声に振り向くと、眉まゆを吊つり上げたニーナが憤ふん然ぜんと仁に王おう立だちになっていた。

「なんでジルなのよ！　私を助っ人にしたほうが、絶対に役に立つのにっ！」

　カイは心中で「うげ」と呻いた。ニーナは腰こしに手を当てて胸を張り、全身全ぜん霊れいで『私を連れて行きなさいよ！　役に立ってみせるんだから！』とアピールしている。しまった、どう断れば丸く収まるやら……。

　カイはこめかみに伝う汗あせを拭ぬぐいつつ、目をさまよわせる。

「えーと……悪いニーナ、今は休んでてくれ。お前の力は後から絶対に必要になるから」

「……本当でしょうね？」

　疑わしそうなニーナに、「本当、本当」と請け合う。それでも不満そうに口を尖とがらせているニーナをさらに説得しようと、言葉を探しかけた時──

「……ふーん？　それなら、待っててあげなくもないわ」

「……？　あ、ああ、悪いな」

　完全に肩かた透すかしを食くらって、カイは首を傾かしげた。もっとややこしくなるかと覚かく悟ごしていたけれど、案外あっさり引き下がったな……。

「じゃあニーナ、またあとでね！」

　手を振るリンに、ニーナは「ええ、がんばってね！」と笑え顔がおで手を振り返す。

　カイ、リン、クロト、ジルの四人は、満を持してスタートラインへと向かった。







　保護者参加とは言いながら、やはりどのチームも戦力を重視したようだ。中には明らかに傭よう兵へいじみた、屈くつ強きようそうな男の姿もある。

「ふむ、なかなか強敵が多そうだな。しかし安心しろ、俺がいる限り負けはせんぞ！」

　ジルは鼻息荒あらく、作さ務む衣えの袖そでをまくっている。他のチームからすれば、この無駄に逞たくましい大男も十分脅きよう威いに映っていることだろう。ただ、その実態はニートだが。

　スタートの時間が迫せまり、毎度恒こう例れい、アイリスの事前説明が始まった。

「えー、冒険者たるもの、社会常識、および良識を備えていてしかるべき！　というわけで、この競技では社会適合能力を養いまーす！」

「あ？　社会適合能力だ……？」

「待ち受ける障害は、全部で三つ！　あっ！　それと障害物の一部として民家をお借りしていますので、みなさん、くれぐれも失礼のないようにね！」

「いや、障害物競走に民家って……」

　やはりこの競技、一筋縄ではいかないようだ。カイは軽く頬ほおを叩いて気を引き締しめた。

「どんな障害物が仕し掛かけられてるかも分からねぇ。気を抜ぬくなよ、三人とも！」

『おう！』

「うるせーよ、オレは元から気合十分だっつーの！」

「次のステージに進めるのは、上位一〇〇組までです！　制限時間は三十分！　仲間と力を併あわせ、三つの障害を乗り越こえて、いちはやくゴールして下さいね！　それでは、用意……！　スタートぉッ！」

　町の時計台が十時の鐘かねを鳴らし、家々の壁かべに、スタートの合図がぱぁんっと反はん響きようした。

　一五〇組、四五〇人の学生とその保護者が地じ響ひびきを上げながら、住宅街を走り出す。

　と、さっそくカイたち四人の横に並ぶ者があった。

「チーム『ああああ』！　覚悟するがいいでござるッ！」

　サンニンジャーの手に、黒い刃は物ものが光る。

「あれは……東洋の飛び道具、手しゆ裏り剣けん……！」

「クククク、いざ尋じん常じように、勝負──ッ」

　カイが身構え、クロトが剣の柄つかに手を滑すべらせると同時、赤ニンジャが手裏剣を大きく振りかぶり──

「おーい、こっちだよー、学生さーん！」

　と、緊きん迫ぱくした現場にそぐわない、のどかな声が響ひびいた。

「!?」

　見ると、いかにも人のよさそうなおばさんが道の真ん中に立って、手を振り叫さけんでいる。気が付くと『誘ゆう導どう員』という腕わん章しようを巻いた町民たちが、そこかしこで手招きしていた。

「さあ、一組ずつ、好きな家を選んで入っておくれーっ！」

「ど、どういうことだ!?」

　学生たちは面食らいながらも、誘導に従って、チームごとに民家へと散っていく。

　ここで妨ぼう害がいを仕掛ければ、関係のない町民をも巻き込みかねない。サンニンジャーも悔くやしげに歯は噛がみしつつ、その場から離り脱だつした。

「くっ！　勝負はいったんお預けでござるよ！」

「よし、私たちも入ろう！」

「あ、ああ……」

　カイは戸と惑まどいつつ、リンの小さな背中に続いた。クロトも柄を握にぎったまま、拍ひよう子し抜ぬけした顔をしている。民家などで、一体何が始まるというのだろう。

　民家の中から無造作に一いつ軒けんを選ぶと、リンはノックもなしに扉とびらを開いた。

「お邪じや魔ましまーす、こんにちは！」

　玄げん関かんに入ってすぐ、正面に、一人の青年が座っていた。かっちりとした服に身を包み、縁ふちの尖った眼鏡めがねをかけている。そして彼と向かい合うように、空の椅い子すがもう一脚きやく。

「どうぞ、お座りください」

　青年は優美な仕草で椅子をすすめた。

　障害物競走とはあまりにかけ離はなれたその光景に、クロトが目に見えてたじろぐ。

「な、なんだこれ……一体どういうことだよ……!?」

「む!?　まさか、これは……！」

　驚きよう愕がくの声を上げるジルの視線を追って、カイも壁を振り仰あおいだ。そこには一枚の張り紙があった。几き帳ちよう面めんな字でつづられた文面は、『就職面接会場』──

「え、なに!?　就職面接会場ってなに!?　えっ、これ障害物競走じゃねぇの!?」

「そ、そうか……！」

　声を震ふるわせて、ジルが拳こぶしを握りしめる。

「なんということだ、これはただの障害物ではない……俺たちは今まさに試ためされているのだ──就職面接という名の、『人生の障害』にっ！」

「マジで!?　障害って、人生の障害ってことなの!?　アリなの!?　就職面接は体育祭の種目としてアリなの!?」

「就職面接を舐なめるな、カイ！　これは職のない者にとって、いわば聖戦なのだぞ！」

「そんな精神面を地味に削けずられる聖戦は嫌いやだよ！　体育祭なら身体からだひとつで戦おうよ！」

「世の中身体だけで渡わたって行けると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ、脳まで筋肉の体力バカが！」

「ジルにだけは言われたくなかったなぁ！」

　面接官は能面のような無表情をそよとも動かすことなく、冷れい淡たんな声で再度促うながす。

「どうぞ、お座り下さい」

「ど、どうするんだよ、カイ・アンバー！」

「どうするったって……！」

「ふ……ここは俺に任せてもらおうか」

「ジル！」

　ジルは鋭するどい光を宿した隻せき眼がんを、不敵に細めた。

「そのための助っ人おれだろう。なぁに、こんな若造との面接など赤子の手をひねるようなものだ……本物の就職面接を何百回となく繰くり返した、この俺にしてみればなぁ！」

「何百回となく繰り返してる時点で、もう絶望的だと思う！」

　カイの心配を切り捨てるように、ジルは親指を立て、白い歯を光らせた。

「案ずるな、カイ。不ふ肖しようチチジル、向かうところ職なしだ！」

「心細さ、ここに極きわまれり！」

「俺は無職をやめるぞ！　カイーッ！」

「何そのドヤ顔！　もはや就職面接っていうテンションじゃねぇよ！」

「ねえカイ、ジルに任せてみようよ！」

「リン!?」

　リンの確信に満ちた瞳ひとみが、カイを力強く貫つらぬく。

「ジルは百戦錬れん磨まの遊び人だよ？　きっと思いも寄らない奇き跡せきを起こしてくれるよ！　たとえば──面接試験に落ちた帰りに、たまたま飛び降り自殺をはかった大手商会の社長の娘むすめさんを抱だきとめて、数年後にその娘さんと偶ぐう然ぜんの再会を果たし、一族郎ろう党とうを巻き込む大だい恋れん愛あいの末に結けつ婚こんして、最終的には人生の勝ち組になるとかねっ！」

「その手の奇跡は今望んでねぇよ！　なにその回りくどくて他ひ人と任まかせなサクセスストーリー！　っつーかその物語、出だしからして面接落ちたトコから始まってんじゃねぇか！」

「失礼するぞ、面接官！」

　カイがツッコミに気を取られている間に、ジルは面接官の向かいにどっかりと腰を下ろしてしまった。すでに面接を受ける人間の態度ではない！　はらはらしながらも、カイはリン、クロトと共に、ジルの無む駄だに逞しい背中を見守ることしかできなかった。

　しかし本当に大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。ジルの人ひと柄がらは、決して謙けん虚きよとは言い難がたい、そのうえ絶賛現役無職中である。彼は果たして、社会活動の壁を乗り越えることができるのか!?

　面接官の眼鏡が、きらりと光った。いよいよ聖めん戦せつ開始だ──！

「えー、まずはお名前をどうぞ」

「チチジルと申す！」

「いきなりやりやがったァァァ！　そっちを名乗っちゃうの!?　本名を名乗れよ！」

「なるほど、チチジルさんですね」

「あ、いいんだ、そこは深く突つっ込んでこないんだ！」

「それで──」

　面接官は眼鏡をくいっと押し上げると、壁に並んだ三人を一いち瞥べつした。

「そちらのお三方は？」

「俺たちも状じよう況きようの中に入ってた！」

　てっきり居ないものとして扱あつかってくれるのだと思い込んでいたカイは、完全に度ど肝ぎもを抜かれた。

「くそっ、どう切り抜ける!?　何て答えたら正解なんだ……!?」

　面接会場に居ても、不自然じゃない人物……妥だ当とうな線では、順番待ちの受験者というところか……！　しかし集団面接でもない限り、他ほかの受験者は部屋の外で待機するのが定石……くっ、一体どう答えれば……！

　唇くちびるを噛かんで苦く悩のうするカイの前に、一条の光が差しこんだ。

「大丈夫だよ、カイ。ここは私に任せて」

「リン……!?」

　リンはカイを押しのけるなり、薄うすっぺらい胸を叩たたいて、「はじめまして！」と吠ほえた。

「私はジルの、お母さんです！」

「なぜよりによって母親をチョイスしたぁぁぁ！　何でお母さんが就職面接についてきてんだよ！　過保護にも程ほどがあるだろ！」

「えー、では、左右の方々は……？」

「彼らもジルのお母さんです！」

「何で母ちゃんが三人もいるんだよ!?　つーかまず性別からして間違ってるからな!?」

「でもこの中では、カイが一番お母さんっぽいよね！」

「それはお前らが四六時中ボケばっかりやらかすからだろ！　そりゃ口うるさくもなるわ！」

「うーん、お母さんは駄だ目めかぁ。あっ！　なら、子どもたちってことでどうかな☆」

「『どうかな☆（ドヤァ）』じゃねぇんだよ！　だから就職面接に家族が同どう伴はんしてる時点で社会人失格だろうがぁぁぁぁぁ！」

　頭を掻かきまわしていたカイは、ふと、今回の生命線ともいえる存在に気付いた。そうだ、クロト！　勇者課程首席で優等生のこいつならば、リンやジルと違って、まっとうな常識を持ち合わせているはず！　頼たのむ、唯ゆい一いつの良心！

「クロト、お前はどう答えるのが無難だと思う!?」

「お、オレ!?」

　突とつ然ぜん矛ほこ先さきを向けられたクロトは、真ま面じ目めくさった顔で考え込み、ややあって決然と顔を上げた。頬を染め、少し得意げな表情で、

「……ぺ、ペットかな……！」

「ペットか！　なるほど、ペットな！　うん、盲もう点てんだったぜ！　そうか、ペットならたとえ面接会場にいても不自然ではな──不自然だろォォォォイ!?　面接会場でポチがおすわりして待ってる図とか、すんごいシュールだろ!?　ご主人様に構ってもらえなくて、ポチもしょんぼりすんだろ!?」

「……ぼ、ボケなきゃいけないかなと思って」

「ああ、空気読んだんだ!?　いいよそんな、『ボケたら勝ち！』みたいな競技じゃないから！　なんだよ、お前も案外流されやすいな!?」

「ふむ、なるほどな！　子どもにペットとは妙みよう案あん！」

　ジルはすっかり得心してしまったようで、誇ほこらしげに面接官に紹しよう介かいし始める。

「面接官よ、これが俺の子どもたち──リン、クロト、そしてポチだ！」

「なんで俺だけペットだぁぁああ！　なんで！　よりによって！　俺だけペット!?」

「ははは、そうしてきゃんきゃん吠えるお前には、まさにポチがお似合いだぞ。なあ、クロトよ？」

「き、気安く呼ぶな、変態！」

「ふ、そう照れるな。このジルのことを、お父さんと呼んでも良いのだぞ！」

「お父さ……!?　お、オレはお前みてーな変態を父親に持った覚えはねーよッ！」

「ふむ、反はん抗こう期きか。悲かなしいな、父さん泣いてしまうぞ！　悲しさ余って、お前の下着と父さんの下着、一いつ緒しよに洗せん濯たくしてしまうぞ！」

「おいヤメロぶっ殺すぞクソヤロー！」

「ちょ待っ、落ち着けクロト、思春期の娘じゃあるまいし！　っつーかお前は男だろ!?　下着くらい一緒に洗ったっていいじゃねぇか、いちいち分けて洗うの大変なんだぞっ！」

「よくねーッ！　っつーかこんな奴父さんじゃねーっつってんだろーッ！　放しやがれポチーッ！」

「誰だれがポチだテメェェェェ！」

「ポチ、お手っ！」

「リンはなんでチチジル焼きをちらつかせてんの!?　俺はそんな怪あやしい食い物に釣つられて芸なんかしねぇからな!?」

　勝手に崩ほう壊かいしていく疑ぎ似じ家族を、面接官は氷の彫ちよう刻こくのごとく冷ややかに眺ながめている。まずいぞ、このままじゃ確実に落ちる……！

　カイは声を潜ひそめて、ジルの説得に掛かかった。

「なぁジル、やっぱり子どもの設定は無理があるんだって！　今からでも撤てつ回かいしろよ！」

「ふっ、甘いな、カイ。この俺が、何の策もなくこのような暴挙に出たと思うのか？」

「なっ……！　ジル、もしかして……」

　まさかジル、既すでにこの状況を打開する手を考えていたのか!?　俺たちを子どもに設定したのも、何か裏があって……!?　さすが場数を踏ふんでいるだけあって、いざというとき頼たよりになる！　一体どんな手で、あの能面面接官を口説き落としてくれるんだ!?

「ふ、面接官よ……貴様、これを見てもまだ冷静でいられるかな？」

　ジルは不敵な笑えみを浮うかべると、自信に満ちた面おも持もちで三人を振ふり返った。

「さあ、我が子どもたちよ、泣き落とせ！　情に訴うつたえるのだ！　子どもという弱い立場を、存っ分に利用してなぁ！」

「あんだけデカい風ふ呂ろ敷しき広げといて、ずいぶん卑ひ劣れつな手段に出たな!?」

「お願い、面接官さん！　パパが面接に受からないと、ポチが死んじゃうの！」

「死ぬの!?　俺が死ぬの!?」

「え、えっと、この変態が就職できないと、ポチの渾名あだなが『ギョウチュウ』になるんだぜ！」

「クロト、ちょっと待て！　ギョウチュウって何!?　地味にキツいわ！」

「いいぞ、お前たち、その調子だ！　さあ、ポチも我が家の窮きゆう状じようを訴えるのだ！」

「えっ!?　俺が!?」

　ペットが!?　家庭の窮状を!?　どう訴えればいいの、悲しげに鳴けばいいの!?

　カイはごくりと唾つばを嚥えん下かすると、恥はじを忍しのんで、弱々しい声を絞しぼり出した。

「きゅ……きゅぅーん……？」

「何をふざけているのだ、ポチ！　ちゃんと人間の言葉でしゃべらんか！」

「うおぁああああああ！　俺ってペットじゃなくて人間の設定だったの!?　ヤダ『きゅぅーん』とか鳴いちゃった恥ずかッしいィィィ！　っつーかあんた自分の子どもにどんな名付け方してんだよ!?」

　全力で食って掛かるカイの横で、リンがはっと顔を引きつらせた。

「待って！　ってことは……！」

「どうした、リン！　何か思いついたのか、この障害を乗り越こえる──」

「私たち、三兄弟なんだね！　ひゃっほぉぉぉう！」

「どうでもいいわァァァァ！」

「私が一番上のお姉ちゃんねっ！　で、ポチが二番目で、クロトちゃんが末っ子だよ！　私のこと、お姉ちゃんって呼んでもいいよー！」

「待て、お前はどう見ても妹キャラだろ！　俺、クロト、リンの順が妥当……！」

　危あやうく家族ごっこの方向に話を持って行きそうになって、カイは自分の頬ほおを殴おう打だした。しまった、またリンのペースに乗せられるところだった！

「いや待て！　だから、子どもっていう設定がまずおかしいんだって──」

「ポ、ポチは、オレの、兄ちゃんなのか……？」

「クロトはなんでちょっと嬉うれしそうなんだよ!?　しっかりしろ、俺の頼みの綱つな！」

　いや待て、クロトは悪くない！　こいつは想定外の障害物と、慣れないボケ倒だおしの雰ふん囲い気きに当てられているだけだ！　むしろしっかりしろ、俺！

　このままでは埒らちが明かない。カイは流れを変えるため、面接官に向かって声を張った。

「面接官、次の質問お願いしますッ！」

「えー、不採用ですね」

「玉ぎよく砕さいィィィィィ！　おい待て、それらしい質問一個も受けてねぇんだけど!?　ジル、なんとか言ってやれ！」

　しかしジルは、悔くやしがるでも落らく胆たんするでもなく、ただ清すが々すがしい笑みを浮かべて、

「解げせる！」

「解せるなよ！　少しは粘ねばれよ！　もっと就職に対して前のめりにいこうぜ、大黒柱！」

　これでは納なつ得とくがいかない！　カイは面接官にすがり付いた。

「お願いです、せめて、せめて落ちた理由を教えてください……！」

　面接官は、くいっと眼鏡めがねを押し上げ、

「チチジルという響ひびきが、なんか卑ひ猥わいだったので」

「しょっぱなから……！　しょっぱなから……！」

　ツッコミ疲づかれと心労で息も絶え絶えに喘あえぐカイに、冷れい淡たんな声が告げる。

「以上で、第一の障害物は終しゆう了りようです。赤い立て看板の指示に従って、次の障害物へ進んで下さい。お疲れ様でした」

「あ、ああ、この場で失格になるわけじゃないんだ、良かった。……っつーかナニコレ!?　障害物が人生の障害って、どんな体育祭だよ!?」

　面接官の言葉に従って外に出ると、赤と青の立て看板があった。おそらく面接の結果で行き先が変わるのだろう。赤い看板の矢印にそって、四人は次の民家へとたどり着いた。

「なんか、就職面接に落ちた割に、随ずい分ぶんいい家に案内されたな……」

　今度は一体どんなでたらめな障害が待ち受けているのか……次なる会場を前にして、カイは自分の胸に手を置いた。落ち着け俺、冷静になれ。どんな障害が来ても、次こそは乗り越えてみせる。ここで挫くじけるわけにはいかないんだ……優勝して、勇者になるために！

「出だしはこけたが、まだ十分取り返せる！　次の障害で挽ばん回かいするぞ！」

『おう！』と、リンとジルの返事が重なる。クロトが憔しよう悴すいしているのが少し気になるが、そのまま瀟しよう洒しやな扉とびらを開けて、中に進んだ。

　──リビングで四人を迎むかえたのは、予想だにしない人物であった。

「あら、おかえりなさい。早かったのね」

「ニーナ!?」

　そこにあったのは、紛まぎれもない──先ほど別れたばかりのニーナの姿だった。

「どうしたの、ニーナ!?　こんな所まで応おう援えんに来てくれたの？」

　しかし駆かけ寄よろうとするリンを手で制して、ニーナは悲しげに首を振った。

「いいえ、リン。私はニーナであって、ニーナでないもの……。そう、今はこう呼んでちょうだい──『妻という名の障害物』、と！」

「なんで障害物になってんだよ!?」

「ついさっきスカウトされたのよ。役者が足りないから、協力してくれってね！」

「役者？」

「そうよ！　私の演技力が買われたのよ！」

　誇らしげに胸を張るニーナ。しかしその胸むな元もとから、何やら一枚の紙切れがはみ出している。かろうじて読み取れる文字に、カイは目を凝こらした。──『リン・アルクスのスリーサイズ』──

「ちょっと待て、演技力を買われたんじゃなくて買収されたの間ま違ちがいだろ！　リンの個人情報と引き換かえに障害物になったんだろ、お前！　一体誰に買収された！」

「買収じゃないわ！　これはなんか、やけにテンションが高くてナイスバディの可愛かわいらしい先生が、勝手に袖そでの下に押し込んできたのよ！」

「アイリス先せん生せえぇぇぇッ！　お前もそんなものに釣られてほいほいと敵に回るな！」

「あら、口答えするのかしら、ポチ」

「俺まだポチだった！　まだポチの設定続いてた！」

「口を慎つつしむことね。今の私は障害物であると同時に、あなたたちの母親よ」

「くっ……！」

　カイは唇くちびるを噛かんだ。これは手ごわい相手だ。

「なるほどな。次なる人生の障害は、家庭内の不和──つまりは夫ふう婦ふ喧げん嘩かというわけか」

　ずいと進み出たジルが、カイたちを背中に庇かばって身構える。



    

  
    
      「おもしろい！　掛かってこい、おまえ！」

「じゃあ、遠えん慮りよなくいかせてもらうわよ、あなた」

　ニーナは開口一番、容よう赦しやなく切り込んだ。

「また採用試験に落ちたそうじゃない。あなたって役立たずは、どうしていつまでも無職なの？」

「そ、そうか……！　この障害物競走、前回の障害物の結果が反映されて、どんどん状じよう況きようが悪化していくのか……！」

　カイのこめかみに冷ひや汗あせが伝った。この夫婦喧嘩、無職という弱みを抱かかえているジルが圧あつ倒とう的に不利……！

「う、むむ……っ」

　返す言葉もないジルに、ニーナの舌ぜつ鋒ぽうが火を噴ふく。

「社会に何の貢こう献けんもせずに生きていて、まっとうに働いているみなさまに申し訳ないと思わないの？　無能な自分が人様と同じ分だけ空気を吸っていることを、少しでも疑問に思ったことはないの？　大地が与あたえたもう恵めぐみは限られているというのに、ウジ虫にも劣おとるあなたという存在が無む駄だな筋肉でその恩おん恵けいを削けずっていることに、なぜ気が付かないの？　あら、床ゆかに這はいつくばったりしてどうしたの？　あなたの顔が、私の目の穢けがれになっていることが、やっと理解できたの？」

「に、ニーナ、少し手加減してあげて！　これ単なる虐ぎやく殺さつだから！　もはや夫婦喧嘩じゃないから！」

　音もなく崩くずれ落ちたジルの頭を、ニーソックスに包まれたおみ足が容赦なく踏み付ける。

「あらあら、反論のひとつも出来ないの？　情けないったらありゃしないわ。こんなゴミ同然のつまらない男、もう別れるしかないわねぇ？」

「くそっ、このままじゃ確実に負ける……一体どうすれば……！」

　唇を噛むカイの隣となりで、リンが声を震ふるわせて叫さけんだ。

「がんばって、パパぁ！」

「おい、しっかりしろよ、変態！」

　子どもたち（仮）の願いが届いたのか、床に這いつくばるだけだったジルの左目が、ぎらりと見開かれた。

「に、ニーナ……！」

「な、何よ、口答えする気!?」

　貫つらぬくような眼光に、さすがのニーナもたじろいだようだ。これは形勢逆転のチャンスか……!?　カイは手に汗を握にぎり、叫んだ。

「いいぞ、ジル！　反はん撃げきだ！　今こそニーナに反旗を翻ひるがえすんだ！」

　後頭部を踏ふみにじられながら、ジルはぎりりと奥歯を鳴らし──！

「……あ……仰あお向むけになっても良いか……？」

「目め一いつ杯ぱいエンジョイしてんじゃねぇよ！」

「すまん、カイ！　だが俺は一生に一度でいいから、スカートの中身を拝みながら顔面を踏みにじられるという、究極のご褒ほう美びを体験してみたいのだ……！」

「駄だ目めだこいつ早くなんとかしないと！　リン、クロト、見ちゃいけません！」

　カイは反射的に弟妹きようだい（仮）の目を覆おおった。

　ニーナはふんと鼻で笑って、ジルを踏みにじる足に、いっそう体重を掛かける。

「就職もできないゴミが仰向けになりたいだなんて、お笑いだわ！　腐くされゴキブリは腐れゴキブリらしく、一生床でも舐なめてなさい！」

　ズッダダズッダ！　ズッダダズッダ！　ついにニーナの足が、ジルの頭の上で怒ど濤とうのエイトビートを刻み始めた。このままでは、離り婚こんに向かってまっしぐらだ……！　カイは足元がぐらりと揺ゆらぐような錯さつ覚かくを覚えた。この障害も不合格か……!?　いや、まだ終わらない……終わらせてたまるものか！

　カイは床に膝ひざを付くと、ジルの耳元で叫んだ。

「ジル、こうなったら、全力で妻の機き嫌げんを取れ！　夫婦円満の秘ひ訣けつ──そう、愛の言葉を伝えるんだ！　叫べ、『愛している』と！」

「愛している、だと……？　くっ……漢おとこたるもの、そんな歯の浮うく台詞をおめおめと吐はけるか……ッ！」

「お前遊び人のくせに時おり見せるその高潔さはなんなの!?　もういいから、とにかく口説け！　妻の機嫌を取り、そして籠ろう絡らくするんだ！」

「ぐぅっ……！」

　ニーナは勝かち誇ほこったように腕うでを組む。

「ふん、罵ののしる価値すらない男ね。これだけいいように罵ば倒とうされて悔しくないの、ええ？」

　ニーナの地じ団だん駄だが、一層激しさを増す……！

「女に踏まれて喜んでいるようなドＭには、もうほとほと愛想が尽つきるわ！」

「ジル！　このままじゃ破局だぞ！」

「パパァ、お願い！」

　リンがジルに縋すがり付き──そして、ジルのことを頑かたくなに父と認めなかったクロトまでもが、ついに口を開く──！

「……がん、ばれよ……っ！　がんばってくれよっ……父さん──ッ！」

　その瞬しゆん間かん──！　瀕ひん死しに見えたジルが、ダァンッ！　と拳こぶしを床に叩たたき付けた。

「勘かん違ちがいするな、ニーナ！　俺は……俺は──ッ」

　その口から、甘い愛の言葉が迸ほとばしる！

「俺は、お前以外に踏まれて喜ぶ趣しゆ味みはないッ!!」

　ニーナはこくりとひとつ頷うなずき、

「離婚よ」

「納得の結末ぅぅぅぅぅッ！　い、いや、頼たのむニーナ！　気持ちは分かるが、もう一度チャンスをくれ！　思い直せ、なっ！」

「残念だわ。あなたが二年前、面接試験に落ちた帰りにたまたま飛び降り自殺をはかった大手商会の社長の娘むすめである私を抱だきとめて、一年後に偶ぐう然ぜん再会して一族郎ろう党とうを巻き込む大だい恋れん愛あいの末に結けつ婚こんしてからの縁えんだったけれど、これで終わりね」

「奇き跡せきが起こっていた！　ちゃんと奇跡が受け継つがれていた！」

「家も貯金も、根こそぎ没ぼつ収しゆうさせてもらうわ」

「血も涙なみだもねぇな！」

「私を助すけっ人とに選ばないからこういうことになるのよ、ポチ」

「あ、根に持ってたんだ!?　あっさり引き下がったと思ったら根に持ってたんだ!?」

　途と方ほうに暮れる四人に、ニーナは無む慈じ悲ひに外を示した。

「さあ、お行きなさい。次の障害が待っているわ。赤い看板に従って進むのよ」

　第二の障害も越こえられなかった……。ということは、きっと次はもっとえげつない障害が待ち受けているのだろう。四人はとぼとぼと外へ出た。

「ううむ。俺なりに、偽いつわらざる最上の愛の言葉を贈おくったつもりなのだが……乙女おとめ心ごころは複雑怪かい奇きだな！」

「お前がどこまで本気かは分からないけど、これを機に、ちょっと自分の生き方を見み詰つめ直した方がいいと思う……」

　カイは隣のクロトに目を遣やった。随ずい分ぶんやつれている。

「クロト、大だい丈じよう夫ぶか」

「わ……分かんない……」

　自分が大丈夫かどうか分からないというよりは、自分が置かれている状況が理解できないのだろう。こんなやつれ切った姿は初めて見る。優ゆう秀しゆうな勇者ではあるが、イレギュラーな環かん境きようには弱いらしい。

　悄しよう然ぜんと歩くクロトの背中に、リンが優やさしく手を添そえた。

「クロトちゃん、元気を出して！　みんなが居るから平気だよ。どんなに辛つらいことがあっても、一人じゃない。明けない夜はないんだから！」

　クロトを懸けん命めいに励はげますリンの健けな気げな姿に、カイは不覚にも涙を誘さそわれた。そうだ、どんなに絶望的な状況にあっても、リンの瞳ひとみはいつだって希望を見み出いだしてきた。思えば俺も、リンの明るさに何度救われてきたことか……！

　リンは「それにね……」と微笑ほほえむと、バチムッ☆　と片目をつむった。

「いざとなれば、みんなで心中しちゃえばいいよっ！　困ったときの一家心中っ☆」

「最高の笑顔でなんてこと言うんだよ、お前は!?」

「いのちだいじに！」

「なんで今その命令!?　説得力ねぇよ！」

　クロトは目に見えて消しよう沈ちんしている。

「……こんなんで……優勝、できるのかな……」

　弟（仮）の頼たよりなげな様子に、カイは胸が詰つまった。くそ、一家心中なんてさせてたまるか！　次の障害こそ乗り越えてみせる……！

　カイは己おのれに活かつを入れながら、血のように赤い看板を辿たどった。







　数分後、四人は薄うす暗ぐらい部屋で身を寄せ合っていた。

「おらぁぁぁ！　借金返さんかい、ワレェ！」

「中に居るのは分かっとんじゃぁ！　出て来んかい、こるぁ！」

　外からは罵ば声せいと怒ど号ごうがひっきりなしに押し寄せてくる。

「……落ちるところまで落ちたってかんじだな」

　そこは廃はい屋おくのようだった。窓にガラスはなく、代わりに木の板が打ち付けられ、木造の壁かべは隙すき間まだらけ。家具らしい家具もなく、部屋の隅すみには蜘く蛛もの巣が張っている。

「なるほど、一度人生の障害につまずくと、こうして順調に転落していくんだな。勉強になったぜ。障害物競走、なかなか奥が深いな……」

　それにしても、第一障害の面接官やこの借金取りたちは、一体何者なのだろう。もしかすると町民たちがみな何かしらの障害物として動員されているのかもしれない。それにしたって迫はく真しんの演技だ。

「パパぁ、怖こわいよぅ」

　外からの怒声に身を竦すくめる娘（仮）を見て、父（恥）がクッと切なげに眉まゆを寄せる。

「すまん、お前たち……！　たとえ俺がどうなろうと、お前たちだけは、きっと守ってみせるからな……！」

「ほんと……？」

「ああ、もちろんだとも。大切な家族ではないか！」

「家族……」

　クロトの呟つぶやきを遮さえぎったのは、思いがけない声だった。

「ええ、そうよ。どんなに遠く離はなれていても、私たちはひとつの家族」

「この声は……!?」

　カイが振ふり返ると──そこには果たして、別れたはずのニーナの姿があった。

　ジルが目をみはる。

「お、おまえ……どうしてここに……！」

「戻もどってきたの……戻ってきたのよ」

　ニーナは菫すみれ色いろの瞳を潤うるませ、涙に掠かすれた声で叫んだ。

「だって、こんなに可愛かわいい子どもたちのこと、捨てられるわけないじゃない！」

「ママぁ！」

「なんか茶番劇が始まった！　たぶん障害物競走に全然関係のない茶番劇が始まった！」

「気付いていたかしら？　私、離婚してからもずっと、天てん井じよう裏うらに潜ひそんでいたのよ！」

「なにそれ怖こえぇ！」

「たとえ姿はなくとも、私はあなたたちのことを常に見守っていたわ。おはようからおやすみまで──そう、食事や寝ねている間はもちろん、着き替がえやお風ふ呂ろもねぺろぺろぺろ！」

「ママ……！　ぐすっ、そんなに私たちのこと……！」

「なんかいい話みたいになってるけど、それ覗のぞきという名の立派な犯罪だからな!?」

「ああ、生まれついての令れい嬢じようで、蝶ちようよ花よと育てられ、親の道具、籠かごの鳥でしかなかったこの私が、富をなげうち、家を捨てて、今、この身体からだひとつで帰ってきたのよ……！」

「その設定いる!?　体育祭のいち種目に、その安いドラマみたいな令嬢設定いる!?」

「みんな……母さんのこと、許してね……」

　細い指で目じりを拭ぬぐうニーナを見上げて、クロトが口を開いた。

「……お母、さん……っ！」

「クロト、しっかりしろ！　本ッ当に雰ふん囲い気きに流されやすいな、お前は！」

「さあみんな、こっちへいらっしゃい！」

「ママぁ！」

「お母さぁん！」

「よし、本格的に家族ごっこをするなら、まずは呼び方を統一しようか！　リアリティがなくてモヤッとするから！　こういうの、俺は徹てつ底てい的にこだわりたいタイプだから！」

　ニーナの両りよう腕うでが、動物たちを慈いつくしみ庇ひ護ごする大樹のように、子どもたちへと伸のび──

「ああ、会いたかったわ、私の可愛い子どもたち……！」

　ふわり、と──弟妹きようだい（仮）を抱き締しめた。

「オイなんでポおチれだけハブにすんだよ!?　ポおチれも仲間に入れてやって！　そして優しく抱きしめてやって下さいお願いしますお母さん！」

「ポチ……」

　ニーナの聖母のごとき慈じ愛あいに満ちた瞳が、カイを捉とらえる。

　不覚にもどきりとしてしまったカイに、たおやかな手が差し伸べられ──

「お手……」

「やっぱり俺だけ犬なんじゃねぇか、ちくしょう！」

「ポチ、おかわり！」

「リンまで便乗してんじゃねぇよ！」

「ポチ、伏ふせだ！」

「なんかイラッと来るなぁ！　ジルに命令された時だけイラッと来るなぁ、不思議！」

「ポチ、ち、ち、ちんっ……！」

「クロトは無理して乗らなくていいから！　たかが犬の芸をそんな真っ赤な顔で言いよどまないで！　下ネタじゃないのに下ネタみたいな雰囲気になるから！　ポチが下ネタで滑すべったみたいな空気になるから！」

　疑ぎ似じ家族が勢ぞろいしたところで、カイは改めて頭を抱かかえた。

「くっそー、どうすりゃいいんだ……！」

　窓を封ふう鎖さする板の間から、外を窺うかがう。見える範はん囲いだけで、十人近い強こわ面もての男たちがうろついている。これでは外に出た途と端たんに袋ふくろ叩だたきだ。しかしタイムリミットは刻一刻と迫せまっている。どうにか障害物を乗り越えたらしい疲つかれ切った様子の学生たちが、ぽつぽつとゴールへと向かい始めているのだ。

「ふぉぉぉぉ！　みなさんいいですよその表情、セクシーです、人生に疲れた男の色気が滲にじみ出ています！　男の子のやつれた顔、最ッ高ぅぅ！　障害物競走、バンザァァイ！」

　何やら騒さわがしいと思ったら、アイリスが道みち端ばたから学生たちにセクハラまがいの声せい援えんを送っていた。相変わらず、あの人のツボが分からない。

「さあ、勝ち残り枠わくはあと五二組、残り時間はわずか十分ですよ！　みなさん、がんばって下さぁぁぁあい！」

「くそ、このままじゃタイムオーバーだ……！」

　呻うめくカイの背後で、ジルが「くっ」と目め頭がしらを押さえた。

「すまない、お前たち……。これもすべて、この父のふがいなさが招いた結果だ。申し訳ないやら恥はずかしいやらで、俺はいますぐ全ぜん裸らになりたい」

「待てジル、お前今なんつった？」

「俺はいますぐ全裸になりたい」

「それはあれか？　通報される覚かく悟ごがあっての発言か？」

「？　いや、通報には及およばんが？」

「何で不思議そうな顔をしてるんだよ。そして何でちょっと上から目線なんだよ。通報するかどうかは俺が決めるんだよ、腹立つなあ、もう」

　いきなり全裸になりたいなど、もはやただの変質者以外の何ものでもないじゃねぇか……と、しばしジルの台詞せりふを頭の中で反はん芻すうして──カイはハッと目を見開いた。

　窓の外を覗いて、アイリスの姿を確かく認にんする。そしてもう一度、ジルに視線を戻し──

「……どうした、カイ。よせ、そんな性的な目で、俺を見るな！」

「見てねぇよ！」というツッコミすらも投げ出して、カイはジルの胸むな倉ぐらに掴つかみかかった。

「ジル、外に出ろ！　そして脱ぬぐんだ！」

「はあああ!?　な、何考えてんだ、カイ・アンバー！」

「ど、どうしたの、カイ。いつもは全力でポロリを止めるのに、逆にポロれだなんて!?」

　クロトはもちろん、リンやニーナ、当のジルまでも、怪け訝げんそうな目でカイを見ている。

「……脱いでいいのか？　今日はちと、パンツを穿はき忘れたのかもしれんのだが……」

「何でだよ!?　日常生活で一体何が起こったら、パンツを穿き忘れられるんだよ!?」

「いや、穿いたような気もするな。こうなったら一か八か……」

「何でパンツを穿いたかどうかが一か八かなんだよ!?　お前一体どんな生活してんの!?」

「……本当に、脱いでいいのだな？」

　ジルの真しん摯しな眼まな差ざしに、カイは力強く頷うなずき返した。

「だ、誰だれも得はしないが……この際、正真正しよう銘めいの全裸でもいい！」

　ジルはふん、と面おも白しろそうに鼻を鳴らす。

「よかろう。さすがの俺も、全裸ポロリは初めてだ。言わば第二形態だな！」

「ジル、第二形態になれるの!?　カッコイイ！」

「正気かよ、カイ・アンバー!?　こいつが公衆の面前で脱いだところで、変態に拍はく車しやがかかるだけだぞ!?」

　混乱して噛かみついてくるクロトを、カイは「俺を信じろ！」と制した。

「いいか、ジル。外に飛び出すと同時に脱ぐんだ、そして今から教える呪じゆ文もんを全力で叫さけべ！」

「相分かった！」

　そして数分後──窓を塞ふさぐ板を割って、ジルの巨きよ躯くが青空の下もとへと飛び出した。

「なっ!?　窓から出て来たぞ……！」「てめぇ、こるぁ！　借金を返しやがれェェェ！」

　殺さつ到とうする借金取りを、作さ務む衣え姿のニートが迎むかえ撃うつ。

「さあ、極ごく悪あく非道の借金取りめ！　括かつ目もくせよ、この鍛きたえ上げたわがままボディをォっ！」

　雄お々おしい咆ほう哮こうと共に、ジルの脱ぎ芸が炸さく裂れつ！　作務衣が跡あと形かたもなく引き裂さかれるのを、カイは固かた唾ずを呑のんで見守った。良かった、パンツは穿いていた！　なんとか第一形態で収まった！　それにしてもあいつの身体は、本当にどんな構造をしているのだろうか！

　しかし敵もさるもの、唐とう突とつな脱ぎ芸に一いつ瞬しゆんたじろいだものの、すぐさま立て直す。

「ひ、怯ひるむな！　取り立てろっ！」

「借金を返せぇぇぇぇえ！」

「借金、だと……？　そんなものは──」

　深しん灰かい色しよくの隻せき眼がんが、借金取りたちを捉とらえる。そしてついにカイが伝授した、禁断の呪文が解放された！

「秘ひ儀ぎ・『身体で払はらいまぁぁぁぁあああああす!!!!』」

「え……え……？　えええええええええ……？」

　後ずさる借金取り。満足げな半はん裸らのジル。その場を支配する、水を打ったような沈ちん黙もく。

「か、カイ・アンバー……ここからどうするんだよ……」

　不安げに尋たずねるクロトに向かって、カイは「しっ！」と唇くちびるに指を当て──その時、「ふぉぉぉぉ！」という狂きよう乱らんの叫びが、膠こう着ちやくした空気を打ち破った。

　道の向こうからジル目がけて、風を巻き、光の速さで疾しつ走そうしてくる人物がある。

「ふぉぉぁああ！　合格！　合格ですよ！　いい流れですよ、鉄板のシチュエーションですよ！　借金のカタに身体を差し出すのですね!?　そして鬼き畜ちくの社長に、言われるがままに弄もてあそばれるんですね!?　合格ッ、実行委員長の権限によりこの障害、合格ぅぅぅ！」

　肉にく食しよく獣じゆうのごとく猛もう然ぜんとジルに食くらいつくアイリスの姿を認めて、カイはグッ！　と拳こぶしを握にぎった。よし、成功だ！

「第三の障害物、突破だ！　行くぞ！」

「ちょ、えっ、マジで!?　こんなんでいいのかよ!?」

「いいんだ、クロト！　来い！」

「頑がん張ばるのよ、私の可愛い子どもたち！」

「うん、ママ！」

「い、行ってきます、お母さん！」

　カイはニーナの声援を背に、リン、クロトを連れ廃はい屋おくを飛び出した。

「君、いい身体をしていますね！　でも学生ではないですねぇ、誰かの保護者さん？　……はっ！　君はもしかして、あのジルくんではないですか!?　こ、今回の体育祭では、あのキング・オブ・意地っ張りなカイくんを、どう料理してくれるつもりですか!?　ジルくんは筋金入りのドＭだそうですけど、下げ剋こく上じようというシチュエーションに興味は……！」

「ジル、行くぞ！　付いて来い！」

「あ、ああ。……カイ、ちょっと確認したいのだが、俺とお前は──」

「安心しろ、ただの腐くされ縁えんだ！」

「なるほどな！　ところで腐れ縁とは、腐った縁という解かい釈しやくで相そう違いないか？」

「あぁーっと、それも余計な誤解を招きそうだから、もう他人ってことでいいわ、うん！」

　ジルを回収してゴールへとひた走る中、クロトが頭を抱える。

「こ、こんなんアリかよ!?　めちゃくちゃだ！」

「アリなんだよ、クロト！」カイは力強く地を蹴けりながら答えた。

「冒ぼう険けん者しやたるもの、どんな状じよう況きよう下かにあっても、まずは適切な判断を求められる！　この競技、単に物理的な障害を乗り越こえる力じゃなく、閉へい塞そくした状況下での突破口を見み抜ぬく力や、発想の転てん換かんを求められていたんだろう！　どんなヒントも物にして、どん底から這はい上がる発想力──だとしたら、この一見破は天てん荒こうな打開策だって、実力の内だ！」

　ジルの肉体美とよく通る声、何より存在自体のインパクトが、蛾がを誘さそうかがり火のごとく、アイリスを引き寄せた。まさにジルだったからこそ成立した、起死回生の一手！　よく考えたらリンの言う通りだったな、助すけっ人とにジルを選んで良かった！

「よっしゃぁぁぁあああ！　あとは突つっ走るだけだぁぁぁぁあ！」

　とその時、カイの隣となりにへろへろと追い付いてきた、色いろ鮮あざやかな三人組があった。カイは頭の片かた隅すみで思い出していた。「そういえば、こんな奴やつらいたな……」と。

「よぉ、サンニンジャー。手しゆ裏り剣けんは役に立ったか？」

「うるさい黙だまれカス」

「ずいぶんキャラ変わったな!?　ニンジャっぽいしゃべり方はどこにいったんだ!?」

「うるさい黙れカス、ニンニン」

「しっかりしろよ！　何がニンニンだよ、お前らの語ご尾びは『ござる』だっただろ!?」

　赤ニンジャが頭ず巾きんの奥から、「くぅぅっ」と悔くやしげな呻きを漏もらす。

「あらゆる障害に備えていたのに、まさか人生の障害とは……想定外でござった……！」

「うん。すげーもったいぶって登場した割に、活かつ躍やくできなくて残念だったな」

「ふ……しかし安心するのはまだ早いでござるよ！　ここからが我らの真しん髄ずいっ……！」

「まだやろうってのか？　面白い、受けて立とうじゃねぇか……！」

　両者立ち止まり、睨にらみ合う。しかしカイは、背後から伸のびて来た小さな手に、乱暴に押し退のけられた。

「伝記士と女勇者と変態は引っ込んでろ！　邪じや魔ま者ものを片付けるのは、オレの仕事だ！」

「クロト……!?」

　クロトは殺気立っている。悔しさの滲む横顔からは、障害物で良いとこなしだったのを挽ばん回かいしようという気き概がいが、ありありと感じられた。

「くくっ。何と頼たのもしいこと。さすがは首席勇者様でござるなぁ……」

「うるせー。ニンジャ三人ごとき、オレの敵じゃねーよ」

　これ見よがしの嘲ちよう笑しようを振ふり払うように、クロトは腰こしの柄つかに手をかけ──！

「かかったな、クロト！　食らえ、分身の術！」

「なっ……!?」

　カイは我が目を疑った。どこからか木の葉が吹ふき荒あれたかと思うと、敵が六人に増えたのだ。六人のニンジャはクロトを取り囲み、一いつ斉せいに襲おそいかかった。いかにクロトが俊しゆん敏びんさに長たけているとはいえ、六方から囲まれたのではひとたまりもない。

「クロトちゃん！」

「チッ！」と舌を打つが早いか、クロトはすかさず飛び退しさり──しかし踏ふみ切ろうとした足の下に、バナナの皮が滑すべり込んだ。

「忍法、ドリフの術でござる！」

「なにそのちゃっちい忍術!?」

「う、わ……ッ……！」

　クロトの足がずるりと滑った。体勢を崩くずすクロトを、手裏剣の嵐あらしが襲う。

「クロト！」

「痛ッ……！」

　間かん一いつ髪ぱつで身をひねってかわしたようだが、その右みぎ頬ほおと左のふくらはぎが、すっぱりと切れていた。すぐさま立ち上がったものの、傷が深いのか、足を引きずっている。

　顔を歪ゆがめるクロトに、ニンジャたちの輪が回転しつつ迫せまった。

「クロト……！　くそっ！　ジル、足場を！」

「うむ！」

　ジルが膝ひざを突いて両手を組む。カイは助走をつけると、その足場を踏み台にして、跳ちよう躍やくした。敵中に躍おどり込むなり、クロトを背に庇かばう。

「大だい丈じよう夫ぶか、クロト！」

「よ、余計なことすんな、カイ・アンバー！」

「うるせぇ！　放ほっとくわけにいかねぇだろ！」

「クククク！　なんと美しき友情！　お涙なみだちょうだいでござるなあ！　よかろう、二人仲良く細切れになるがいいでござる！」

　六人のニンジャが輪を狭せばめてくる。カイはほぞを噛んだ。隙すきがまったく見当たらない。

「くっ、まるで本当に六人相手にしてるみたいだぜ！　一体どうなってやがる!?」

　と、輪の外から「ねえ、カイ！」と名前を呼ばれた。リンだ。

「リン、なんだよ!?　今は忙いそがしいから後にしてく──」

「分身っていうか、このニンジャさんたち、本当に六人いるよー？」

「!?」

　リンに指し摘てきされて、ニンジャたちの動きがぴたりと止まった。六人が六人とも目を逸そらす。その間に、カイは数えてみた。ひい、ふう、みい……。本当だ。別に錯さつ覚かくとかじゃなくて、きっちり六人いるな、うん……。

「って、反則じゃねぇか!?」

「え、ええと、これは……保護者でござる！」

「参加出来る保護者は一人だけだろ!?」

「じ、実はこれ、『ニンジャは分身するもの！』という概がい念ねんを逆手に取った、斬ざん新しんな忍法で……」

「なにが忍法だ、ただのインチキだろうが！」

「だって拙せつ者しやたちまだ修しゆ行ぎよう中の身でござるもん！　分身なんてできないでござるもん！」

「なにちょっと可愛かわいいカンジになってんだ、腹立つ！」

「くっ、こうなったら……忍法、雲くも隠がくれの術！」

「あっ、逃にがすか！」

　ニンジャたちはシュタタタタ！　と、風のように家々の間へと散って行く。カイは追おうとして、思いとどまった。怪け我がを負ったクロトから離はなれるわけにはいかない。

「ジル、追え！」

「むろん！　不ふ肖しようチチジル、生まれながらのストーカー気質を活いかして、地じ獄ごくの果てまで追い詰つめてやるぞ！」

「頼んだ！　あと間ま違ちがっても、第二形態にはなるなよ！」

　パンツ一枚のジルが、猟りよう犬けんのように住宅街へと放たれる。ニンジャの一人は案外近くに隠れていたのか、ほどなくして住宅街に響ひびき渡わたる、断末魔の悲鳴。

「ああああ、違うでござる、違うでござる！　実は拙者たち、金で雇やとわれてっ──ぎゃおおおおおおおおおん!?」

　身の毛もよだつような絶ぜつ叫きようを聞き流しながら、カイはクロトの傍かたわらにしゃがみ込んだ。リンも気き遣づかわしげにクロトを覗のぞき込む。

「大丈夫、クロトちゃん？」

「いってぇ……」

　クロトは顔を歪めながら、左ひだり脚あしを押さえている。その頬からは血が滲にじんでいた。

「カイ、早くゴールしよう！　クロトちゃんを救護所へ運ばなくちゃ！」

「ああ、そうだな！」

　カイは頷うなずいて、何のためらいもなくクロトの肩かたを押すと、その背と膝の裏に腕うでを差し込み、そのまま抱だき上げた。

「っ、きゃぁっ!?」

　クロトが自分の素すっとん狂きような悲鳴に驚おどろいたように、口を押さえる。

「か、か、カカカカイ・アンバーっ!?　お、おまっ、お前なにっ……!?」

「何って、脚、痛いだろ？　っつーかお前、すげぇ軽いな」

　クロトはあたふたと四し肢しをばたつかせ、頬をほてらせている。

「ば、ば、ばかばか、カイ・アンバーのばか！　降ろせよ、降ろせったらーっ！　信じっ、信じらんねっ……ばか、お、お前なんか、き、嫌きらい……だ、だだ大っ嫌いだ……！　もっ……ばかぁ！　降ろせーッ！」

「おい、暴れんなって！　なんだよ、男同士だろ？　変な奴だな」

「へ、変なのはおま……っ！　ちょ、近……～～っ！」

　間近に見下ろすと、クロトはついに耳まで赤くなってしまった。目まで潤うるんで、まるで瑞みず々みずしいりんごのようだ。

「いいから、今は俺に任せて、おとなしくしてろよ。な？　お前一人運ぶくらい、どうってことないって」

「よーし、カイ、クロトちゃん、ゴールしよう！」

「きゅぅぅっ」と小動物のような鳴き声を上げたきり押し黙ったクロトを抱いて、カイはリンと共に純白のゴールテープを切った。

「やった……！」

　眩まぶしい太陽を見上げて、カイは目をすがめた。長い長い旅だった。就職面接に夫ふう婦ふ喧げん嘩か、そして挫ざ折せつと貧ひん困こんからの脱だつ却きやく──人生の縮図とも言える、波は瀾らん万ばん丈じような体験だった。

　第二競技、障害物競走──これにてクリアだ！







「それじゃあカイ、クロトちゃんを救護所に連れて行ってあげてね！」

「おう。けっこう距きよ離りあるし、このまま行くぞ、クロト」

「こ、このままっ……!?　ちょっ、ふ、ふざけんな、オレは一人で歩ける！　降ろせ、降ろせ、ばかばかばか！　アホばーか！」

「相変わらず、罵ば倒とうの語ご彙いが貧弱だな……」

　クロトは固めた拳こぶしで、カイの肩といわず胸むな板いたといわず、ぽかぽかと殴なぐりつけてくる。

　業ごうを煮にやしたカイは、一いつ旦たんクロトを降ろすと、背中を向けてしゃがみ込んだ。

「あーもう！　なら、おんぶならいいだろ!?」

「お、お、おんぶもイヤだーっ！」

「ダダこねんなよ。本当は歩くのキツいんだろうが。ホラ」

「……っ」

　カイが粘ねばり強く手をひらひらさせて促うながすと、ややあって、小さな身体からだがためらいがちにもたれかかってきた。はずみをつけて立ち上がる。

「しっかし軽いなぁ。なんかこう、子どもを背負ってる気分だわ」

「だっ……！　誰だれが子どもだ、ばかにすんな！　ばかばか、あほ！　ばーかっ……！」

「カイ、クロトちゃんのことよろしくね！」

「ああ。次のスタート地点で集合な、リン」

「うん！　あっ、そうだ」

　リンが屈くつ託たくない笑えみを湛たたえながら、愛らしい桃もも色いろの布を差し出す。

「クロトちゃん、これ、良かったら使って？」

「……リン・アルクス……」

「…………」

　カイは我知らず、口の端はしに小さな笑みを浮うかべていた。普ふ段だんは元気だけが取り柄えのように見えるが……リンのこういう愛らしいハンカチを持ち歩いている女の子らしいところや、それをさりげなく差し出せる優やさしさは……けっこういいよな。

「あ、ありがと……」

　クロトはリンの手から、おずおずとハンカチを受け取る。

「またあとでねー！」

　リンの声を背に、カイはプログラムの地図を見ながら、救護所に向かって歩き出した。競技の喧けん騒そうが遠ざかり、急に静かになる──と、不意に耳元で、小さな声がした。

「……なぁ、ポチ」

「誰がポチだ、誰が」

「ポチは、さ。……弟とか、妹とか……いるのか……？」

　なんだそりゃ。カイは苦く笑しようする。まだ家族ごっこの余よ韻いんを引いているのだろうか。

「いや、いない。姉ちゃんだけだ。でも、弟か妹が欲ほしいと思ったことは、けっこうあるな」

『まあ、リンが妹みたいなもんだけど』という続きを、カイはなんとなく呑みこんだ。

「……あ、そ」

　自分から聞いといて『あ、そ』とは何だ、と多少憤ふん慨がいしたものの、口には出さないでおいた。肩に押し付けられたクロトの頬が、温かい。

「……クロトって、柔やわらかいなぁ……」

　それに軽いし、小さいし……なんか、女の子みたいだな……。カイは自分の背中が急に大きくなったような、不思議な心地ここちに包まれた。首筋に当たる吐と息いきが、くすぐったい。

「いや、こいつ男だからな、うん。男だから……」

「？　なんか言ったか？」

「いや、別に」

　カイは軽く頭かぶりを振ふって胸に湧わき上がりかけた邪じや念ねんを払はらうと、無心になって歩を進めた。







　公園の救護所では、薬くすり師し課程の学生たちが忙しそうに立ち働いていた。続出する怪我人の手当てに追われているらしいが、カイに背負われたクロトの姿に気付くなり、きゃあっと歓かん喜きとも悲鳴ともつかない歓かん声せいが沸いた。

「クロトくん、大丈夫!?」

　カイの背中から、「ああ」とそっけない声が答える。

　カイがクロトを降ろすと、女生徒たちが争うようにそのふくらはぎと頬ほおの傷を検分し、すぐさま薬の調合にかかった。さすがは学年一の人気者、待たい遇ぐうが違う。この分なら、次の競技までには復帰できそうだ。

　暇ひまを持て余したカイは、顔を洗うために井い戸どを探した。クロトの柔らかさがまだ背中に残っているせいか、どうも気分がふわふわしている。

　物置になっているテントの脇わきに水みず瓶がめを見つけて、カイは乱暴に顔を洗った。

　しかし、下げ剤ざいジュースから始まって、徒競走にしろさっきのサンニンジャーにしろ、妨ぼう害がいにしてもちょっと度が過ぎる。一度きちんと、クロトに問い質ただした方がいいのか……？

　カイがそんな思いを巡めぐらせつつ、顎あごからしたたる水を乱暴に拭ぬぐった時──癇かんに障さわる粘ねばっこい声が、耳に飛び込んできた。

「役立たずのニンジャどもめが。しくじりやがって」

「……？」

　カイは物置に身を寄せ、こっそりと声のする方を窺うかがった。物置の裏で、数人の学生が額を寄せ合っている。

「クロトの奴やつ、なかなかしぶといな。あんな傷だけじゃ、すぐに復帰するぜ」

「しかし、まさか第一競技で、引きずり込んだ奴らのほとんどが敗退させられるとは……。やっぱり勇者首席の実力は伊だ達てじゃないな……」

「ふふ、そのあたりは抜ぬかりないさ。既すでに次なる『刺し客かく』を用意してあるからね」

「……あいつ……？」

　カイは低く呻うめいた。輪の中で泰たい然ぜんと腕を組んでいるのは、あのいけ好かない金きん髪ぱつフリル男──二学年勇者課程首席の、ミハエルだった。

「金ならいくらでもばら撒まけばいい。一年生の分際でこの僕と張り合おうとするのがどれだけ愚おろかなことか、嫌いやというほど教え込んでやらなければね。……ま、この体育祭で二度と這はい上がれないまでに叩たたきのめしてやったら、少しは大人しくなるだろうさ」

「……！」

　その耳障りな声を聞くうちに、カイの中ですべてが氷解した。

「くそ、そういうわけか……」

　ミハエルは、自分と並ぶ実力を持つ一学年首席のクロトを目の仇かたきにして、つけ狙ねらっていたのだ──この体育祭に乗じて、再起不能になるまで叩き潰つぶすつもりで。なんという姑こ息そくな奴らだ……！

　カイは込こみ上げる怒いかりを、すんでのところで呑のみ込んだ。落ち着け、俺……今飛び出したところで、白を切られるだけだ……！

　しかしミハエルの甲かん高だかい声が、カイの憤ふん怒ぬを煽あおり立てる。

「それに、こちらはあいつの秘密も握にぎっているのだからね。いよいよ抜き差しならなくなれば、全校生徒の前で例の秘密を暴あばいてしまえば、あっさり退学になるさ！」

「クロトの秘密……？」

　それも、退学になるような……？　カイは眉み間けんにしわを寄せたが、続くミハエルの台詞せりふに息を呑んだ。

「しっかし、それにしても、カイ・アンバーに背負われてたときの、あいつの顔。見たかい？　傑けつ作さくだったね！　あれでは自分から秘密を暴ばく露ろしているようなものじゃないか！」

　取り巻きたちから、下げ卑びた嘲ちよう笑しようが湧く。

　まさかここで自分の名前が出て来るとは思わなかった。クロトを背負っていたカイは、彼が自分の背中でどんな表情をしていたのかなど、知る由よしもない。だが──

　カイは拳を握りしめた。背中には、まだクロトの温ぬくもりが残っている。

　次の瞬しゆん間かん、カイは物もの陰かげから出るが早いか、足早にミハエルへと詰つめ寄っていた。

「おい、お前ら！」

「！」

　カイの殺気を受けて、取り巻きたちが身構える。その後ろで、ミハエルがわざとらしく肩かたをすくめた。

「おやおや、カイ・アンバーじゃないか？　どうしたんだい、こんな所で？　いよいよ僕の服がうらやましくて、いてもたってもいられなくなったのかい？」

「お前ら、今の話は何だ！　それに、クロトの秘密って……」

「一体何の話だい？　言いがかりも大たい概がいにしてもらいたいものだねぇ」

「しらばっくれるな、全部聞いたんだよ！　クロトの仲間に下剤を盛ったのも、競技でクロトを狙ったのも、みんなてめぇの差し金だろうが！」

「だいぶ頭に血が昇のぼっているようだけれどねぇ、僕がやったという証しよう拠こはあるのかな？」

「……っ」

　思わず返事に詰まったカイに、これみよがしの嘲笑が湧く。

「証拠もなしにこの僕を犯人呼ばわりしたのかい？　これだから落ちこぼれは困る！」

「なんだと!?」

「おや、落ちこぼれ扱あつかいが気に食わないかな？　しかし僕は事実を言ったまでだ。悔くやしかったら、実力で取り下げさせてみたまえ。……そうだな、もしも君がこの体育祭で優勝できたら、今の発言を詫わびてやろうではないか」

　ミハエルは口を歪ゆがめる。

「まぁ落ちこぼれの伝記士風ふ情ぜいに、優勝などできるはずはないだろうがねぇ！」

「……！」

　二対ついの双そう眸ぼうが交こう錯さくする。刃やいばのごとく目を細めて、カイは歯の間から唸うなり声ごえを押し出した。

「分かった。この体育祭、絶対に優勝して、お前の鼻をへし折ってやるからな……！」

「その暑苦しい気合が空回りして無様な姿を晒さらさないよう、せいぜい気を付けたまえ」

　あからさまな嘲笑を振り切るように、カイは背を向けた。溶よう岩がんのような怒りが、胃の底からふつふつと煮えたぎってくる。

「くそっ……こうなったら何としてでも優勝して、奴らの鼻を明かしてやる！　落ちこぼれとやらの底力、思い知らせてやるぜ！　覚かく悟ごしてろよ、ミハエル──！」



    

  
    
      　第四章　今なら言える。パンはパンでも食べられない

　　　　　パンなんか、そもそもパンじゃないって。






　障害物競走は全体的に難易度が高かったらしく、想定以上のチームが脱だつ落らくしたらしい。残ったチームは予定より大おお幅はばに減り、八二組になっていた。

　上級生からは、「なんなんだよ、今年の体育祭は……」「化け物みたいな一年生はいるし、競技内容もめちゃくちゃだし……もうヤダ、辞退したい……」という、弱気な嘆なげきも聞こえてくる。

　残る種目はあと三つ。学生たちは次なるパン食い競走のステージ、商店街の入り口に集まっていた。競技開始の十一時までは、まだ十五分ほどある。

「クロちゃん、大した怪け我がじゃなくて良かったわね。傷きず跡あとも残らなくて、何よりだわ」

　ニーナが胸むねを撫なで下ろしている通り、クロトの傷は、薬くすり師したちの献けん身しん的な介かい護ごが功を奏したようで、すっかり完治していた。

　しかしこれでクロトを狙った卑ひ怯きような輩やからの罪が消えるわけではない。

「まあ心配しなくても、落ちこぼれ二人がしっかり足を引っ張ってくれているんだ。ここで敗退するに違ちがいないさ」

　聞こえよがしに仲間たちと談だん笑しようしているミハエルの横顔を睨にらみ付けながら、カイはチーム『ああああ』の仲間たちに吠ほえた。

「いいか、お前ら！　絶対に絶対に、絶ッッッ対に、優勝するぞ！」

「ひゃっほう！　そうこなくっちゃ！」

「い、いきなりどうしたんだよ、カイ・アンバー……」

　カイのボルテージは、いまや完全に上限値を振り切っていた。あの気き障ざな成金め、今にほえ面づらかかせてやる……！　いや、それだけではない。あの卑怯なミハエルが差し向ける刺客の手から、クロトを守り切ってやらなくては！

「クロト！」

「うぇい!?」

　カイはクロトの両りよう肩かたをしっかと掴つかんだ。カイの射殺すような眼力に気け圧おされたのか、クロトは目を白黒させている。

「お前、ミハエルって奴を知ってるか？」

「え？　たしか二学年の首席勇者だろ？　それが何か……」

「そいつが、どうも刺客を放って、お前をぶっ潰そうとしてるらしいんだ」

「！」クロトはわずかに目を見開いたが、小さく俯うつむくと吐はき捨てた。

「だから言ったろ。オレには敵が多いって。そんなん、いちいち気にしてらんねーよ」

　前まえ髪がみからかすかに覗のぞくクロトの顔は、悲しげに、あるいは悔しげに歪んでいる。その表情を前にして、カイはふと首を傾かしげた。……そういえば、こいつの秘密って何なんだ？

「何見てんだよ？」

「い、いや、なんでもない」

　クロトに睨まれて、カイは頭を掻かきつつ、手元のプリントに目を落とした。

「しかし、これ……プログラムによると、『パンクエ』競走なんだよな。『パン食い』の誤植か？　しかも、手に入れたパンを死守しながらゴールしろとか書いてあるし……また一ひと癖くせありそうだな」

　難しい顔で考え込むカイをよそに、リンはすっかり有う頂ちよう天てんだ。

「パン食べ競走ひゃっほぉぉぉおおう！　私はこの競技のために参加したといっても過言ではないよーっ！」

「リン・アルクス、お前はほんっとお気楽だな！」

「うふふ、どんなパンがあるのかなぁ、楽しみだね！　クロトちゃんは何パンが好き？」

「ふん、別になんでもいい。……けど……メロンパン、かな……」

「そっか！　私は揚あげパンがあったら嬉うれしいなー！　カイは？」

「俺？　しいてあげるなら三色パンだな。でもアレたまに裏切ってくるんだよなぁ。あんこ、クリームと来て、最後にいよいよチョコかと思いきや、いちごジャムだったり……そう、期待と失望にめまぐるしく翻ほん弄ろうされ、思えば俺の人生も三色パンのようなもの──」

「クロトちゃん、カリカリのメロンパンとふわふわのメロンパン、どっちが好き!?」

「断然カリカリだなっ！」

「ねえ聞いてー。二人とも、俺の三色パンと人生の話聞いてー」

　と、盛り上がる三人の許もとに、唐とう突とつに低い声が割って入った。

「はん、パンの種類をえり好みするなど……お前らのような軟なん弱じやく者ものが、苛か烈れつ極きわまるパン食い競走に、よくもぬけぬけと出場できたものだ……」

　嫌な予感を覚えながら振ふり返ると、そこには果たして、不敵な笑えみを浮うかべる三人組が立っていた。それぞれ弓矢を背負い、杖つえを持ち、犬耳カチューシャを装着しているところを見ると、弓使い、黒くろ魔ま術じゆつ師し、獣けもの使いのようだ。おまけに獣使いは、虎とらかと見み紛まごうほどに巨きよ大だいな犬を従えている。

「誰だれだ、お前ら？」

「よくぞ聞いてくれたな！　我らパンが大好き、酵こう母ぼ菌きん三人衆！」

「もっとマシなチーム名はなかったのかと小一時間問い詰めたい！」

「わあ、よく分かんないけどサインください！」

「リン、興味のないものに食い付くのやめような」

「先ほどの障害物競走での活かつ躍やく、見せてもらった！　敵ながら見事……だが我らは手ごわいぞ！　サンニンジャーなど足元にも及およばん！　パンッパンパン、パンッパンパン！」

「パンッパンパンって、それもしかして笑い声なの!?　ちょっと無理がありすぎだろ！」

　これがミハエルの放った、次なる刺し客かくか！　……でもなんつーか、また弱そうなの出て来ちゃったなぁ……。

　カイは、取り巻きに囲まれたミハエルをちらりと見み遣やった。あいつ、なんか自信ありげにこちらをチラ見してはほくそ笑んでるけど……服のセンスばかりか、人を見る目もないなんて……ちょっと可哀かわいそうになるレベルだ。

　酵母菌ズは「パンッパンパン」と律りち儀ぎに笑い続けている。

「この競技、すべてのパンは我らのもの！　どんな高所に吊つるされているパンであろうとも、確実に射落とし、こんがりと温めなおし、奪うばい尽つくしてくれるわ！」

「いや奪い尽くしたら駄だ目めだろ。普ふ通つうひとりひとつだろ、そこは」

「パンッパンパン。パンがひとりひとつだなんて、一体誰が決めた？」

「……なに言っちゃってるのこの人たち……」とカイが酵母菌三人衆に憐れみの目を向けていると、クロトがカイの袖そでを勢いよく引っ張った。

「カイ・アンバー、ルール説明をよく読めよ！　手に入れたパンを死守しながらゴールしろってことは……パンを持ってなきゃ、ゴールできないってことだぜ！」

「はっ！　そ、そうか！　つまりパンを食うのではなくて、いち早くパンを手に入れた者が、この勝負を制する……!?」

「パンッパンパン、その通り！　すべてのパンを我らが手中に収め、貴様らなどゴールできないようにしてくれるわ！　我らがパンに注ぐ愛の深さ、思い知るがいい……楽しいパン祭りの始まりだ！」

　この競技、パンへの情熱が勝敗を決するといっても過言ではない……！　カイたちと酵母菌三人衆の視線が火花を散らした。

　空気すら軋きしむほどの緊きん張ちようを、アイリスの事前説明が打ち破る。

「えー、第三競技はパンクエ競走です！　勝ち抜ぬきは五〇組、時間は十一時半まで！　この競技の目的は……自分で考えてみてね！」

「なんでだよ!?　そこクイズにする必要あんの!?」

「もう先生、説明とかめんどくさくなっちゃった☆」

「また教育者にあるまじき本音がポロリ！」

　アイリスの嬉き々きとした声が「それでは、よぉーい！」とカイのツッコミを遮さえぎった。

　そして蒼そう穹きゆうに響ひびき渡わたる破は裂れつ音を合図に、二四六名の学生が一いつ斉せいに地を蹴ける。

「チーム『ああああ』、がんばるのよー！」

　ひときわ響くニーナの声せい援えんを背に、駆かけ出す。弓使いたちは、パンが視界に入ると同時に射落とすつもりか、既に矢を番つがえている。

　先頭付近についたカイが、酵母菌三人衆を牽けん制せいしながら角を曲がると──ゴールテープが待ち受けていた。

「っ!?　待て！」

　異常に気付いた八二組が、そろって立ち止まる。

「もうゴールだと……!?」

「お、おかしいぞ……パンは……？」

　押し合いへし合いしつつスタート地点まで戻もどってみるが、やはりパンは見当たらない。

「どういうことだ……!?」

『手に入れたパンを死守して──』カイは脳内でプログラムの文言をなぞり、呻うめいた。

「まさか、このパン食い競走……自力でパンを手に入れろってことか……!?」

　そんなパン食い競走ありかよ!?　もどかしく地図を広げる。街にあるパン屋は、全部で八軒……！

「ここから一番近い店に向かうぞ！　リン、クロト、付いて来い！」

「えっ、えっ!?」

「わーい！　メロンパンがおいしいお店に案内してね！」

「知るか！」

　学生の群れが、いくつかの集団に分かれて町中へと散る。地図を持ったカイが先導し、酵母菌ズを含ふくめた数十名も続いた。たどり着いた店の名は、『ふらい☆パン』店──

「これ、パンはパンでも食べられないパンを売ってる店とかいうオチじゃねぇよな？」

　カイの胸に一いち抹まつの不安がよぎったが、その時には既にリンが先せん陣じんを切って店内に飛び込んでいる。

「すみませーん！　メロンパンひとつくださーい！」

　しかし、奥から出て来たがたいの良い店主は、学生たちを睨みつけるなり一いつ喝かつした。

「ここにパンはねぇよ！　出て行ってくんな！」

「え？　でも、ここはパン屋さんだよね？」

「とにかく、パンは置いてねぇんだ！　他ほかを当たりな！」

　確かに棚たなにも厨ちゆう房ぼうにも、パンらしきものは見当たらない。まさか定休日か？　それとも店主の様子からすると、何か事情があるのか……どちらにしろ、外れを引いたようだ。別の店を当たらなくては。



    

  
    
      　焦あせるカイに、酵母菌三人衆が指を突つき付けた。

「くっ、勝負はいったんお預けだ！　町中のパンを奪い尽くしてから、ゆっくりと可愛かわいがってくれるさ！」

「お前らどんだけパンに情熱かけてんだよ」

「さらばだ！　パンッパンパんごフォッ！」

「ああ、ほら、無理な笑い方するから……」

　店を飛び出していく学生たちに続こうと、カイは踵きびすを返した。

「リン、クロト、次のパン屋に行くぞ！」

　しかしリンは椅い子すに腰こしかけてうなだれている店主の肩かたを、一生懸けん命めいに揺ゆさぶっている。

「ねえ、おじさん、何かあったの？」

「リン、早く来い！」

「だって、このおじさん、とっても悲しそうな顔してるよ。放ほうっておけないよ！」

「いいから来い！　今の俺たちには関係ないことだ！　第一、たとえその人が深い悩なやみを抱かかえていたとしても、通りすがりの学生なんかに打ち明けるわけが──」

「実は半年前、うちのドラ息子むすこと喧けん嘩かしちまってな……」

「本格的な悩み相談が始まった！」

「立派な腕うでを持ってたんだが、あいつめ、自分の才能にのぼせ上がったのか、究極のパンに挑いどみたいとか言い出しやがった。お前にはまだ早いって諭さとしたら、口論の末に、家を飛び出して……。今じゃすっかり酒さけ浸びたりだって噂うわさだ。ガキの頃ころぁ、父ちゃんの店を継つぐんだって、張り切ってたのによぉ……うっ、うっ……」

「おじさん、安心して！　ドラ息子さんはこの私が、必ず連れ戻してみせます！」

「リン・アルクス、お前馬ば鹿かか!?　そんな暇ひまあるわけ……！」

　さすがにクロトが焦じれたように横よこ槍やりを入れたが──

　店主はしわ深い目に涙なみだを溜ためて、「おお……！」と、リンの小さな手を握にぎった。

「息子を……息子を、頼たのみます……！」

「任せてください！　行ってきます！」

「リン!?　おい待てっ……！」

　カイはリンの後を追って店を飛び出した。クロトも戸と惑まどいながら追ってくる。

「おい、嘘うそだろ、リン・アルクス！　競技の最中なんだぜ!?　寄り道してる暇なんかねーだろうがっ！」

「だって、あのおじさん、すごく悲しそうだった！　たとえ急いでいても、困っている人を放っておくなんて、できないよ！」

「だ、だからって……優勝する気ねーのかよ!?」

　足を止めて喚わめき散らすクロトの横で、カイはグッと唇くちびるを噛かんで時計台を仰あおいだ。残り時間は二十五分。確かにクロトの言うことももっともだ。だが、何かが引っ掛かかる……！　『パンクエ』という誤植、自分でパンを手に入れるという無茶な流れ、そしてパン屋にパンがないという不自然なこの状じよう況きよう、悩みを抱えたパン屋……この競技、一体どんな要素を求められて──……ん？

　その時カイの胸に、ある予感が過よぎった。

「……クロト、すまん！　今はリンの言う通りにしてくれ！」

「はああっ!?」

「言いたいことは分かる！　だが、もうちょっと付き合ってやってくれ！」

「お、お前まで何言って……待て、カイ・アンバー！　くそっ……！」

　走り出したカイは、クロトが追ってきたのを確かめ、リンの背中に視線を戻す。傍はた目めには確かに不可解に映るリンの言動だが……カイの中に、微かすかな希望が生まれつつあった。

　確証はない、リンが自分と同じ可能性にたどり着いたのかも分からない。だが、もしも俺と同じことを考えているのだとしたら──！

　リンは風のように酒場へとひた走る。目的の店に着くなり、叩たたき付けるようにドアを開けた。

「すみません！　ドラ息子ちゃんいますか！」

「それ息子さんの名前じゃねえからな!?　そんな呼びかけで返事できるわけ──」

「は、はい、僕がドラ・ムスコですが……」

「まさかの名前だった！」

　酒場の隅すみで立ち上がった気の弱そうな青年に、リンは足早に詰つめ寄った。

「あなたのお父さんに頼まれて来ました！　お父さんは、君の帰りを待っているよ！　お願いだから、お店に戻ってあげて！」

「……でも、僕は……っ」

　俯うつむいた青年の頬ほおに、リンの平手打ちがペチムッ☆　と炸さく裂れつした。

「ドラちゃんのバカーッ！」

「キレる沸ふつ点てん低ぅッ！　り、リン、せめてもうちょいこの人の言い分を聞いてから……」

「ドラちゃんのバカバカバカ！　いくじなし！　おたんこなすのどてカボチャ！　このうじ虫っ！　すっとこどっこいしょぉぉぉぉっ！」

「言い過ぎィィィ！　初対面の人に面と向かって悪口言い過ぎィィィ！」

「お父さんだけじゃないよ、みんなが待ってるんだよ、ドラちゃんのパンを！　いいじゃない、素す直なおに謝れば、きっとお父さんは許してくれるよ！　たとえドラちゃんが、ちょっとばかり要領が悪くて、魚ぎよ介かい類るいが苦手で、少し変わった性せい癖へきを持っていたとしても！」

「お前がこの人の何を知ってんだ!?」

「おうちに帰ろう、ドラちゃん。そしてパンを焼こうよ！」

　カイは頭を抱えた。こんな薄うすっぺらい説得に、誰だれが乗るものか！　乗ってくれるとしたら、それはよっぽどのお人よしだ！

　しかしドラ青年は頬を押さえると、わななく声を絞しぼり出した。

「こんなに本気になって怒おこってくれる人なんて、今までいなかった……ありがとう……。僕……僕、店に戻ります！」

「くっそぉぉ！　よっぽどのお人よしだったぁぁ！　なんだこの超ちよう展開！　クロト、大だい丈じよう夫ぶか、付いて来てるか！」

「わ、分かんない……」

「だよな!?　よーし心配すんな、涙ぐむな、お前はいたって正常だ！」

　しかし、この青年がパン屋に帰ってくれるというなら幸いだ。

「とりあえずこれでパンは焼いてもらえそうだな！　よくやった、リン！」

「うん！　さあ、帰ろう！　『ふらい☆パン』店へ！」

　しかし三人に続いて店外に出るなり、青年が怖おぞ気けづいたように立ち止まる。

「どうしたの、ドラちゃん？」

「……実は、家を出るときに、親父おやじの大事な延べ棒を盗ぬすんじまって……」

　カイは眉まゆをひそめた。

「延べ棒って、あの、パンの種を延ばす棒のことか？」

「ええ。あの延べ棒は親父の大事な商売道具で、あれがないと、パンが作れないんです」

「そうなのか……！」

「しかもそれを、借金のカタとして取り上げられちまってて……」

「え、なんで!?　延べ棒って借金のカタになるの!?　そんなに価値のあるもんなの!?　それ商売道具じゃなくて、もしかして金ぴかな方の延べ棒なんじゃね!?」

「それは大変だね！　カイ、クロトちゃん！　延べ棒を取り返してあげよう！」

「なんでだよ!?　さすがにそこまでしてる暇はねぇよ!?」

「でも延べ棒があれば、ドラちゃんはお父さんと仲直りできる……二人の力を併あわせて、きっとおいしいパンを作れるはずだよ！」

「もう他の店を探した方が早はえーんじゃねーかな!?」

　クロトがもっともな意見を挟はさむが、リンは聞く耳を持たない。

「ドラちゃん、延べ棒はどこにあるの!?」

「たぶん、奴やつらの……『ブラッドレイク』のアジトに……！」

　青年の顔は青ざめ、引きつっている。どうやら厄やつ介かいな組織を相手にしているらしい。ブラッドレイク……血の湖、か。カイはごくりと喉のどを鳴らした。

「相当ヤバそうだな……そいつらのアジトの場所はわかるか？」

　口に出すのもはばかられるのか、青年は今にも泣き出しそうな面おも持もちで頷うなずいた。

「く……『くまさん公園』です……！」

「まさかの公園!?　暗黒街とか倉庫とかじゃねぇんだ!?　くまさん公園でたむろしちゃってるんだ、血の湖!?」

「行こう、カイ、クロトちゃん！　ドラちゃんは、『ふらい☆パン』店の裏で待ってて！」

「待てよ、リン・アルクス！」

　酒場を出たところで、そんな叫さけびが上がる。振ふり向くと、クロトが身体からだの両側でぎゅっと拳こぶしを握り、肩を震ふるわせて立ち止まっていた。

「お前っ……お前、いい加減にしろよ！　さっきから訳の分かんねーことばっかり言って……勝つ気ねーのかよ!?」

「あるよ！」

「だったら真ま面じ目めにやれよ!?　勇者のくせにっ……そんなだから、みんなにバカにされるんだろ!?　オレは優勝したいんだよ……優勝しなきゃなんねーんだよ、どうしてもっ！　なのに、ふざけてばっかりでっ……もう、もう付き合ってらんねーよぉッ！」

　積もりに積もった怒いかりが、炎ほのおのように迸ほとばしる。こいつ、そんなに優勝したかったのか……思いがけないクロトの叫びに怯ひるむカイの隣となりで、リンが口を開いた。

「ごめんね、クロトちゃん」

　リンは澄すんだ翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみで、クロトを射い貫ぬく。

「でも、どうしても放っておけないんだ！　大丈夫、必ずおいしいメロンパンを手に入れてみせるよっ！　なにせ私は、勇者王になる人間なんだからね！」

「……っ」

　カイはほんの少し感かん銘めいを受けていた。困っている人間を見過ごせずに突っ走ってしまうのは、いかにもリンらしい。こいつのすごいところは、自分を信じて、最後まで貫つらぬき通せることだろう。再び走り出したリンを視界の端はしに捉とらえながら、クロトの背に手を添そえる。

「すまんクロト、もう少しだけ、リンに付き合ってやってくれ。これは俺の勘かんでしかないんだが……もしかしたらあいつ、何か打開策を考えてるかもしれないんだ。頼む」

「……っ」

　クロトは悔くやしさをかみ殺すように歯を食いしばり、走り出す。すまん、クロト……！

　カイも続きながら周囲に目を遣やると、どうやら他ほかの学生たちもパン入手に難なん儀ぎしているようだ。他のパン屋も閉まっていたのだろうか。やはり、睨にらんだとおりか──ならば、まだ時間はある……！　頼む、リンのためにも、クロトのためにも……当たっていてくれ！

「しかし公園っつったけど、そんなヤバそうな奴らが公園なんぞに居るわけ……」

　そうぼやきつつ角を曲がったカイたちの目に飛び込んできたのは──公園でたむろする、黒服に身を包んだ強こわ面もてのお兄さんたちだった。

「うわあ、怖こわいお兄さんたちがバネ馬に乗ったり砂遊びしたりしてるー！　ブラッドレイク、まさかの青空集会！　何が血の湖だよ、ただのほのぼのレイクじゃねぇか！」

「すいませーん、ほのぼのレイクさーん！」

「リンやめろぉぉぉぉ！　今のは口を滑すべらせた俺が悪かった！　す巻きにされて血の湖に沈しずめられたくなかったら今すぐ撤てつ回かいしろぉぉぉぉ！」

　黒服の男たちの群れへ、リンは恐おそれげなく突とつ進しんする。

「なんだァ？」

　刃は物ものの如ごとく研とぎ澄まされた視線が、ぎろりと三人を貫いた。目つきの悪さにかけては引けをとらないカイですら一いつ瞬しゆんたじろいだ中、リンは足を踏ふん張って、声を張る。

「ドラちゃんから奪うばった延べ棒を、返して下さい！」

「延べ棒？　あァ、奴らがパン生き地じを延ばすのに使ってた、この大事な棒のことかァ？」

　中央のバネ馬に乗った男が掲かかげたのは──きらきら眩まばゆい光を放つ、金の延べ棒だった。

「やっぱりそっちの延べ棒だった！　なに、『ふらい☆パン店』の人たち、あれでパン生地延ばしてんの!?　リッチ、超リッチ！」

「なるほどなァ、こいつを取り戻もどしに来たってわけか。だが、こちとらタダで返すわけにはいかねぇぜ？　お前らが借金を払はらえるってンなら別だがなァ？」

「リン・アルクス、下がれ！　オレが相手になる……！」

　クロトが声を上うわ擦ずらせて、リンの服の裾すそを引く。

　しかしリンは、「大丈夫、私に任せて」と不敵な笑えみを浮うかべた。

「クロトちゃん、私ね、さっきの障害物競走で、とても大切なことを学んだんだよ……そう、こんな時は、こう切り抜ぬければいいのさっ！」

　クロトを背に庇かばって、リンは叩き付けるように吠ほえた。

「身体で払いまぁぁぁぁぁす！（カイが！）」

「イヤァァァしまったぁぁぁ！　リンに変な言葉をすり込んじまったぁぁぁ！　そしてなんで俺を指差すの!?　『カイが！（ドヤァ）』じゃねぇんだよ！」

「ヒッヒッヒ。こいつァ活いきのいい内臓が手に入ったぜェ！　さっそくくりぬかせてもらおうかァ！　ベロリ！」

「やべー、お兄さんたちめっちゃ刃物舐なめてる！　俺の中身がくりぬかれて裏ルートで流通するヨー！　ほのぼのレイクまじやべー、全然ほのぼのじゃねぇヨー！」

「ヒーッヒッヒ、命知らずのガキどもめ、ベロリ……って、ああああ！　舌がちょっと切れたアァァァ！　少し血が出たぁぁあ！　くっそぉぉぉ、やってくれたな、ごるぁ！」

「完全なるとばっちりィィィィ！　なんなんだよ、あんたらブラッドレイクじゃねぇのかよ、ちょっと血が出たくらいいいだろうが、ごるァァァア！」

　あっ、思わずいつもの調子でツッコんじゃった！　これ死んだわ！　す巻きにされて血の湖コースですわ！

　カイは迅じん速そくに幽ゆう体たい離り脱だつを試みた。しかし──

「よせ、てめぇら！」

「へ、ヘッド!?」

　公園の奥から現れた、金きん髪ぱつをライオンのたてがみのように逆立てた人物を認めて、男たちが一いつ斉せいに居住まいを正す。

　ヘッドと呼ばれた男は、鋭するどい目でカイたちを一いち瞥べつし、フッと口の端はしを吊つり上げた。

「まさかガキだけで俺たちのアジトに乗り込んでくるとはなァ。なかなか見どころがあるじゃねェか……特に一番背の高いガキ、このブラッドレイク相手に恐れげもなくツッコむたぁ、大したもんだ……よかったらウチに入ら──」

「謹つつしんでお断り申し上げ候そうろう！」

　まさかのツッコミ要員として勧かん誘ゆうされた！

　ヘッドは「そうか」と笑うと、若衆から延べ棒を取り上げるが早いか、投げて寄よ越こす。

「うわっ!?」

　かろうじてそれを受け取ったカイに、ヘッドはにやりと口を歪ゆがめた。

「てめぇらのヒップでホップな男気にほれ込んだぜ！　持ってけ、ドロボー！」

「ドロボーじゃないよ！　ちゃんとカイの内臓で払はらっ──！」

「いいから！　もうドロボーでも強ごう盗とうでもポチでもいいから！　ほら二人ともお礼言いなさい、さんはいっ！　ありがとうございましたッ！」

　食い下がるリンと、金の延べ棒をぽかんと眺ながめているクロトの首根っこを猫ねこの子のようにぶら下げて、カイは風を巻く勢いで撤てつ収しゆうした。







『ふらい☆パン』店の裏で待機していたドラ青年に、リンが金の延べ棒を差し出す。

「ドラちゃん、お待たせ！　約束してた延べ棒だよ！」

「ああ！　ありがとうございますっ！　これで心置きなくパン生地を延ばせます！」

　満面に喜色を浮かべるドラ青年に、カイはためらいがちに囁ささやいた。

「……あの、ちょっとパン職人にこんなこと言うの差し出がましいんっすけど、延べ棒の使い方、たぶん間ま違ちがってますよ……つか、使う延べ棒、間違ってますよ……」

「さあ、お父さんと仲直りするんだよ！　がんばって、ドラちゃん！」

　リンの声せい援えんに背中を押されて、青年は『ふらい☆パン』店に足を踏み入れる。

「……親父……」

「お、お前……！」

　まるで幽ゆう霊れいでも目まの当たりにしたかのような顔で、店主が立ち上がった。

　青年は父親に歩み寄り、金の延べ棒を差し出す。

「親父！　この延べ棒、返すよ……。俺、俺っ……！」

　しかし──低い声が、それを遮さえぎった。

「……何も言わなくていい。よく帰ってきてくれたな、我が息子むすこよ……！」

　職人の武骨な手ががっしりと、息子を抱だき締しめた。息子は震える手でその抱ほう擁ように応こたえ──しまいには、大の男二人で声の限りに「おーいおいおいおい」と泣き出す。

「……なんなんだ、この茶番は」

　神しん妙みような顔つきで見守るカイの隣で、リンが「ぐすん」と鼻を鳴らした。

「ドラちゃ……良かった……ぐすっ。本当に良かったよ……！」

「泣くなリン、泣き損だぞ、世界一不毛な涙なみだの無む駄だ遣づかいだぞ」

「くっ……これからは、親子仲良く、末永く暮らせよ、バカヤロー……くすん」

「え、なんでクロトも泣いてんの!?　お前ちょっと流されやすいにも程ほどがあるだろ！」

「な!?　ななな、泣いてるわけねーだろ!?　おま、こんな茶番で泣くとか、ばっかじゃねーの!?　泣いてねーもんね、これはちょっと目からよだれが出ただけだもんね、ぷぷーっ、だ！」

「それが本当なら一度施せ療りよう院で診みてもらったほうがいいぞ、お前」

　憎にくまれ口を叩たたきつつも、クロトの目ははっきりと赤くなっている。

　ああ……可哀かわいそうに、こいつ、リンの奇き行こうに振り回されて、だいぶわけが分からなくなってんだなぁ……。

　と、店主が腕うでまくりをしながら厨ちゆう房ぼうへと向かう。

「待ってろよ、嬢じようちゃん！　必ず最高のパンを焼き上げてみせるからな……！」

「ありがとう、おじちゃん！」

「あとは焼き上がるのを待つだけか……！」

　カイは窓の外を窺うかがった。スタートしてからかなりの時間が経過したが……果たして間に合うのだろうか。

　しかし、その不安を断たち切るように──

「あの、みなさん……これを……」

　青年が、ふたつの包みを差し出していた。

「これは……？」

「実は家出している間、親父おやじに内ない緒しよで作ってみたんです。少しでも、究極のパンに近付きたくて……。僕と親父を仲直りさせてくれたお礼に、どちらかひとつ、お好きなパンを差し上げます！」

「わあ、おいしそう！」

　それはふっくらと焼けたメロンパンと、香こうばしいにおいをさせる揚あげパンだった。リンは迷わず即そく答とうする。

「もちろん、揚げメロンパンを下さい！」

「どっちだよ！」

「あわわっ！　間違えたよ！　もちろん、メロンパンを下さい！」

　しかし揚げパンもなかなか魅み力りよく的だ。ちょっと苦しいが、『ふらい☆パン』店という店名から察するに、この店の名物なのだろう。

　網あみ目めの焼き色がついたカリカリのメロンパンを受け取って、リンは高々と掲げた。

「てーれってれー！　究極のメロンパンを手に入れたよー！」

『おおおおおお！』

　珍めずらしくカイとクロトの声がハモッた。すげえ！　半はん端ぱねぇ！　苦心の末に究極のメロンパンを手に入れた達成感、半端ねぇ！

「それを食べて、残りの競技も頑がん張ばってくださいね！」

「ドラちゃん、ありがとう！　むっしゃー！」

「まだ食うな！　それを持ってゴールしなきゃならないんだから！」

　三人は青年に礼を言って別れると、店を飛び出した。よし！　多少遠回りはしたが、パンはなんとか手に入った！　あとはゴールまで駆かけ抜ぬけるだけ……！

　と、リンの手に握にぎられているパンを目ざとく見つけて、立ち往生していた学生たちが群がってくる。その中に、見覚えのある姿があった。

「おーい、カイ！」

「マーレイ！」

　カイは笑顔で学友を迎むかえそうになって、チーム分けの際に散々こき下ろされたことを思い出し、すんでのところで手を引っ込めた。

　腕を組み、せいぜい不敵に見えるように、口を歪めて笑う。

「はッ、なんだ、マーレイか。お前も勝ち残ってたん──」

「えー、カイ、なんだよその面つら─！　くしゃみしたいハスキー犬かっつーの、ウケる！」

「…………」

「っつーか、ところでさー、リン・アルクス。そのパンって、どこで手に入れたんー？」

「ふん、誰だれがお前なんぞに教えてやるもん──」

「すぐそこの『ふらい☆パン』店だよ！　メロンパンと揚げパンがおすすめだよー！」

「…………」

「おー、そうなんー？　マジで助かったー、恩に着るわー！」

「ねぇマーレイ、行こうよぉ～！」

「マーくぅん、早くぅ～！」

「おー！」

　甘い声で仲間に呼ばれ、片手を挙げて走り去ろうとするマーレイを、カイは『リア充じゆう爆ばく発はつしろ』と念じつつ呼び止めた。

「あ、おい、マーレイ！　他ほかのパン屋はどうなってる？」

「あー、それがどこもかしこも、おかしな理由をつけて営業してないんだよー。この体育祭、マジで意味分かんねーよなー、超ちようウケるー！　んじゃ、まったなー！」

　一いつ切さい悪びれた様子のない学友を、カイは苦笑いしながら見送った。まったく、憎めない奴やつと言うか……。でもチーム分けの時の恨うらみは、この体育祭中に晴らさせてもらうぞ！

　マーレイを皮切りに、路頭に迷っていた学生たちが一斉に『ふらい☆パン』店へ押し寄せて行くのを見ると、どうやら他の七軒も店じまいしていたらしい。下手に開いているパン屋を探すより、店主の悩なやみを解決するのが、一番の近道だったということか。

「やっぱりそうか」

「何がだよ、カイ・アンバー」

　リンの手に握られたメロンパンを見下ろして、カイは確信を深めていた。

「つまりこれは、クエストなんだ。パンクエは誤植じゃなくて、パンにまつわるクエスト──住人の悩みを解決して、パンを手に入れるっていう過程そのものが、学園と町全体によって仕組まれたクエストだったんだ」

「えっ……!?」

「なにせ冒ぼう険けん者しや育成機関の体育祭だ。クエスト達成能力を養うっていう目的もあるんだろ」

　それにしても障害物競走の時といい、この住人たち、ノリノリである。

　リンが「そっかあ！」と手を打つ。

「町の人の悩みを聞いてあげるのも、冒険者として大切な資質ってことだね！」

「あれ、お前それが分かってて暴走してたんじゃねぇの？」

「マジかよ……じゃあ、結果的には、リン・アルクスの行動が正解だったってことか……？　そんな……」

　毒気を抜かれたように呟つぶやいているクロトに、カイは向き直った。

「悪いな、クロト！　だいぶやきもきさせたが、やっとゴールに向かえるぞ！」

「あ……ああ……」

「よし、この究極のパンを、なんとしてでもゴールまで運ぶぞ！」

　時計台は、残り時間十分であることを示している。これなら十分間に合いそうだ。

　しかし、その時──横合いから躍おどりかかった黒い影かげが、リンの手からメロンパンをもぎ取る。

「あっ！」

　パンを口に咥くわえて影のように地面に降り立ったのは、一いつ匹ぴきの巨きよ大だいな犬であった。

「あっ！　あれは、酵こう母ぼ菌きん三人衆が連れてた犬……！」

「み、見つけたぞ！」

　その時疲つかれ切った濁だみ声ごえがして、犬と挟はさみ撃うちする形で酵母菌ズが現れた。手ぶらなところを見ると、やはりパン探しに手間取っていたらしい。

「くそう！　パンを射落とすつもりが、まさか普ふ通つうにパンを買う競技だったとは……！」

　カイはにやにやと顎あごをさすった。

「残念ながら、町中のパンを手に入れるっつう念願は叶かなわなかったみたいだな。『ふらい☆パン』店なら、もう営業再開してるぞ？」

「うるさい！　もうこの際、メロンパン一個でも構わん！」

「あっさりこだわりをひるがえしたな」

「ふん、そんな態度を取っていいのかな！　貴様らのパンは、既に我が手中にあるのだぞ！」

「あっ、そうだった！　こいつ、メロンパンを返しやがれ！」

　カイは犬に飛び掛かかったが、犬は巨きよ体たいに似合わず、さっと身を翻ひるがえしてしまう。獣けもの使いがふんぞり返って哄こう笑しようした。

「ふははははは！　……あっ！　パンッパンパン！」

「いま一いつ瞬しゆんキャラ忘れただろ！」

「パンパンパン！　無む駄だだ！　そやつは我の忠実なしもべなのだからなぁ！」

　カイは歯は噛がみした。彼ら獣使いは、頭に装着した獣耳のカチューシャを通して、動物と意思疎そ通つうができる。絶対数が少ないため希少価値も高く、精せい霊れい師しと並んで、冒険においてもっとも重宝される職業のひとつだ。

「パンパンパン。このしもべを使って、購こう買ばいのパンを買い占しめた日は数知れず！」

「くっ、この外げ道どうが……そうやって、一体何人の学生を陥おとしいれたんだ……!?」

「お前は今まで食ったパンの個数を覚えているのか？」

「なんなんだ、そのここぞとばかりのしたり顔は」

「ちなみに我は二万七千個だ」

「ちゃんと数えてんだ!?」

「内訳は、食パンが一万斤きん、アンパンが二千個、フランスパンが……」

「内訳まで!?　すげぇ情熱傾かたむけてんな！　ってか、しもべの使い方せこくねぇ!?」

「ッ……さすがに犬を痛めつけるのは、寝ね覚ざめが悪いぜ……」

　クロトも剣けんの柄つかに手を掛けたまま、抜ばつ刀とうできずにいる。

　グルルルと唸うなる犬を前に、しかしリンは「なんのっ！」と余よ裕ゆうの構えだ。

「こっちにだって、優ゆう秀しゆうなしもべがいるもんねっ！」

「リン!?　しもべなんて、一体いつの間に──！」

「さあポチ、君に決めた！」

「俺かよォォォォ!?」

「ポチ、でんこうせっかだ！」

「なんだそれ!?」

「ぼっち、ひゃくまんぼるとだ！」

「そんなもんできるか！　っつーか今ぼっちって呼んだよな!?　どさくさに紛まぎれてぼっち呼ばわりしたよな!?」

「じゃあもう、なんでもいいから吠ほえてみてよ、ポチ！」

「え？　あ、あー……わおーん！」

「ガルルルルル！」

「めっちゃ牙きば剥むかれた！　めっちゃ怒おこらせた！」

「なにしてんだよ、カイ・アンバー！」

「仕方ない、こうなったら奥の手だよ！」

　リンは唇くちびるを尖とがらせると、キッと犬をねめつけ──そしてひらひらと手招きした。

「ルールルルル！　ルールルルル！」

　パンを飼い主の許もとに運ぼうとしていた犬の動きが、ぴたりと止まる。

「なっ、なにぃ!?」

「よ、よくやった、リン！」

　カイは思わず拳こぶしを握りしめていた。そういえばリンは昔から、異様なまでに動物に懐なつかれる体質を持っていた！　カイの実家で飼っている犬も、元は手の付けられない凶きよう暴ぼうな野犬だったのを、リンが七日かけて手なずけたものだ。

「な、何をしているかっ！　早くそのパンを寄よ越こすのだ、我がしもべよ！」

　犬はその場でぐるぐると輪を描えがきはじめた。どうやら主人とリンの間で揺ゆれ動いているらしい。リンは駄だ目め押おしとばかりに、ポケットに手を入れた。

「いい子だね、ワンちゃん。君には、なんと、この──チチジル焼きをあげるよーっ！」

「まだ持ってたんだ!?」

　それが決め手になったのか、犬はとことことリンに歩み寄ってくると、メロンパンをあっさりと手放した。

「なんだとォ!?　わ、我がしもべぇ……！」

「くっ、こうなったら直接攻こう撃げき！　必殺！　食パンの袋を留めるアレバツグ・クロージヤー！」

　弓使いが弓を引き絞しぼり、黒くろ魔ま術じゆつ師しが呪じゆ文もんを唱え始める。

　しかし、リンは彼らに向かってチチジル焼きを振ふり上げた。

「そーれ、取っておいでー！」

「アオーン！」

「え……!?」

　フリスビーのように景気よく飛んでいくチチジル焼きを、犬は一目散に追い掛け──

「うわああああああ！」

　その軌き道どう上にいた三人衆を、まとめてなぎ倒たおした。もんどり打ってひっくり返った三人衆の上で、犬は見事にチチジル焼きをキャッチする。その場で食べ始めたかと思うと、全身の毛を逆立て、後ろ足で立ち上がり──

「フーウ！」

「やべえ、犬が最高にハイになってる！　アルプスの少女と踊るヤギみたいになってる！　チチジル焼きまじ半はん端ぱねえ！」

　手下の犬に踏ふみ付けられながら、獣使いが悲鳴を上げる。

「し、しっかりしろ、我がしもべぇぇぇぇ！」

「フワーウ！」

「いでででで！　コラ暴れるな、我がしもべぇぇぇぇ！」

　主人を踏みしだく犬は心なしか、ちょっと楽しげだ。あっさりリンに寝ね返がえったあたり、言葉が通じるからと言って、決していい信しん頼らい関係を築けるとも限らないらしい。

「パンは食えねぇし、飼い犬には手を噛かまれるし……散々だったな、酵母菌三人衆よ」

　立ち去ろうとするカイに、獣使いが肉球の下からビシリと指を突つき付けた。

「くっ、これで勝ったと思うなよ！　いずれ購買のパン争そう奪だつ戦せんで決着をつけようぞ──」

「あ、悪い。俺、弁当派だから」

「ぬぉぉぉおおおおおおん！　くそおうぉぅぉぅぉぅ！　限定パン引き換かえ券に釣つられて、こんな損な役割引き受けるんじゃなかったぁぁぁぁぁ！」

「ワンちゃん、メロンパンありがとう！　またねー！」

「アオーン！」

「嘘うそだろ……獣使いでもねーのに、犬を手なずけちまった……」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしているクロトの手を、リンが取る。

「わ……!?」

「さあ、ゴールしよう！」

　カイは時計を見上げた。残り時間、あと五分！

　三人並んで、まっさらなゴールテープを切る。駆かけ寄よってきたアイリスが、リンの手に握にぎられたメロンパンを見て「ふふっ」と微笑ほほえんだ。

「どうやら無事にクエストを達成できたようですね。おめでとう、一着ですよ！」

「あ……あんなにロクでもないことばっかしてたのに……まさか、一着になるなんて」

「やったー！　ねえ、クロトちゃん、間に合って良かったねー！」

　無む邪じや気きに飛び付くリンに、クロトは一瞬言葉を詰つまらせ──乱暴に振りほどく。

「……っ、知らねーよ、バーカ！　ギリギリなんとかなったから良かったようなものの、もうゴールできないかと思ったぜ！　この落ちこぼれのお気楽勇者──」

「あっ、そうだ！　はい、クロトちゃん！」

　まくし立てるクロトの前に、リンはずいとメロンパンを差し出した。

「えっ……？」

「ドラちゃんが心を込こめて作った、究極のメロンパンだよ！　あの、私とワンちゃんが、ちょっとだけかじっちゃったけど……でも、とってもおいしいよ！」

「でも、いいのかよ……お前は……」

「いいから食べてよー！」

「……そ、そんなに言うなら、ありがたくもらってやるよ！」

　クロトは差し出されたメロンパンを受け取ると、しばしためらっていたが──香こうばしいクッキー地の誘ゆう惑わくに負けたらしい。小さな口で「はむ」とかぶりつく。

「……！」

　その瞳ひとみが、まるで星でもばら撒まいたかのようにきらめいた。

　夢中でもぐもぐと咀そ嚼しやくするクロトを、リンがにこやかに見守っている。

「……ん……なんだよ？」

「ねえ、おいしい？　おいしい？」

　クロトは一度、「お前には関係ねーよ」とばかりに顔を背そむけたが、まだにこにことしているリンに気付くと、蚊かの鳴くような声で「……ん」と頷うなずいた。

「えへへ、良かったぁ！」

　その一部始終を見守っていたカイは、額を押さえて溜ため息いきを吐ついた。家々の屋根から顔を出している時計台を、ちらりと確かく認にんする。幸い次の競技まで、まだ時間があるな……。

　カイはこっそりとその場を抜ぬけ出すと、ゴールへと流れてくる学生の波を、逆走した。







「カイ、どこに行ってたの？　捜さがしたんだよーっ！」

　ゴール地点に戻もどってきたカイの姿を見つけるなり、猛もう然ぜんと噛みついてきたリンの目の前に──カイは息を弾はずませながら、ひとつの包みをぶら下げた。

「ほら」

「え？　あっ、揚あげパンだ……！」

　リンは『ふらい☆パン』店の揚げパンを前にして、ぱぁぁっと笑顔を咲さかせる。

「わざわざ買ってきてくれたの？　ありがとう、カイ！」

　リンはパンを両手で掲かかげて、ぴょんぴょんと飛び跳はねた。鞘さやが犬のしっぽのようにぶんぶんと振れている。その様子を見て、カイはやれやれと頭を掻かいた。

「お前、なんでメロンパンを選んだんだよ？　揚げパン好きなんだろ？」

「だって私、どうしてもクロトちゃんに、おいしいメロンパンを食べさせてあげたかったんだもん！　少しでもクロトちゃんと仲良くなれるかな～と思って！」

　そう言って、リンははにかむ。

　カイは口の端はしから、ふ、と笑みをこぼした。薄うす々うすそうではないかと思ってはいたが。

「わあい、わあい！　揚げパンおいしいよー！」

　よほど美お味いしいのか、リンは目を輝かがやかせて、ごすっ！　ごすっ！　と脇わき腹ばらに頭ず突つきをかましてくる。

「ちょ、なんだよ、痛いてぇよ。ぐりぐりすんな、くすぐってぇよ」

　幸せそうなリンの隣となりで、カイは改めてプログラムに目を通しつつ頭を掻いた。

「しっかし……最初の徒競走以外、あんまり運動神経とか関係ねぇなぁ」

　おそらく単純な体力差に左右されないように組まれているのだろうが、それにしても競技内容が破は天てん荒こうすぎる。今回ばかりは、リンの発想力がなければクリアは出来なかった。やはりリンには天性の、運を引き寄せる何かがあるのだろう。……それにしても、情けないくらい俺の出番がないな！

　ふと顔を上げると、遅おくれて合流したニーナが、リンの頭をなでているところだった。

「この競技も勝ち上がったんですって？　すごいじゃない！」

「うん！　チーム『ああああ』、この調子で優勝しちゃうぞー！　おーっ」

「……呑のん気きな奴」

　メロンパンを食べ終わったのか、小さく呟つぶやくクロトに、カイは目を遣やった。クロトは唇から零こぼすように、ぽつりぽつりと言葉を紡つむぐ。

「……リン・アルクスの奴やつ、なんであんなに自由なんだろう。どうしてありのままの自分でいられるんだろう？　みんなにバカにされてるのに……悔くやしくないのかな……」

「……今回はやきもきさせて、悪かったな、クロト。でも、リンは奇き想そう天外だけど、悪い奴じゃないんだ」

　カイが言うと、クロトは顎あごを引いてじっと足元を見つめていたが、やがて口を開いた。

「……でも、オレには理解できない。オレはどうしても、一番じゃなきゃならないんだから」

　そう低い声で呟くクロトに、カイはふと首を傾かしげた。

「お前、どうしてそんなに優勝にこだわるんだ？」

「…………」

　クロトは小さく、「てめーには関係ねーよ」と吐き捨てるだけだった。



    

  
    
      　第五章　よせよ、そんな借り物の言葉で、

　　　　　俺は誤魔化されないぜ……。






　第四競技は借り物・借り人競走だ。場所は繁はん華か街がい。観客も様々な物品を持ち寄って沿道に押しかけ、「我こそ借りられよう！」という意気込みがひしひしと伝わってくる。

　ニーナも借りられる気満々で、色々な物を用意して待機しているようだ。

「私はここで見守っているわ！　がんばるのよ、リン、クロちゃん！　ついでにカイ！」

「はいはい、どうせ俺はついでだよ」

　と、カイはここまで勝ち上がってきた強者たちの中に、鮮あざやかな金きん髪ぱつを見つけた。どうしても一言言わなければ気が済まない。カイは肩かたをいからせて歩み寄った。

「おい、ミハエル！」

「おやおや、また君かい、カイ・アンバー。今度は何だね、また根こん拠きよのない言いがかりでも──」

　大おお仰ぎように肩をすくめるミハエルを遮さえぎって、カイはびしりと指を突き付けた。

「お前、送ってくる刺し客かくのセンス悪すぎだろ！」

「だ、誰だれが服のセンスが悪いって!?」

「いや言ってねぇよ！　ちょっと自覚あるんじゃん！」

「ド庶しよ民みんの君に、僕の高こう尚しようなセンスをどうこう言われる筋合いはない！　それに刺客だって、僕が見み込こんだ手練ればかりで──はっ!?」

「……ついに認めやがったな？」

「だ、だから僕じゃないと言っているだろう！　そこまで言うなら証しよう拠こを見せたまえ、証拠を！」

「そんなもんは必要ねぇよ」

　カイはミハエルの碧へき眼がんを、真っ向から睨にらみ返した。

「競技は残すところあと二つ──絶対に勝ち抜いて、お前の鼻をへし折ってやる！」

　叩たたき付けるように捨て台詞ぜりふを残して、チーム『ああああ』の許もとに戻りながら、カイは左の拳こぶしを、反対の手のひらに思い切り叩き込んだ。

「さあ、次はどんな三人組だ？　どこからでも掛かかってきやがれ！」

　競技を五分後に控ひかえて、アイリスの事前説明が始まる。

「さあ、次の競技は借り物・借り人競走です！　この競技では物資調達能力を養います！　冒ぼう険けん者しやたるもの、現地で必要な物資を調達するために、旅先でのコミュニケーション能力、交こう渉しよう術は必ひつ須す！　競技参加者のみなさんは、お集まりの市民の方々の協力を得て、ゴールを目指して下さいね！　最終競技への勝ち上がり枠わくは二〇組です！」

「今回は、割とまともそうだな……」

「借り物の内容ですが、ひとつめの角を曲がった先に、お題が書いてあるクジが吊つり下げられていますから、その中から三枚引いてね！　ゴール後に、借りた物が適正かどうか照合しますので、必ず私の検けん閲えつを受けるのですよ！　検閲に合格してはじめて、競技クリアとなります！　難易度も様々なお題がありますから、クジ運も大切ですよー！」

　リンの瞳が興奮を湛たたえて、カイを見上げる。

「ねえカイ、誰がクジを引く!?　やっぱりクジ運のいい私が──」

「ふ、そう焦あせるな、リン。こういう時はな、逆にクジ運が悪い奴が引くんだよ。普ふ段だんから運がいい奴は、日常生活で運を使い果たしてしまってる可能性があるからな！」

「なるほどー！」

「さあ、いつも貧びん乏ぼうくじばっかり引いてる、気の毒な不ふ憫びん野や郎ろうはどいつだ!?」

「うん、カイかな！」

「えっ」

「そうだな、カイ・アンバーだな」

「えっ」

　なぜかすんなり満場一いつ致ちで、カイが引くことになった。貧乏くじというなら、クロトだって十分運に恵めぐまれてなさそうなのになぁ、なんとなく。

　それにしても気がかりなのは、ミハエルからの刺客が未いまだに名乗りを上げないことだ。これまでの流れからすると、とっくに宣戦布告をしてきてもいいのだが……。

「刺客がどこから狙ねらってるかもしれねぇ。俺がクジを引くまで、お前らは身を隠かくしてろ」

「うん、分かった！」

「ふん！　余計なこと心配してねーで、お前は楽なお題を引くことに集中しろよな！」

「さあ、位置についてください！　それでは！　よーい、スタートっ！」

　そしてとうとう刺客が現れないままに、競技開始の合図が鳴り響ひびいた。

　一五〇名の学生が、一いつ斉せいに繁華街へと解き放たれ、先を争うように角を曲がる──が、視界にクジらしきものはない。

「クジは!?」

「あれだ！」

　学生の一人が上を指す。見上げると、遥はるか頭上──両りよう脇わきにそびえる三階建ての家屋、その屋上からロープが渡わたされ、紙切れが吊るされていた。

　誰かが悲鳴じみた声を上げる。

「あんなのどうやって取るんだよ!?」

　そんな中、カイは一人「おっ」と声を上げていた。ようやく俺の出番が来たらしいな！

　色めき立つ周囲を尻しり目めに、左右へと視線を走らせる。古い繁華街だ。壁かべのへこみや窓まど枠わく、街灯、庇ひさし──足場は十分にある。

「よし、行くぞ！」

　そう吠ほえると、先頭切って駆かけ出した。一人飛び出したカイを狙い撃うちにしようと、後方から魔ま術じゆつ師しによる炎ほのおの球が繰くり出される。

　しかしカイはさらに加速をつけ、後方で魔術が炸さく裂れつするのに合わせて、大きく踏ふみ切った。爆ばく風ふうに煽あおられ、飛ひ距きよ離りが延び──狙い通り、突つき出た庇に取り付く。懸けん垂すいの要領で身体からだを持ち上げると、庇の上を疾しつ走そうし、反対の窓枠へと飛び移り、街灯を足あし掛がかりにしてさらに高みへと躍おどり上がる。最後に煉れん瓦がの壁を砕くだかんばかりに蹴けり付け、次の瞬しゆん間かんには、学生たちのはるか上空を舞まっていた。ここまでほんの数秒──驚きよう異い的な跳ちよう躍やく力りよくだった。

「おりゃああああああああ！」

「カイ、すごい……！」

　薙なぐように左腕うでを振ふり、きっちり三枚むしって着地すると、見物客や他ほかの学生から歓かん声せいが沸いた。

「おおーっ！」「いいぞ、ルーキー！」「あれ、本当に伝記士か!?」

　羨せん望ぼうと尊敬の眼まな差ざしを浴びて、カイはひとときの幸せを噛かみ締しめる。ああ、なんという快感！　優勝して勇者になったら、毎日こんな視線を浴びられるんだな……！

　と悦えつに入っていたカイは、右みぎ肘ひじに「むにゅっ」と柔やわらかい弾だん力りよくを感じた。

「え？」

　カイが振り返ると、そこには一人の女生徒が立っていた。自分の肘が、まるで狙ったようにその胸にダイレクトヒットして──

「あっ、やだ、ごめんなさい！」

　女生徒はしなやかに手を合わせる。その両手首に装備した鈴すずが、彼女が三学年の踊おどり子こ課程学生であることを物語っていた。

「おお!?　こ、こちらこそスイマセ、ン……！」

　相手の大だい胆たんな容姿を前にして、カイはごくりと喉のどを鳴らした。小麦色の肌はだに、肉感的な太もも。そして上向きに突き出した胸へと、カイの視線が吸い寄せられ──

「……え？」

　次の瞬間、踊り子課程の女生徒に手を握にぎられていた。柔らかい両手が、カイの右手をしっとりと包み込む。

「!?」

「私ったら、あなたの活かつ躍やくに見み惚とれてぼーっとしちゃって……本当にごめんなさいね？」

　踊り子は名残なごり惜おしそうにカイの手を放すと、色っぽい流し目をくれて去って行った。

「……。……すっっっげぇ綺き麗れいなお姉さんだった……」

　カイは目を閉じて、右肘に残る極ごく上じようの感かん触しよくを反はん芻すうする。やはり胸は大きい方が良い。巨きよ乳にゆう万ばん歳ざい。しかも手を握ってきたりして、あの踊り子、ちょっと俺に気があるんじゃ……？

「……い……おい、カイ……カイ・アンバー！」

「うおっ……！」

　間近で怒ど鳴なられて目を開くと、クロトの怒いかり顔が迫せまっていた。

「なにボケッとしてんだよ！　鼻の下伸ばしやがって、ほんとだらしねーなっ！」

「あ、わ、悪い。なんでそんなに怒おこってんだよ……」

「知らねーよ、ばか！　スケベ、変態、色魔！　エロ、えっと、このエロエロ小悪魔！」

「そんな男心をくすぐる小悪魔、逆に俺が会ってみてぇよ……つか、そこまで罵ののしらなくても良くね？」

　クロトも同じ男なら、このささやかな喜び、ちょっとは共感してくれても良いものなのに……。消しよう沈ちんしているカイの上衣の裾すそを、リンがついついと引いた。

「カイ、クジはー？」

「あ、ああ。これだ」

　左手に持っていた三枚のクジを手て渡わたすと、リンは二つ折りのそれを嬉うれしそうに開いた。

　カイは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで腕を組む。

「さあ、俺のクジ運が試ためされる時が来たようだな！　どんなお題でもどんと来やがれ！」

「じゃあ読むよ！」

　リンはこほんと咳せき払ばらいをして、そのお題を読み上げた。

「『額からごぼうを生やしたお姉さん。にゅるんとしている』！」

「なるほど、分からん！」

　カイはリンの手元を覗のぞき込んで確かく認にんした。確かに一言一句、間ま違ちがっていない。なんだこのめちゃくちゃなお題は！　俺のクジ運、壊かい滅めつ的っていうレベルじゃねぇぞ！!?

「なんだよ、ごぼうを生やしたお姉さんって！　こんな風ふう体ていのお姉さんがいたら、ちょっとした事件だろ！」

　反対側から覗き込んでいたクロトが、眉まゆをひそめた。

「どういうことだよ、カイ・アンバー！　もうクジ運とかいう問題じゃねーよ、こんな無茶なお題、おかしすぎるぜ！」

　クロトの言う通りだ、これは一体……。そこまで考えて、カイははっと自らの手を見下ろした。あの踊り子……！

「まさか、あの時……クジをすり替かえられた……!?」

　と、カイの懸け念ねんを裏付けるように、三つの影かげが三人の前に立ちはだかった。

「おーっほっほっほ！　掛かったわね、マヌケが！」

「お前っ……！」

　先頭に立っているのは、件くだんの踊り子課程の女生徒だった。他の二人も女生徒で、竪たて琴ごとを抱かかえ、あるいは長大な棍こんを手にしている──吟ぎん遊ゆう詩人と軽かる業わざ師しのようだ。彼女たちは両手を鶴つるのように構えると、綺麗にポーズを決めた。

「我ら、借り物三人娘むすめ！　借りることにかけてはエキスパート！　借りパク、拝おがみ倒たおしに踏み倒し、なんでもござれ！　多重債さい務むからの自己破産もお茶の子さいさい！」

「それは駄だ目めだろ！」

「この軽業師の早業で、お前が手に入れたクジは、私たちの考えたお題と交こう換かんさせてもらった！　せいぜい町中を探し回るがいいわ、おーほっほっほっほ！」

　踊り子は、カイから奪うばったらしい三枚のクジをぴらぴらと揺ゆらして勝ち誇ほこる。なるほど、軽業師は身ごなしと同時に手先が器用な者も多い。それを応用して、踊り子がカイを引き付けている間にクジをすり替えるというスリまがいの芸当までやってのけたわけだ。これが次なる、ミハエルからの刺し客かくか！

「くっ……！　すり替えなんて、こんな卑ひ怯きような手、まかり通ってたまるかよ！」

　カイはクジを掲かかげると、ゴール付近で競技に目を光らせているアイリスに声を張った。

「先生、クジの引き直しを求めます！」

「カイくん!?」

　弾はじかれたように振り向むいたアイリスは、無情にも首を振る。

「残念ながら、一度引いたクジの交換は認められません！」

「で、でもこのクジはすり替えられたもので……」

「すり替え、ですか!?」

　途と端たんに、アイリスの顔が険しくなった。鬼おにの形相で一目散に駆け寄ってくるなり、音声波紋具マイクをカイの口元に突きつける。

「カイくん、それは不正行こう為いがあったということですよね!?　まあ、なんということでしょう！　清く正しく美しい体育祭にあるまじき、由ゆ々ゆしき事態です！　一体どのような状じよう況きようですり替えられたのですか!?」

「えっ!?　どんな状況……って……!?」

　カイは凍こおり付いた。視界の端はしでは、リンのピュアな瞳ひとみとクロトの半眼が見上げている。

「さあカイくん、なぜ君ともあろうものがクジをすり替えられたりしたのですか!?　一体どんな卑ひ劣れつな手を使われたのか、教えて下さい！　はっきりと、なるべく詳くわしく！」

　ぐいぐいと付き付けられる音声波紋具マイク。カイはここまでの経けい緯いをなぞって、脂あぶら汗あせを垂らした。え……なんか……年上のお姉さんに手を握られて浮うかれてました、なんて……自ら〇貞ですって暴ばく露ろするようなものなんですけど……。

　ついと目を逸そらし、ごにょごにょと口の中で言葉を濁にごす。

「あー……あの……き……きれいなお姉さんの……」

「声が小さいですよ！　もっと大きな声で！」

「……色気に、惑わさ、れ……」

「はい、聞こえませんよ、カイくんの気持ち全然伝わってこない！　もう一回！」

「豊満なる胸に、目を奪わ、奪われ……ッ！」

「諦あきらめないで！　君なら出来る、ワンモワセイッ！」

「て、手を、握られて、舞まい上がり……っ！」

「まだですよ、まだ頑がん張ばれる！　みんなに聞こえるように、はい、エビバディセイッ！」

「セイしねぇよォォォォ、さすがにエビバディはセイしねぇよ！　なんなんすか、先生！　なんでこういう時だけ体育会系のノリになるんですか!?」

　カイの視界が涙なみだで歪ゆがむ。なんなのこの公開処しよ刑けい！　もう俺、童〇丸出しじゃん！

「……先生、こいつ、踊り子のおっぱ──むぐ」

　しびれを切らして暴露しようとしたクロトの口を塞ふさいで、カイはその場を逃にげ出した。

「もういいっす！　青春なんか大っ嫌きらいだ！　どうせ俺なんか、手を握られただけで浮かれちまうようなピュア野や郎ろうなんだよ！　うああああああん！」

「ちょっ、ふざけんなカイ・アンバー！　優勝するつもりねーのか!?」

「た、頼たのむクロト、ここは退ひいてくれ！　にゅるんとしたごぼうのお姉さんを探そう、なっ！　俺のなけなしのプライドのために！」

「だからそんなん居るわけねーだろ!?」

「おーほほほほ！　情けないったらありゃしないわねぇ！」

　カイは涙目で、借り物三人娘を睨にらみ付けた。うう、俺の純情な心を弄もてあそびやがって！　こうなることまで予想済みで、クジをすり替えやがったのか……！

「くそっ！　悔くやしいが、今はこいつらに構ってる暇ひまはねぇ、借り人を探すぞ！」

「うん！　まずはにゅるんとした女の人を探さなきゃだね！」

「い、いや、オレは額からごぼうを生やしたお姉さんを見つけるのが先決だと思う！」

「どっちも居るわけねぇだろ！　二人ともおけちつ！」

「テメーが落ち着けよ、カイ・アンバー!?」

「よ、よし、まずは普ふ通つうの、ごくありふれたお姉さんを確保するんだ！　しかるのちにごぼうを生やして、にゅるんとさせるぞ！」

「で、でもカイ・アンバー、そんな暴挙を許してくれるお姉さんなんているのか!?」

「そこをどうにかして頼み込む！　任せろ、俺がついてる！　故郷では年上キラーの異名をほしいままにしていた、この俺がな！」

「そーだったのか、カイ・アンバー!?」

「ああ！　なにせ地元ではカイ・年上キラー・アンバーとまで呼ばれていたくらいだ！」

「なにそのミドルネームみたいなの、だっせぇぇえ！」

「リン、とりあえずごぼうを買って来い！」

「うん、分かった！」

　リンを八百屋へと放って、カイは周囲の観客へ視線を巡めぐらせた。お姉さんと言うからには、少なくとも年上、妙みよう齢れいで綺麗めの女性──いた……！　いたじゃないか、うってつけの逸いつ材ざいが！　十中八九拒きよ否ひされるだろうが、俺の手しゆ腕わんで何としてでも口説き落とす！

　観客の中でも一ひと際きわ目を引くメイド服姿に、カイは脇わき目めも振ふらず駆かけ寄った。

「ニーナ、頼みがある！」

「！　よ、ようやく私の出番が来たようね！　遅おそかったじゃない！　なに、有能な仲間とかいうお題でも出たわけ!?　早く借りなさいよ！　借りなさいったら！　ほらほら、どんなお題でもいいように、色々持ってきてるわよ！　私って役に立つでしょう!?」

　ニーナは怒っているような形相で必死に詰つめ寄ってくる。まだ根に持っていたのか！

「さあ、どんなお題だったのよ、言ってみなさいよ！」

「ああ、それが……」

　カイはニーナの細い腕うでをつかむなり、ずいと顔を間近に寄せた。

「なっ、なによ、急に!?」とうろたえるニーナに、真しん摯しな眼まな差ざしで訴うつたえる。

「お前にこんなことをさせるのは申し訳ないんだが……お前にしか、頼めなくて……」

「えっ……？」

「他ほかの女じゃ駄目なんだ。色々迷ったんだけど、やっぱりお前以外に考えられない！」

　頬ほおをうっすらと紅潮させるニーナを見み詰つめ、駄だ目め押おしとばかりに吠ほえ猛たける。

「頼む、俺には……俺には、ニーナが必要なんだ！」

「……～～っ！」

　ニーナの白磁の頬に、みるみる朱しゆがのぼった。カイの情熱的な視線に耐たえきれなくなったかのように、さっと俯うつむく。その唇くちびるから、蚊かの鳴くような声が漏もれた。

「……か……カイが、そんなに言うなら……」

「助かるぜ、ニーナ！」

「っ……！　あっ、で、でも勘かん違ちがいするんじゃないわよ!?　わ、私はただ単に、断られて落ち込んでるあんたを慰なぐさめるのが面めん倒どうくさいだけなんだからね!?　だいたい、あんたは見かけによらず打たれ弱すぎるのよっ、す、少しはジルを見習って──」

　カイはすでに聞いてはいなかった。両腕にごぼうを抱えたリンが、こけつまろびつ走り寄ってきたのだ。

「カイ、ごぼう買ってきたよー！」

「おう、よくやった！」

「ま、まったくカイってば、しっかりしているように見えて、本当に私がいなきゃダメなんだから──」

　何やら「フンフン！」と嬉うれしそうに呼吸を弾はずませているニーナの額に──カイは、リンから受け取ったごぼうを、全身全ぜん霊れいを込こめて『ゴッ！』とあてがった。

「…………」

　不気味に押し黙だまったニーナに構わず、カイはその滑なめらかな額にごぼうを溶よう接せつするべく、渾こん身しんの力でごりごりと押し付ける。

「くっ、やっぱ刺さらねぇな！　何かで固定しないと駄目か！　おい、リン、接せつ着ちやく剤ざい持ってこい！」

「う、うん……あの、でもカイ、ニーナがすごく……怒おこってる……」

「クロトはにゅるんとした液体を探すんだ！」

「あ、ああ……ああああ……か、カイ・アンバー、ちょっと一回、落ち着いた方がいいんじゃねーかな……」

「何言ってんだ、俺はいつでも冷静だろうが！　しかし、にゅるんっつーからには、ゲル状の、どろっとした何かをぶっかける必要が……！」

　カイの独り言を遮さえぎるように、ニーナの手が、カイの手首をつかんだ。

「……ニーナ？」

「……！」

　リンとクロトが、怯おびえる小動物のように抱だき合って後ずさる。

「ニーナ、なん……いでででで！　痛い痛い痛い、骨がメリメリいってる、俺の手首から聞いたことのない音がする！　痛いって！　なに怒ってんだよ!?」

　カイが喚わめきつつニーナの顔を見ると──普段は涼すずしげな強さを湛たたえる菫すみれ色いろの瞳が、うっすらと、涙に縁ふちどられていた。

「あれ？　ニーナ……お前、涙ぐんで……？」

　ニーナの儚はかなげな表情に、カイは思わず息を呑のみ──その頬に、殺人張り手が炸さく裂れつした。

「カ、カイィィィイイイイイッ！」

「カイ・年上キラー・アンバーァァァ──────っ！」

　カイは顔面を石いし畳だたみで削けずりながらスライディングし、街灯に激げき突とつしてようやく止まった。

　駆けつけたリンとクロトが、鉄板焼きよろしく、仰あお向むけにひっくり返してくれる。

「カイっ！　あ、良かった、生きてた！　で、でもこんなに鼻低かったかなぁ!?」

「しっかりしろよ、カイ・アンバー！　年上キラーの二つ名はどうしたんだよ!?」

「年上っつっても……モテたのは、近所のおばさんにばっかりだったからなぁ……」

「あほかぁぁああああ！」

　と、遠い目をするカイの足元に、すっと細い影かげがそびえ立った。

「これまで散々、もげろもげろと念じてきたけれど……どうやら今日がもぎ時のようね」

　ニーナはカイの足元に膝ひざをつき、静かに貫ぬき手てを構える。──本気の目だ。

　カイは血の気を失い、ひっくり返ったカメムシのように四し肢しをばたつかせた。

「ちょ!?　おい待て、落ち着けニーナ！　ニーナ、に、ニーナ、ニーナ様、やめっ──だはァんッ!!」



    

  
    
      「いやあああああ！　カイ、もげないでぇぇぇぇ！」

「はゥん、はゥん!?　ニーナっ、すまん！　はゥん!?　俺が悪っ、悪かっだあァァァアもげたァァァ！　今の完全にもげたァァァア！」

「おーっほほほ！　無様ったらありゃしないわねぇ！」

　チーム『ああああ』の醜しゆう態たいを見物していた三人娘むすめが嘲あざけりの声を上げるのを、カイは遠く聞いた。ああ、優勝したかったけれど……もはやここまで……意識が、薄うすれていく……。

　その時、リンが決然と立ち上がり、ニーナの腕にすがり付いた。

「ニーナ、お願い、召しよう喚かんして！」

「えっ!?」

　驚おどろくニーナに、リンは力強く語りかける。

「『額からごぼうを生やして、にゅるんとしたお姉さん』……普通に考えたら、そんな人いるわけない……でも、ニーナならきっと召喚できるって、私、信じてる！」

　真摯な瞳で訴えるリンに、クロトが声を荒あららげる。

「な、なに言ってんだ、リン・アルクス!?　召喚なんて、ただの花屋にできるわけねーだろ、なに訳のわかんないこと言ってんだよ！　やっぱりお前おかしーよ！」

　しかし、クロトの罵ば倒とうを遮るように──ふわりと、魔ま法ほう陣じんが翻ひるがえった。

「ニーナ……!?」

　虫の息のカイが見上げると、ニーナはきゅっと口を結んで、肩かたに掛かかった髪かみを払はらう。

「まったく。それならそうと、早く言いなさいよね。ほんと、紛まぎらわしいったらないわ……。でも、勘違いしないで。役に立たないなんて思われるのが癪しやくなだけよ。別にあんたのためじゃないんだからね！」

「だ、だが、ニーナ！　額からごぼうを生やしてにゅるんとしたお姉さんなんて、いくらお前でも……！」

「任せなさい！　そんなお姉さんは、私の十お八は番こなんだから！」

「十八番なんだ!?」

「月に一度は召喚しているわ！」

「何のために!?」

　カイたちと三人娘が見守る先で、ニーナは魔法陣に手をかざした。

「い、一体何が始まるというの……!?」

「ま、まさか、本当に、異世界から呼び出せるのかよ……!?」

　三人娘とクロトは、はじめて目まの当たりにする召喚に慄おののいている。ニーナが淡たん々たんと呪じゆ文もんを詠えい唱しようすると、魔法陣に描えがかれた文字列が、うっすらと光を帯び、そして──

「出いでよ、異界の住人！」

　カッ！　と白い閃せん光こうが溢あふれ、烈れつ風ぷうが逆巻いた。鮮せん烈れつな光こう芒ぼうが集束し、形を成していく。

「こ、これは……!?」

　クロトの驚きよう愕がくが、風を裂さく。

　そして現れたのは──非の打ちどころがないほどに、額からごぼうを生やしたお姉さんだった。その身体からだはぬめりけのある液体に濡ぬれていて、指先でつつけば、おそらく「にゅるん」とすること請うけ合い！

「よっしゃぁぁぁぁ！　やった、やったぞ、ニーナ！」

　拳こぶしを握にぎって、カイは吠えた。そうだ、俺たちには頼たのもしい召喚士がついていたのだ！　これならどんなお題が来ても負ける気がしないっ……借り物競争、もらったァァァァア！

「はじめまして、ハコベです」

「な、なんだよ、これ……こんな召喚、見たことねーよ……！」

　折り目正しく自己紹しよう介かいするハコベを前にして、クロトが唖あ然ぜんと立ち尽つくし、三人娘も驚愕に目を剥むいている。

「召喚、ですって……!?」

「ずるいわ、ずるいわ！　そんなチート能力、アリなわけ!?」

　予想通りの反応に優ゆう越えつ感を覚えつつ、カイは次なる指示を出した。

「よーし、ここから巻き返す！　次の借り物、行くぞ！　リン、お題を！」

「うん！　ええと、読むよ！　『会社をリストラされて家庭内にも居場所がなく、なおかつ頭が薄いことを気に病やんでいて、本当に自分が生きていても良いのかどうか、人生に悩なやめるおじさんを──』」

「なんつう残ざん酷こくなお題にしやがったんだ！」

「『十人』！」

「十人って！　そんな悲しいおじさんを十人も集めてどうすんだよ!?　さすがのニーナも、こんなお題は……！」

「任せて！　そのお題に該がい当とうするおじさんを、まとめて十人呼び出したことがあるわ！」

「あるの!?　どんな必要に迫せまられて、悩めるおじさんを十人も呼び出したことがあるの!?」

「さあ、いくわよ！」

　ニーナは口早に呪文を唱えると、魔法陣に手をかざす。カイはその頼もしい姿に感動すら覚えていた。どこまでも頼たよりになる仲間を持って、俺はなんという幸せ者なんだ……！

「出でよ、異界の住人──！」

　ぶわっ！　と風が舞まい上がり──魔法陣から、まばゆく輝かがやく頭頂がせり出してくる……！　カイは網もう膜まくを焼く光に目を細めながら、呻うめいた。

「あれ……これ、この頭、なんか見たことあるぞ……!?」

　やつれた顔。往おう生じよう際ぎわ悪く左右にしがみつく髪の毛。生気のない顔のせいで、一いつ瞬しゆん死しに装しよう束ぞくかと見まごうほどに白い服。カイは猛もう烈れつな既き視し感かんに襲おそわれた。これ、これ……。

「ソノダさんじゃねぇか!?」

　それは夏休みに呼び出したことがある、カリスマ美容師のソノダだった。確かに条件はぴったりだけれども！

　ソノダは瞳ひとみの底に、燃え残ったわずかな希望を宿しながら、カイの腕うでを掴つかんできた。

「何の御ご用ようですかね？　二度も会社をクビになり、女によう房ぼうには虐しいたげられっぱなし、美容師になったはいいものの、根っからの商売下手で経営は火の車。そんな人生に悩める私に、一体何の用なんですか？　うふふ、ねえ、正直におっしゃって下さいよ。私の腕が必要なんでしょう、だから呼び出したんでしょう、私が必要なんですね、そうなんでしょう？」

　カイは目を逸そらした。言えない。可哀かわいそうなおじさん代表として召喚しましたなんて、とても言えない……！

　鬼き気き迫せまる表情で詰つめ寄ってくるソノダを押し退のけながら、カイは涙なみだを堪こらえてニーナを振ふり返る。

「よ、よしニーナ！　同じようなおっさん、あと九人だ……！」

「分かってるわ！」

　ニーナはソノダをカイから引っぺがすなり、なぜか魔法陣へと押し込め始める。

「えっ、何してんだよ!?　せっかく呼び出したのに、ソノダさん帰しちゃうのかよ!?」

「いいえ！　これは裏ワザの仕し込こみよ！」

「裏ワザ!?」

　やがてソノダの身体が魔法陣に埋うまっていき、はげ散らかった頭だけが残され──

「今よ──連打！」

　ニーナがソノダの頭を、瀕ひん死しのゴキブリを仕留める猫ねこのごとく引っぱたき始める！

「ソノダさぁぁぁぁん！　おいニーナ、ますます何してんだよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶよ、私に任せて！　これで似たような人間を十人、一気に呼び出すことが出来るの！」

「マジで!?」

「そうよ、これこそ禁じられた裏ワザ……名付けて──無限増ぞう殖しよくバグ！」

「え？　無限増殖……？」

　チーム『ああああ』が熱い視線を注ぐ先で、ソノダがゆっくりと這はい出してくる。さらに続いて、光の中央から、どことなく見覚えのある輝く頭頂がにょきりと芽生え……え？　あれ？　これってついさっき見たような……？　と訝いぶかる暇ひまもなく──

　魔法陣から大量のソノダが、まるで巣穴に殺虫剤ざいを噴ふん射しやされたゴキブリのように、次々と這い出してきた！

　ソノダＢが現れた！　ソノダＣが現れた！　ソノダＤが現れた！　ソノダＥが……！

「ぎゃああああああああああああ!?」

　クロトはにげだした！　しかしまわりこまれてしまった！

「にゃああああああああああああ!?」

「わあ、何これブンシンの術？　ソノダさん、ニンジャだったんだ！　サイン下さい！」

「そそそそそ、ソノダさぁぁぁぁぁぁああああああああああん!?」

　喜び勇んで突とつ撃げきしようとするリンの首根っこを掴まえ、錯さく乱らんするクロトを背後に庇かばいながら、カイは涙目で後ずさった。なにこれキモチワルイ！

「ちょっと待て、おかしいだろ！　異世界おかしいだろ！　なんでソノダさんが十人も出て来るんだよ！　なんのためにこんなにいるの、寸分たがわぬソノダさんが!?」

　ソノダーズが気味の悪いほど一糸乱れぬ動きで一斉にカイを見て、声をそろえる。

『合体するためです！』

「合体するの!?」

『八人揃そろったら融ゆう合ごうして、キングソノダになります！』

「わー、すごーい！　見せて見せてー！」

「リン、余計なこと言うな！　いやいいです、今の嘘うそです！　いいですそんな、無理に合体しなくていいですから！　ああああ！　ヤメテ！　ソノダＢの！　首が折れる！」

「まったく、肝きもの小さい男ねぇ。きゃあきゃあ騒さわぐんじゃないわよ、ソノダさんの十人や二十人ごときで……」

　ニーナは事もなげに言い放ちながらソノダの群れを数えていたが、ハッと顔を引きつらせ──

「しまった！　十一人いるわ！」

「帰せよ！　どれでもいいから一人帰せよ！」

「仕方ないわね。ソノダＫ、帰りなさい」

「悪いな、ソノダＫ」

　魔法陣の上に立って、ソノダＫは振り返った。目にいっぱい涙をためて。

「いいんです。だって……私が死んでも、代わりはいるも……」

「帰れ！」

　こうしてお題通り、ハコベとソノダ（×一〇）が揃った。とりあえず二つ目まではあっさりクリアだ。

　どうにか冷静さを取り戻もどしたカイは、抜ぬかりなく周囲の状じよう況きように目を走らせた。残り時間は八分──他ほかの学生たちの許もとには、借りられたがりの町民たちが押し寄せて大混乱が起こっている。まだクジを取るのに手間取っているチームすらある。これなら十分間に合う。

　カイは満を持して、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいる借り物三人娘むすめに向き直った。

「ふ、ふ……。どうだ、これが俺たちの真の力だ！」

「く……！」

　三人娘は悔くやしげにぎりりと歯を鳴らす。

「さあ、残る借り物はあとひとつだ！　リン、最後のお題を！」

「ランチャー！」

　このまま一気に畳たたみ掛ける！　リンが手早くクジを開き、

「次のお題は──『罪に穢けがれた黒き翼つばさを背負いし優等生』！」

「また何つうか、すげぇ香こうばしい注文だな！　しかし、今の俺たちにはおそるるに足りないぜ！　ニーナ、頼む！」

「任せなさい！」

　ニーナが凜りん然ぜんと魔法陣に向き直る。しかしここに到いたり、それまで成り行きを見守っていた三人娘が、ついに動いた。

「キィィィーッ！　こうなったら、直接妨ぼう害がいするまで！」

　吟ぎん遊ゆう詩人が竪たて琴ごとを構えるのを見て、カイは慌あわてて両耳を塞ふさいだ。吟遊詩人の竪琴が奏かなでる音色には、聞く者に幻げん覚かくを見せたり眠ねむりに引きずり込んだりと、特とく殊しゆな効果をもたらすものがある……！

「みんな、耳を塞げ……！」

　カイが注意を促うながす前に。竪琴がせせらぎのように、優やさしく澄すみ渡わたった旋せん律りつを──

『ギュイ────ン！　ギュンギュインギュイン、ギャギャ─────ン！』

「思いがけずメタルな音が飛び出した──────！」

　さらには攻こう撃げき的な曲に乗せて、踊おどり子こが激しく踊り出す！　軽かる業わざ師しがその周囲を巡めぐりながら紙ふぶきを降らせると、観客が歓かん喜きの絶ぜつ叫きようを上げながら殺さつ到とうし、繁はん華か街がいはたちまち野外ステージと化した。吟遊詩人が割れた声で吠ほえる。

「ああ、邪じや神しんの調べが降臨するわ！　甘かん美びなる十じゆう字じ架かの誘ゆう惑わくにひれ伏ふしなさい、愚ぐ民みんどもよォォォオオオオ！」

『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　唸うなる竪琴！　荒あらぶるヘッドバンギング！　シャウトする吟遊詩人！　とっちらかった恥はずかしい歌詞！　オーディエンスのボルテージは最高潮だ！　そして『罪に穢れた黒き翼を背負いし優等生』とかいう中二なお題は、間ま違ちがいなくあいつの仕業だ！

　吟遊詩人は、気持ちよさげに絶叫し続けている。

「……よし、今の内に召しよう喚かんしようか」

　リンとクロトが「うん」と仲良く頷うなずく。

　しかし、そうは問屋が卸おろすわけがなかった。踊り子が、カイの前に立ち塞がる。

「ふふ……まさか、この借り物三人娘のパフォーマンスを素す通どおりしてくれるとはね……恐おそれ入ったわ」

「どけよ。俺たちは『罪に穢れた黒き翼を背負いし優等生』を召喚して、先に進まなきゃならねぇんだ」

「ふっ。あくまで興味のない素振りを装よそおうというわけね。けれどこれを見ても、まだそんなことを言ってられるかしら、坊ぼうや？」

　踊り子は、身構えるカイに向かって上半身を突つき出し、豊満な胸に両手を添そえたかと思うと──

「ほぉら、ぱふぱふ！　ぱふぱふ！」

　カイの目の前で自ら揉もみしだき始めた！

「なっ……!?　なんだ、この不ふ埒らちな技わざはァァァア……っ！」

「おーほほほ！　この妖よう艶えんなぱふぱふを前にして、悩のう殺さつされない男はいない！　私の肉体に心を乱し、倒たおれたチームは数知れず！　さあ、このダイナミックバディの虜とりことなって、仲間割れでもするがいいわ！」

「く……っ！」

　しかしカイはすかさず視線を振り切り、背中を向けた。欲よく望ぼうに負けそうになる己おのれと戦いながら、顎あごにしたたる汗あせを拭ぬぐう。

「ふっ、悪いが巨きよ乳にゆう好きで鳴らした俺も、同じ手に引っ掛かかるほど落ちぶれちゃいないぜ……っ！　ニーナ、こいつには構わず召喚を続け──」

　しかし肝かん心じんのニーナは、踊り子の胸の谷間に釘くぎづけになっていた。

「ニーナァァァァアアア！」

「卑ひ怯きようだわ！　ぱふぱふだなんて、そんな淫みだらな踊りを見せつけられては、ちらちら見てしまうじゃない！　ちらちら見てしまうじゃない!!」

「それちらちらじゃねぇよ、世に言うガン見ってやつだよ！」

「ねえ、どうしたらぱふぱふしてもらえるの!?　あの谷間に、自ら顔を挟はさめばいいのかしら!?　それとも向こうから挟んでくれるのを待てばいいのかしら!?　ああ、誰だれか正しいぱふぱふの作法を教えてちょうだい！　誰か！」

「知るか！　いいから召喚に集中しろ！」

　いつしかズンドコズンドコと力強いリズムを刻みはじめる竪琴。舞まい散る紙ふぶき。汗を飛び散らせながら、全身全ぜん霊れいでぱふぱふする踊り子。それを食い入るように見つめるニーナ。その背後で、名めい刺しを交こう換かんしているハコベとソノダ（×一〇）。

「なんだよ、この絵え面づら……」

　ドン引きしているクロトの横で、リンが叫さけんだ。

「ニーナ、しっかりしてぇ！」

「はっ、そうだったわ！　いけないいけない、私にはリンという恋こい人びとがいるのに！」

「うん、まあ、恋人じゃねぇけどな」

「うるさいカイ、もげろ」

「さっき思う存分もいだだろうが、さすがにもうもがせるモノがねぇよ」

「ならば弾はじけ飛べ」

「でかい口を叩たたいてすみませんでした」

　カイは流れるような動作でその場に額ぬかづいた。土ど下げ座ざがいつの間にか条件反射の域に達していることは不本意であったが、とにかくニーナの注意を引き戻すことには成功した。地べたにひれ伏しながら、カイはここぞとばかりに声を張る。

「さあニーナ、『罪に穢れた黒き翼を背負いし優等生』を召喚するんだ！」

　ニーナは「分かったわ！」と頷くと、流りゆう麗れいな呪じゆ文もんを流れるように詠えい唱しようし──

「出いでよ、異界の住人……！」

　魔ま法ほう陣じんが光を放つ！　──しかし、異世界の住人が召喚される前に。

「うっ……！」

　ニーナが胸を押さえて、その場にうずくまった。魔法陣から光が消え失うせる。

「ニーナ!?」

「どうした、ニーナ！」

　駆かけ寄るカイに、ニーナは荒い息の合間から苦しげに答えた。

「駄だ目めだわ、いくら万ばん能のうな私でも、『罪に穢れた黒き翼を背負いし優等生』だけは……！」

「こんだけロクでもない人たちをさんざん召喚しといて!?」

「違ちがうの、さっきの踊りで、集中力が乱されてっ……」

「くくく」と会心の笑えみを浮うかべている踊り子を悔しげに睨にらみ上げ、しかしニーナはふらりと立ち上がった。

「くっ、負けないわ……あんなふしだらな踊りに、負けてたまるものですか……！」

「ニーナ……！」

「ありったけの力を振ふり絞しぼるわ！　これが最後の召喚──ッ！　出でよ、異界の住人！」

　ひっそりと沈ちん黙もくを保っていた魔法陣が、再び光を取り戻す！

　そして現れたのは──背中に黒い翼を宿した、線の細い少年だった。

「出たぁぁぁ！　よくやった……よく頑がん張ばった、ニーナ！」

　へたり込んだニーナをねぎらい、カイは少年に手を差し伸のべた。

「さあ行こう、『罪に穢れた黒き翼を背負いし優等生』よ！」

　しかし少年は「すみません……」と細い面おもてを伏せると、悲しそうに呟つぶやいた。

「実は僕……劣れつ等とう生せいなんです」

「ピンポイントで外したぁぁあああ！」

　ニーナが顔を覆おおい、「ああっ！」とヒステリックな叫びを上げる。

「何ということ、最後の最後で失敗してしまうなんて！　もうジルがいたら罵ののしりたい！」

「そんな穴があったら入りたいみたいなテンションで!?」

「ジルがいないと、私はもう召喚できないのよ！　定Ｔ期的にジＧルを苛めて得られるドＤＳ力を使い果たしてしまって……！」

「お前の召喚ってそういうシステムになってたんだ!?」

「ＴＧＤが枯こ渇かつすると、私は死ぬのよ！」

「死ぬの!?　っつーかジルは!?　まだニンジャを追い掛けてんのか!?」

「なんか、『新しい作さ務む衣えを調達せねばな！』とかなんとか言って、いなくなったわ」

「ああああ、確かに半はん裸らは問題だけれども！　あいつは肝心な時に限って、常識人っぷりを発揮してくれるなぁ！」

　勝利を確信したのか、借り物三人娘が勝ち誇ほこったように笑しよう声せいを上げながら立ち去る。

「おーほほほほ！　いいザマね！　さてと、私たちはゆっくり借り物を探すとするわ！　坊やの引いてくれたクジでね！　おーほほほほ！」

　その背中を追うこともできず、カイはその場に崩くずれ落ち、拳こぶしを地べたに打ち付けた。

「くそぉぉぉっ、ここまで来て……っ！」

「ご期待に添えず、すみません……。僕なんか成績も悪いし、遅ち刻こくの常習犯だし、先生には毎日のように怒おこられるし……結局、誰の役にも立てやしないんだ……」

　目に涙なみだを溜ためて俯うつむく少年の頭を、リンがよしよしと撫なでる。

「元気を出して！　私も同じだよ、仲間だね！」

「でも僕、テストだって、いつも一ひと桁けたなんですよ……？　信じられないでしょう？」

「ふふっ、いいこと教えてあげる！　そういう時はね、『そうか、これは十点満点のテストだったんだ！』って妄もう想そうの世界に逃にげ込むと、幸せになれるよー！」

「今日も宿題を忘れた罰ばつとして、この『罪に穢けがれた黒き翼つばさ』を背負わされて……」

「その翼って罰なの!?　カッコイイ！　私も背負いたい！」

「あ、背負ってみますか？　どうぞ」

「わーい、ありがとう！」

「そこ、意気投合するな！　っつーかその翼って着ちやく脱だつできるのかよ!?」

　息も絶え絶えなニーナに目を遣やり、カイは呻うめいた。

「くっ、これ以上ニーナに負担を掛けるわけにはいかねぇし、一体どうしたら……！」

　本当に惜おしかった、この少年が優等生でさえあったら……！　そこまで考えて、はっと目をみはる。

「そう、そうか……！」

「どうした、カイ・アンバー!?　何か思いついたのか!?」

　すがり付いてくるクロトの肩かたを、カイは力任せに掴つかんだ。

「痛っ！　なんだよ!?」

「俺たちで作り上げるんだよ、クロト……！　『罪に穢れた黒き翼を背負いし優等生』を！」

「つ、作り上げる？」

　カイは「そうだ」と噛かみ締しめるように頷いて、リンが今まさに背負わんとしていた翼を取り上げると、クロトにバッサァ！　と押し付けた。

「クロト、お前が背負うんだ！　この翼を！」

「はあああ!?　お、おおおオレ!?　なんでだよ!?　いやだよ恥はずかしい！」

「頼たのむ、お前にしかできねぇんだ！　現役優等生である、お前にしか！」

「や……やだやだやだやだ！　絶対いやだ！　だったらカイ・アンバーが背負えばいいじゃねーかっ！　元は優ゆう秀しゆうだったんだしっ……！」

　しかしカイは「ばッかやろう！」と、首がもげる勢いでかぶりを振った。

「今の俺が優等生だなんて、冗じよう談だんでも通用すると思うか!?　一学期ならまだしも、勇者候補筆頭の聞こえ高い神童から救いようがない劣等生まで、見る影かげもなく落ちぶれたんだぞ！　それでもお前、俺にこの翼を背負えと言えるのか!?　言えるのかよ、ええ、おい!?」

　あれ？　力説しているうちに、なんだか視界がぼやけてきたぞ？　クロトも申し訳なさそうな表情で、おもむろに翼を背負い始めたし……。もしかして、気を遣つかわせちゃった？　ねぇ、俺、お前に気を遣わせちゃった？

　華きや奢しやな背中に不ふ釣つり合いなほど壮そう麗れいな翼を宿して、クロトは恥ずかしげに目を伏ふせた。

「ど、どうかな……」

「まあクロちゃん、可愛かわいいわ！　とっても似合っているわよぺろぺろさせてぺろぺろ！」

「わあっ！　すごいよ、クロトちゃん！　カッコイイし素す敵てきだし、スタイリッシュでエキサイティングで、あと、とってもイソフラボン！」

「い、イソフラ……？」

　クロトの頬ほおがほんのり上気しているのを、カイは見み逃のがさなかった。よし、まんざらでもなさそうだ！　 このまま褒ほめちぎってその気にさせるぞ！

「クロト、お前マジでイケてるよ！　黒い翼が似合いすぎて怖こわいくらいだぜ！　ガイアがもっと輝かがやけとお前に囁ささやいてるぞ！　ほらクロト、言ってみ？　『これが、我が背負いし原罪の重さか……』って言ってみ？」

「……『こ……これが、我が背負いし……』」



    

  
    
      「フゥーウ！　いいぞ！　キマッてる！　まるで堕だ天てん使し！　まるでこの世のすべての悲しみを背負って、体育祭という劇場に舞い降りた堕天使！」

「そ、そんなわけあるかよ、バカ……」

「いやマジで似合いすぎだって！　っつーかお前、リアルに堕天使なんじゃねぇ!?　なぁーんつって──」

「……まぁ、オレも薄うす々うす、そうじゃねーかなー、とは思ってたんだけどよ……」

「思ってたんだ!?　それはどうなんだろう!?」

　ヤバい、褒め過ぎた！　しかしまあ、ともかくその気になったようで良かった！　いや、良かったのか？　ちょっと取り返しのつかない病やまいに目覚めさせてしまったような気もする。けどまあ、これで借り人の条件は揃そろったわけだな！

「ニーナ、よく頑張った！　必ず助けに戻もどって来るから、ここで待ってろよ！　あと、罪に穢れた黒い翼を失った劣等生くんは、元の世界に帰してやってくれ！」

「分かったわ！」

　リンが満面の笑みで、白いゴールテープを指差す。

「よーし、ゴールを目指そう！」

　カイとリンは、にゅるんとしたハコベ、ソノダの群れ、そして物もの憂うげな微笑ほほえみを浮かべる堕天使を連れて、アイリスの許もとへと突つき進んだ。堂々とゴールテープを切る。

「わあ、カイくん、なんだかすごい面子メンツですねぇ！　先生、危あやうく警備隊に通報しちゃうところでしたよ！」

　アイリスがメモと借り人を見比べて、お題がきちんと果たされているかどうかを検分し──そして、にっこりと微笑んだ。

「おめでとう、クリアです！」

「よっしゃぁぁぁあああ！」

　三人はぱぁんっ！　と手を打ち合わせた。

　ついにここまで来た！　残るは最終決戦……優勝まであと一歩！

　しかし、カイはまだ競技で右往左往している学生の群れを振り返った。ここからが一仕事だ……借りは返さなくては！

「さあ、最後の仕上げだ！」

　カイはポケットから取り出した手帳を破ると、万年筆を走らせた。その紙切れを、クロトの手に握にぎらせる。

「クロト頼みがあるんだ！」

「頼み、か……」

　クロトは自らを抱だき締めるように両りよう腕うでを身体からだに巻き付けながら、ふっと悲しげに瞳ひとみを伏せた。

「人の業ごうとは、かくも深いもの──良かろう、貴様の切なる願い、我が聞き届けよう」

「あ、うん……あれ？　お前、ちょっとキャラ変わった？」

　戸と惑まどいつつ、カイはクロトの耳に口を寄せると、作戦を打ち明けた。







　その頃ころ、借り物三人娘むすめは借り物探しに躍やつ起きになっていた。

「くっ……結局、クロトたちを取り逃がしてしまった！　これで自分たちまで敗退したら、元も子もないわ。こんな割に合わない依い頼らい、引き受けるんじゃなかった！」

　軽かる業わざ師しが手元のクジを読み上げる。

「あと一人は、八百屋の主人……これなら楽勝だわ！」

　その時、一いち陣じんの風が吹ふき荒あれた。

「ひッ……!?」

　三人娘の目の前に、ひらひらと黒い羽根が舞まい落ちる。

「なっ……！　お、お前は……！」

　彼女たちの許に降臨したのは、漆しつ黒こくの翼を背に宿した、罪深き堕天使の姿であった。

「未まだ現世に彷徨さまよっていたか、人の子よ……我々は既すでに白き終しゆう焉えんの糸を裂さいたぞ（まだこんなところでウロウロしてんのか？　オレらはとっくにゴールテープを切ったぜ！）」

「く、クロト・ラインフォール!?」

「ふ……それは現世に繋つなぎとめられし、我が仮の肉体を呼こ称しようするための記号でしかない。今はこう呼ぶがいい。悲しき定めを蒼あおき血脈に刻まれし、堕おちた天使──と！（今は堕天使くんって呼んでくれよなっ！）」

　その様子をゴールから見守っていたカイは、痛つう恨こんの呻きを漏もらした。

「あいつ、すっかり堕天使に目覚めちまったな……」

「うん。あの翼って、装備したら堕天使になっちゃう呪のろいのアイテムだったのかなぁ？」

　薄々気付いてはいたが、やはりクロトは雰ふん囲い気きに流されやすいらしい。行きがかり上仕方がなかったとはいえ、そんなクロトをすっかり中ちゆう二に病びよう患かん者じやに仕立て上げてしまったことに、罪悪感を禁じ得ない。でも、ちょっと面おも白しろい。

「さあ、愚おろかなる人の子よ！　見るが良い、その手に握られし、汝なんじらの運命を定めし黙もく示し録ろくを──！（お前らのクジを見てみな！）」

　三人娘は、軽業師が手にしたメモに視線を滑すべらせ──一いつ斉せいに目を剥むいた。

「ぜ、『絶対にすべらない話が出来る人』だとォッ!?」

「いつの間に!?　さっきまでは、確かに八百屋の主人だったはず……はッ！」

　心当たりのある軽業師が、真っ先に思い当たったらしい。その目元が引きつった。

「まさか、お題をすり替かえられた……!?」

「ふ……。蒼き疾しつ風ぷうの血を受け継つぎし我が神技の前に、運命の等価交こう換かんなど朝あさ餉げよりはるか古いにしえの歴史（オレの素早さをもってすれば、紙切れをすり替えるなんて朝飯前とか、なんかそんな感じさ！）」

「あいつ、だいぶ支し離り滅めつ裂れつになってきたぞ。大だい丈じよう夫ぶなのか」

　カイの心配をよそに、吟ぎん遊ゆう詩人だけが、「やだ、カッコイイ……」と、クロトのクレイジーでエレガントな堕天使っぷりに酔よいしれている。またクロトのファンが一人増えたな。

「クロトー、そろそろ戻ってこーい、二重の意味で」

　カイが呼びかけると、クロトはどことも知れぬ虚こ空くうに、憂うれいを含ふくんだ笑みを向けた。

「ふ、そう急せかすな。分かっている、我が天へと還かえる刻ときが、迫せまりつつあるということはな……（もうお別れだぜ！）」

　黒に染まりし堕天使は、ばさりと翼を翻ひるがえす。そしてクッと悲しげに目元を歪ゆがませ、

「貴様らが二度と罪を重ねぬよう、祈いのりゅ……！（二度とこんなことすんにゃよ！）」

「噛んだぞ、あいつ最後の最後で台詞噛んだぞ」

　クロトは漆黒の羽根を散らしつつ、その場を去った。

　残された三人娘たちは右往左往している。

「す、すべらない話が出来る人！　すべらない持ちネタがある人、いませんか！」

　しかし協力的だったはずの町民たちが、ここに来てこぞって目を逸そらした。

　狙ねらい通りの展開に、カイは会心の笑みを浮うかべる。借り物を妨ぼう害がいしたいのならば話は単純、借りられる側のハードルを上げればいいのだ。絶対にすべらない話などという無茶振ぶりにも程ほどがあるお題、誰だれも手を上げたくはあるまい。クジをすり替えられた経けい緯いとて、そちらも探さぐられれば痛い腹、おめおめ告発できないだろう！　残念だったな、借り物三人娘！

　カイは風に髪かみをなびかせ、つかの間の栄光を噛み締める。俺たちは勝った、勝ったのだ！　罪に穢けがれ、地に堕とされた、悲しき堕天使を生み出しながら──！

「おいクロト、よくやったな！」

　労いたわるつもりで勢いよく振り返ると──クロトは両手に顔を埋うずめてうずくまっていた。蚊かの鳴くような声で言うことには、



「…………死にたい……」



　どうやら台詞を噛んだ拍ひよう子しに我に返ったらしい。

　カイはその細い肩かたに手を置くと、耳元で優やさしく囁いた。

「クロト、良かったよ。まじイケてたって。まるで悲しき定めを蒼き血脈に刻まれ、天すらも陶とう酔すいさせる──堕天使」

「やめろぉぉぉぉおおおおお！」

「そうだよクロトちゃん、とってもかっこよかったよ！　去り際ぎわの台詞なんて、最高に痺しびれたよ！　『貴様らが二度と罪を重ねぬよう、祈──』！」

「よせぇぇぇええええ！　傷をえぐるなぁぁああああああ！」

　クロトは水みず揚あげされた魚のようにのたうち、地べたにびたんびたんと額を打ち付けている。この一件は、彼の心に永遠に黒歴史として刻まれることだろう。

「えぐっ、えぐっ……もうヤダよ……お前ら変だよ、おかしーよ、なんでいつの間にかオレまでペースに乗せられてんだよ、オレは優等生じゃなきゃいけないのに、もうヤダよ、お前らなんなの、なんか自分を見失いそうになるよ、怖いよぅ……」

　クロトはしゃくりあげながら、手で顔を拭ぬぐっている。過程はどうあれ勝てたのだから良いだろうに。こいつ根っから真ま面じ目めな奴やつなんだなぁと、カイはしみじみその姿を眺ながめた。

　と、リンが死んだ魚のような目をしているクロトの手を掴つかんで、天に掲かかげる。

「よーし、残すは水上騎き馬ば戦せんだよ！　チーム『ああああ』、この調子で優勝しちゃうぞーっ！　おーっ！」

　これで三番目の刺し客かくも、無事に仕留めた。残る競技はいよいよあとひとつ。

　カイは、次の競技に進出した学生たちの中からこちらを睨にらみ付けているミハエルに気付いた。彼らも勝ち残ったようだ。二学年首席の実力は、伊だ達てではないということか。

　首をもたげ、真っ向からその視線を受ける。カイとミハエル、それぞれの視線が、二条の雷いかずちのごとく交こう錯さくした。

　次はいよいよ最終決戦。自分の手を汚よごさず、金に飽あかせて他人を潰つぶそうとするような卑ひ怯きような輩やからに、誰が屈くつするものか。俺たちは絶対にお前を下し、優勝してみせる！　カイは爪つめが食い込むほどに固く拳こぶしを握った。

　そう、俺たちの戦いは、これからだ……！







　──戦いじゃありませんでした、お昼ご飯でした。調子こいてすみませんでした。

　新しい作さ務む衣えに身を包んだジルと合流して、総勢五人になった一行は、お昼スポットのひとつである公園に来ていた。

　休日にはピクニックに訪おとずれる人々で賑にぎわうだけあって、なだらかな斜しや面めんには柔やわらかい芝生しばふが生えそろい、降り注ぐ陽光が気持ちいい。

　ニーナとジルが屋台を組み立てる横で、カイはプログラムを広げた。

「おーし、順調に勝ってるな！　案外、このままあっさり優勝まで行けちゃうんじゃね」

「うん！　カイがニーナにごぼうを刺さそうとした時には、どうなることかと思ったよー」

　気を抜ぬいてはいけないと思いつつ、ついつい頬ほおが緩ゆるんでしまう。最弱の落ちこぼれと目されていた自分たちが、ついにここまでのし上がってきたのだ。

「次は水上騎馬戦か！」

「お昼ご飯を食べ終わったら、水着に着き替がえなきゃね！」

「あー。プールの更こう衣い室って、狭せまいしカビ臭くさくていやなんだよなー」

「でもプールに入るの、夏休み以来だから、とっても楽しみだよー！」

　浮かれる二人をよそに、クロトは一人、思い詰つめた顔をしている。

「な、なぁ、昼飯の前に、作戦立てようぜ……？」

「え？　別に、飯食ってからでいいだろ。腹が減ってはなんとやらっつーだろ？」

「だって、次が最終競技だし……お前らふざけてばっかりで、不安なんだもん……」

「なんだよ、そんな辛しん気き臭くさい顔して！　これまでも何とかなってたろ？　楽勝、楽勝！　あ、それとももしかして、さっきの失態、まだ気にしてんのか？」

「そっ、そんなんじゃねーよ！　ただオレは、絶対に負けるわけにはいかねーんだ！　お前らみたいにへらへらしてられねーんだよッ！」

　ひどくこわばったクロトの顔を見み詰つめ、カイは眉まゆをひそめた。

「……っつーかクロト。お前、夏休み明けから思ってたんだけど、何でそんなに優等生ぶってんだよ？　今回も、妙みように優勝にこだわるし……。なんだ、優勝しなきゃ地じ獄ごくに堕おちる黒き定めでも背負ってんのか？」

「ち、違ちがっ……！」

「じゃあもっと肩の力抜けよ、そんな怖こわい顔してたら、勝利の女め神がみも逃にげてくぞ？」

「だから、オレは……っ！」

　声を荒あららげるクロトの服の袖そでを、リンがついついと引っ張る。

「ね、クロトちゃん、ご飯食べよう？　みんなでおいしいご飯を食べたら、きっと元気が湧わいてくるよ──」

「っ、なんでお前ら、そんなにお気楽なんだよ!?」

　リンが言い終えるのを待たず、クロトはその手を乱暴に振りほどいた。

「クロトちゃん……？」

　クロトが、驚おどろくリンをねめつける。その顔には、思い詰めたような表情が浮かび、手は関節が白く浮くほどに、きつく握にぎり締しめられていた。

「なんなんだよ、お前ら！　いつもふざけて、おちゃらけやがって、ばかじゃねーの!?　オレはお前らとは違うんだ！　この体育祭だって、絶対に勝たなきゃいけないんだよ！　じゃなきゃ……っ、じゃなきゃ、兄ちゃんの──！」

　クロトの言葉半ばに。

「！　クロトちゃん、危ないっ！」

「うわッ！」

　唐とう突とつに飛び出したリンに突つき飛ばされて、クロトが芝生を転がる。小さな音がひゅっと空気を切り裂さくと同時、さっきまでクロトが居た場所に、一本の矢が突き立った。

　カイはクロトを背にかばうが早いか、周囲に目を走らせた。

「くそ、刺客だ！　競技外で狙ってくるとは……っ！」

「まあ、なんて無ぶ粋すいなのかしら!?　私のハーレム……じゃなかった、楽しいランチタイムを台無しにするなんて！　ジル、犯人を探し出して、懲こらしめてやりなさい！」

　ジルが「任せろ！」と吠ほえて、矢が放たれたと思われる方角へと駆かけ出していく。

　カイは油断なく辺りに目を配りながら、低く呻うめいた。

「どこから狙われてるかわからねぇ、絶対に一人になるなよ、クロト！」

　しかし、返事はない。

「……クロト？」

　振り向くと、クロトは地面に突き立った矢を、じっと睨み付けていた。その唇くちびるから、「……なんで……」と震ふるえる声が、ぽつりと落ちる。

「なんでみんな、邪じや魔ますんだよ……オレは、オレは──っ」

　その顔に浮かんだ表情に、カイは息を詰めた。クロトは歯を食いしばっていた。青い瞳ひとみいっぱいに、涙なみだを溜ためて。

「クロト……、っ！」

　声を掛かけようとした瞬しゆん間かん、思いっきり突き飛ばされて、カイはよろめいた。身体からだを立て直しつつ、公園の出口へと向かうクロトに、慌あわてて声を張る。

「おい、クロト！」

　呼びかけても、クロトは歩みを止めない。ただちらりと横顔を見せ、短く吐はき捨てる。

「……水着に着替えてくる。また後でな」

「ちょっと待てよ、クロト！　おい！」

「うるせー！　ついてくんな！」

　割れた声で怒ど鳴なられ、カイは眉をひそめた。まるですべての干かん渉しようをはね除のけるかのような、切せつ羽ぱ詰つまった声こわ音ね……それでも、いや、だからこそ放ほうっておくわけにはいかない。カイはクロトを追おうと大きく踏ふみ出し──

「カイ！」

　思い詰めたような声に呼び止められて、振り返った。

「あ？」

　カイを呼び止めたリンは少しの間、眉を下げて立ち尽つくしていたが──ややあって、小さく首を振る。

「……ううん。クロトちゃんのこと、お願い！」

「ああ」

　カイはリンとニーナに背を向けて、クロトの小さな背中を追った。



    

  
    
      　第六章　ドキッ☆女だらけの水上騎馬戦！

　　　　　ぽろりもあるよ！（胸パッド的な意味で）






　クロトの後を追って、カイは学園のグラウンド脇わきへと来ていた。校舎を後にしたのはつい今朝のことだが、朝礼台を設しつらえたグラウンドの光景が、すでに懐なつかしくすらある。

「ったく、あいつ、なにいじけてんだか……。あんなガチガチに力入ってたら、勝てるもんも勝てねぇだろうが……」

　とぼやきつつ、カイは内心反省していた。何か背負い込んでいるようなクロトの荷を少しでも降ろしてやりたかったのだが……逆効果になってしまったようだ。

　クロトは建物の隙すき間まをすり抜け、校舎裏へと向かう。カイがその背中を追って出た所にあったのは、細長い建物だった。

「部活棟とう……？」

　部室や物置として使われている別べつ棟むねである。正面には無愛想なドアが並び、ちょうどそのひとつが閉まるところだった。一番手前の、体育用具置き場になっている部屋だ。

「着替えるなら、プールの更衣室でいいだろうが……こんなひと気のない所に、一体何の用だ……？」

　そう呟つぶやきつつドアに付いた小窓から覗のぞくと、すりガラスの向こうで、蠢うごめく影かげがある。

「いたいた」と安あん堵どの溜ため息いきを吐いて、カイは何のためらいもなく扉とびらを開いた。

「おい、クロト。なに怒おこってんだよ。危ないから一人になるなって──」

「……え？」

「……え？」

　ドアノブを握ったままの姿勢で、凍こおり付く。

　そこには大きな目をぱちくりと瞬まばたかせているクロトの姿があった。その手からは、なぜか幅はば広びろの長い布を垂らし、上半身は裸はだかで──

「…………」

　きめの細かい滑なめらかな肌はだ。丸みを帯びた肩かた。折れてしまいそうに細い腕うで。そしてふっくらと盛り上がった、白い双そう峰ほう──

　カイの目の前に惜おしげもなく披ひ露ろうされていたのは、紛まごうことなき、女の子の身体で──

「う、う、う………うわあああああああ!?（く、クロ、クロトっ……な、ななななななんでお前……!?　え!?　え!?　えええええッ!?）」

「うわあああああああ!?（か、かかかカイ・アンバー!?　どうしてここにっ!?）」

「うわあああああああ!?（ご、ごめっ、つーかお前、む、胸ねねねっ……!?）」

「うわあああああああ!?（はぁぅあ!?　み、見るな、ばかぁぁぁぁああ！）」

「うわあああああああ!?（うわああああああああああああ!!）」

「うわあああああああ!?（うわああああああああああああ!!）」

　クロトは蒼そう白はくになって背を向け、カイの目から庇かばうようにぎゅっと自分の身体を抱だき締める。カイも我に返って、慌てて顔を背そむけた。クロトの上うわ擦ずった声が上がる。

「み、見たか……!?」

「い、いや、見てない見てない、見てないぞ！　お前が女だということはっ！」

「見たんじゃねーかっ！」

「あ、わ、わわわわ悪い、そのっ……まさか、そんな……っ」

　そうか、これがミハエルが握っているという、クロトの秘密──こいつ性別を偽いつわって、ユースタシア学園に入学したのか!?　こんなんバレたら、一発で退学だぞ……！

　カイがごくりと唾つばを飲みこんだ時。

「おい、こっちからクロトの声がしたぞ！」

「!?　や、ヤバいっ！」

　野太い男の声を聞き付けるや否いなや、カイは床ゆかに散らばった服やさらしをかき集め、クロトの腕を掴つかんで、開いていたロッカーに飛び込んでいた。

「な、なにしやがる……っ！」

「いいから静かにしてろッ！」

　カイが力任せにロッカーの扉を閉めるのと、刺し客かくらしき二人組が部屋に駆け込んでくるのは、ほとんど同時だった。

「おかしいな、確かに声がしたと思ったんだが……」

「くそっ、一体どこに行ったんだ。さっきから筋肉ムキムキのおっさんが妨ぼう害がいしてきて、ろくに接せつ触しよくできやしない！」

　間違いない、ミハエルの取り巻きだ。追っ手のひとりが部室を荒あらし始めた、その時。

「クロトの奴やつがここに？　本当に見たのかね？」

　刺客たちの黒幕──ミハエルが入ってくるのを、カイは息をひそめて通つう気き孔こうから見守った。いよいよ業ごうを煮にやして、自ら乗り出してきたというわけか。

「まあいい、隠かくれているかもしれない、捜さがそう。君は外で見張りに立っていたまえ」

「うっす！」

　手下その１が外へ出るのを見送りながら、ミハエルは吐き捨てた。

「それにしても、クロトの奴……ここまで僕をコケにしてくれるとはね！」

　いらいらと爪つめを噛かむミハエルに、シートをめくりながら、手下その２が問いかける。

「でもミハエルさん、なんでそこまでクロトを毛け嫌ぎらいするんですか？」

「なぜ!?　決まっているだろう、ド庶しよ民みんの一年生がこの僕を差し置いて頂点に立つなど、許せないのだよ！　ましてや女子学生にチヤホヤされて、いい気になりやがって──それも、女のくせに！」

　触ふれ合った肌から、クロトがびくりと身を強こわ張ばらせるのが伝わってきた。件くだんの相手がロッカーに潜ひそんでいるとも露つゆ知しらず、ミハエルは自じ慢まんの金きん髪ぱつをかきむしる。

「強く美しい者こそが、頂点に君臨するべき──それが僕の美学！　それを、あんなチビで貧ひん弱じやくな一年生が、世界でもっとも美しいこのミハエル様を差し置いて優勝しようなど、思い上がりも甚はなはだしい！　女のくせに生意気なっ！」

　爪を噛みながら呻くミハエルの瞳には、怪あやしい光がぎらついていた。

「クロトの奴め、このまま大人しく引っ込めば勘かん弁べんしてやるつもりだったけれど、こうなったら徹てつ底てい的に潰つぶすまで気が済まない！　次の水上騎き馬ば戦せん、どんな手を使ってでも叩たたきのめす！　そして二度と這はい上がれないよう──そう、そうだよ、僕が優勝した暁あかつきには、表ひよう彰しよう式しきの壇上から、あいつの秘密を暴ばく露ろしてやるのだ、それがいい……！　ふ、は、ははは、きっと最高のショーになるよ、さぞかし胸がすくだろうねぇ！　はーっはっはっは！」

　ミハエルは足元に転がっていたボールを力任せに蹴けり、壁かべに当たって跳はね返ったボールに顔面を直ちよく撃げきされて、「いたたたた！」と悶もん絶ぜつする。

「ちくしょう、僕の顔が！　これも全部あの疫やく病びよう神がみのせいだ！　絶対に許さないーっ！」

　その一部始終を通気孔から見守っていたカイは、「あ、アホすぎるー……っ！」と心の中で叫さけんだ。クロトが自分より人気があるのが気に食わない？　なんという身勝手な理り屈くつだ。こいつが強いのも、他ほかの学生たちから好意を寄せられるのも、こいつ自身が頑がん張ばった結果だろうが！　それをひがんで叩き潰そうなど、八つ当たりもいいところだ……！

　こんな奴に負けるなよ、クロト……！　と、カイはクロトを見下ろし──硬こう直ちよくした。

　俯うつむいたクロトは、青く透すき通る瞳ひとみに涙を溜め、首まで真っ赤になっている。

　えっ、なにこの柔やわらかくていい匂においのするすべすべした生き物……って、こいつ裸だったァァァァアアア────！

　慌てて両手を上げようとしたのが、完全に裏目に出た。

　カイの指先がふにっとした柔らかい塊かたまりをかすめ、クロトの口から甲かん高だかい声が漏もれる。

「きゃ……！」

「お前っ……！」

　青ざめながらクロトの口を塞ふさぐ。が、努力虚むなしく、「ん？」というミハエルの声が、扉とびら越ごしに聞こえてきた。

「何か声がしなかったかい？」

「え？　そうですか？」

「ああ。確かにあの辺りから……あのロッカーか……？」

「……ッ！」

　心臓が、破れそうなほど速く強く、鼓こ動どうを打つ。

　ミハエルがロッカーに手を掛かけようとしたその時、外で見張りに立っていた手下その１が駆かけ込んで来た。

「た、大変ですミハエルさん！　例のおっさんが来ました！」

「くっ!?　一体何なんだ、あのマッチョな男は!?　やむをえない、撤てつ収しゆうするぞ！」

　ミハエルたちの足音が遠ざかり、部屋が完全に静せい寂じやくに包まれるのを待って、カイはバン！　とロッカーの扉を開いた。深々と息を吐はきながら、胸むねを撫なで下ろす。

「良かった、危ないところだったな、クロト！」

　そう言って満面の笑えみでクロトを振ふり返かえり──だからこいつ裸なんだったァァアアア！

「こ、こここっち見んなバカぁッ！　っつーか、何でお前まで一いつ緒しよに隠れたんだよ!?　バカじゃねーの!?」

「し、仕方ねぇだろ、テンパってたんだからっ！　は、早く服着ろ！」

　カイが慌あわてて背を向け、裏返った声で「じゃ、じゃあ、俺は先に行ってるから！」と告げ、出口へ向かおうとした時──上衣の裾すそを掴まれた。背後から、ぽつりと小さな声が上がる。

「……さらし巻きなおすの、手伝えよ」

「え、さ、さらし？　ああ、この帯か……。でも、手伝うって、どうやって……」

「布の端はし、持ってるだけでいいから。……こっち見たら殺すかんな！」

「あ、ああ……」

　カイが目を閉じて突つっ立っている内に、クロトは慣れた様子でくるくると回転しながら、器用にさらしを巻いていく。こいつ、細くてちっこいのに、胸はけっこう豊かだったな……さらしで潰すのもったいな──あ、いやいや、何考えてんだ、俺……！

　邪じや念ねんを振り払はらって、カイは一層きつく目をつむった。静寂の中、衣きぬ擦ずれと互たがいの息いき遣づかいだけが聞こえる。湿しめった沈ちん黙もくが重くのしかかってきて、カイは耐たえ切れずに口を開いた。

「……クロト、お前……なんで男の格好なんかしてんだ……？」

　返事はない。やはり踏ふみ込むべきではなかったか。カイが反省し、物言わぬさらし持ち機に徹てつしようと、さらしを持つ手に力を込こめた時。

「……オレの名前、さ……クロトっていうの、これ、兄ちゃんの名前なんだ……」



    

  
    
      「え……？」

　思わず目を開く。クロトの青い瞳が、カイをまっすぐに射い貫ぬいていた。

　慌てて顔を背そむけたカイの鼓こ膜まくを、震ふるえる小さな声が、衝しよう撃げきとなって殴なぐりつける。

「──オレの兄ちゃん、魔ま物ものに殺されたんだ……」

「……！」

　カイは声を失った。と同時に、夏休みにクロトが見せた、魔物への敵意を思い出していた。だからこいつ、あんなに魔物のことを憎にくんでいたのか……。

「兄ちゃん、勇者を目指してたんだ。勇ゆう敢かんで、すっごく強くて、優やさしくて……勉強も剣けん術じゆつも、いつだって何でも一番だった。オレ、そんな兄ちゃんのこと……大好きだったんだ」

「…………」

「兄ちゃん、いつかこの学園に入って、世界で一番強い勇者になるんだって、よく嬉うれしそうに聞かせてくれた──でも、ついにユースタシア学園に入学が決まって、いよいよ故郷を離はなれようっていう日に……魔物に殺されちゃった」

　行き場のない怒いかりや悲しみが堰せきを切ったように、クロトの口からほとばしる。

「だからオレ、決めたんだ……兄ちゃんの名前を背負って、兄ちゃんが果たせなかった夢を、代わりに叶かなえようって！　オレはっ、クロト・ラインフォールは、優ゆう秀しゆうじゃなきゃいけないんだ、世界一強くなくちゃいけないんだっ……兄ちゃんみたいに、何でも一番でいなくちゃ──だからこの体育祭だって、オレは絶対、絶対優勝しなきゃいけないんだ！」

　小さな身体からだを振り絞しぼるような涙なみだ声ごえに、カイの胸が痛みを訴うつたえる。こいつ、あれほど優勝にこだわってたのは、こんな理由があったからなのか……。華きや奢しやな背中に、細い肩に、背負いきれるものではない重圧を……こいつは、たった一人で抱かかえ込んで──

「って……なんでオレ、こんなこと、お前にしゃべってんだろ」

「クロト……」

　クロトはぐすっと鼻を鳴らすと、少し声のトーンを落として、ぽつりと呟つぶやく。

「……でも、まさか、女だってバレてるなんて……。あいつ、優勝したら、みんなの前でバラすって言ってた……。オレ、このままあいつに、辞やめさせられちゃうのかな……」

「そんな、こと……」

　一度大きく深呼吸をして、カイはゆっくりと口を開いた。

「……そんなこと、させねぇ──させてたまるかよ。こんなところで、あんな奴に、お前の夢が奪うばわれていいわけがない。何としてでも、あいつの優勝を阻そ止しする……絶対に、お前を一番にさせてやる……！」

　けれど、と──カイの胸に、ふと疑問が兆きざした。

　なんでも一番でなければならない、優秀でいなければならない──本当にそうなのだろうか？　亡なき兄を一心に慕したうクロトや、クロトの兄を否定するわけではない。けれど……そう、かつての自分も同じだった。自分が抱いだく『勇者像』にがんじがらめにされて、気が付けば、勇者になるということの本質を見失っていた。

　言いようのない塊が、喉のどに引っ掛かる。カイはさらしを持つ手に力を込めた。そう、まるで、クロト自身が抱いた『勇者像』が、クロトの胸を押しつぶしてしまっているような──

　と、手からさらしを取り上げられた。ごそごそと衣きぬ擦ずれの音がして、「終わった。行こう」と声が掛かる。

　顔を上げると、そこには海パンにフード付きの上着を着用した、クロトの姿があった。豊かだった胸は、見事に平らになっている。

　クロトの顔に、動どう揺ようの色はかけらもない。そこにあるのは悲しいほどに完かん璧ぺきな、優等生の仮面だった。

「……っ」

　カイは自分の頬ほおを叩いて、気合を入れ直した。集中力を乱すな、今はとにかく戦い抜くことだ。そして必ずクロトの悲願である優勝を叶え、ミハエルの企くわだてを阻止してみせる──！







　体育用具置き場を出て、眩暈めまいがするほど眩まぶしい陽光の中、プールへと向かう。

「えーっ、クロトくん上着着てるよぉ、残念─」

「クロトくんの水着姿が見たかったよぉ」

　女子たちの落らく胆たんの声を突っ切きって、カイとクロトは、水着に着き替がえたリンとプールサイドで合流した。

「あっ、二人とも遅おそいよー！　心配しちゃったよ？」

　カイは「あー、すまん」と詫わびながら、目を眇すがめた。リンの雪のような肌はだを縁ふちどるのは、学園指定のシンプルな水着だ。腰こしに下げた剣けんがやはり浮ういているが、このミスマッチさが逆にどこか艶なまめかしい。……けど、変だな、こいつこんなに胸あったかな……？

「……それにしても、なんでわざわざ水上騎馬戦なんだろうな？」

　腰まで水の張られたプールを見み渡わたして、ひとりごちる。『水上騎馬戦でポロリ！』は、確かに男のロマンだけど……？

　と疑ぎ問もん符ふを浮かべるカイの許もとに、答えの方が音速で突とつ進しんしてきた。

「カイくぅぅん！　いいですよ、いい身体つきです！　欲を言えば海パンじゃなくてビキニが良かったかなっ！　でも着やせする体質ふぉぉお！　あ、騎き馬ばの助すけっ人とにはぜひジルくんを起用してくださいねっ！　この競技はそのために盛り込んだようなもので……！」

「先生、俺は心配です。ごく個人的な趣しゆ味みで職権を乱用しまくって、あなたの教師生命は果たして大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか」

　アイリスは律りち儀ぎに水着を着こんでいる。おかげで今にも弾はじけそうな肉体が、むにむにと身体に絡からみ付いてきた。ああ、先生……あなたのその変わった趣味さえなければ、年上巨きよ乳にゆう好きの俺は手放しで喜べるんですが！

　カイの胸むな板いたを撫で回して満足げに監かん視し台に戻もどって行くアイリスを見送りながら、カイは唸うなった。アイリスの言う通り、騎馬戦は四人一組だから、再び助っ人を請こうことになる。残念ながら、ジルはよほど刺し客かくを深追いしているのか、まだ姿が見えないし──

　カイは首を巡めぐらせて、プールサイドに鈴すずなりになった観衆の一角に声を投げた。

「ニーナ、助っ人頼たのめるか！」

「えっ!?　助っ人だなんて、そんな、そんなっ──！」

　ニーナが髪かみを振り乱しつつ華か麗れいにメイド服を脱ぬぎ捨すてると、太陽の下もとに、非の打ちどころのない水着姿が現れた。

「急に言われても、困るじゃないの──ッ！」

「そうだよな、困るよな！　でも思いのほか準備万ばん端たんだったわ！」

　ツッコミながらも見み惚とれてしまう。白ビキニという大だい胆たんな選せん択たくに、心からの賞賛を送らざるを得ない。水着を突き上げる上向きのバストに、きゅっとくびれた腰。もはや神に祝福されし造形美といっても過言では──！

「ど、どうかしら、カイ！」

「えっ!?」

　不意打ちで感想を求められ、カイは慌てて、至高の肢し体たいから視線を引き剥はがした。

「えーと、まあ、その……いいんじゃね？」

「…………あ、そう……」

「……なんか不満そうだな。どうした？」

「べっ、別に、何でもないわよ！」

「……見たら見たで怒おこるくせに、一体なんなんだ……」

　と、頬を膨ふくらませているニーナに、リンが嬉しそうに飛びつく。

「ニーナ、がんばろうねー！」

「まあリン、可愛かわいいわ！　とっても可愛いぺろぺろぺろ！　あっ、いいことを考えたわ！　ちょっとポロリの予行演習をしてみない!?　はいっ、ポ・ロ・リ！　ポ・ロ・リ！」

「ひゃあ!?　ニーナやめてぇ！　水着、引っ張らないでぇぇぇ！」

　リンのおかげで、どうやらニーナの機き嫌げんは治ったらしい。全身全ぜん霊れいをかけてリンにセクハラを働いているニーナは放ほうっておいて、カイはちらりとクロトを見み遣やった。

　クロトは口を真一文字に引き結んで剣帯の長さを調整しているが、その顔色は優すぐれない。

　──当然だろう、姑こ息そくな手で自分を葬ほうむらんとする男との対決を控ひかえているのだから。

　カイは固く拳こぶしを握にぎった。俺を信じてくれ、クロト……必ず優勝させてやるからな！

　競技開始は五分後だ。残るは二〇組。ついにこの中から、優勝チームが決まる。

　カイはふと、対岸のプールサイドからクロトを睨にらみ付けているミハエルの姿に気付いた。その視線の先にカイが割って入ると、ミハエルは忌いま々いましげに顔を歪ゆがめる。二人の間に、目に見えない火花が散った。

　陽光がきらきらと弾ける水面に、アイリスの声が響ひびき渡わたる。

「さあ、最終競技は水上騎馬戦！　ルールは簡単、騎手が鉢はち巻まきを奪われるか、落馬したら失格！　最後まで生き残ったチームが優勝です！　各チーム、騎馬を作ってください！」

　クロトが口を引き結んで、赤い鉢巻を締しめた。

「オレが騎手になる」

「がんばってね、クロトちゃん！」

「フン、余計なお世話だ、このお気楽勇者」

　二〇組の学生とその父兄が、腰まで水の張られたプールに入る。

　カイが先頭になり、リンが右、ニーナが左について騎馬を作ると、クロトがひらりと跨またがった。……あ、なんか、どこもかしこもむにむにと柔やわらかくて、とほうもなくいい匂いが──って、いやいやいや！

　カイは首を振ふって、気合を入れ直した。なにを浮うわついてるんだ、俺！　これは最後の決戦……この勝負の趨すう勢せいに、優勝が懸かかってるんだぞ！

「いいか、優勝は目の前だ。最後まで気を抜ぬくなよ！」

『おおーっ！』

　カイの叱しつ咤たに、リンとニーナが気き炎えんを上げ、クロトが鉢巻を固く引き絞った。

「さあ、長かった体育祭も、ついに決着の時を迎むかえようとしています！　各チーム、死力を尽つくして戦い抜いてくださいね！　それではっ！　よぉーい！」

　ぱあんっ！　という破は裂れつ音が蒼そう穹きゆうを貫つらぬき、ついに最終決戦の幕が上がった。

　ミハエルの差し金か、カイたちの周囲にいた騎馬が、一いつ斉せいに殺さつ到とうする。

「一気に突つき崩くずすぞ！」

　カイは正面の騎馬に肩かたからぶつかると、先頭の学生の足を払はらった。

「うわあ!?」

　たまらずバランスを崩した騎手を、クロトが容よう赦しやなく突き落とし、水中へと沈しずめる。まずは一騎！

　と、右側方の騎馬が体当たりをかましてきた。

「ううっ……！」

「堪たえろ、リン！　ここを凌しのぎきって──」

　三人堅く身を寄せ合って、強きよう烈れつな一いち撃げきを迎え撃うつ。相手の騎手が棍こんを構え、クロトが剣を引き抜いた。

「ふっ！」と呼気を吐はき、クロトは棍による横よこ薙なぎの一撃をかわしざま、剣を一いつ閃せんした。数本の髪を道連れに、敵の鉢巻がはらりと水面へ吸い込まれていく。これで二騎！

「左よ！」

　ニーナの悲鳴が耳じ朶だを打つと同時、カイは視界の端はしで、左側方の騎手が杖つえを構えているのを捉とらえた。

「跳べ、クロト！　リン、ニーナ、騎馬を崩すなよ！」

　クロトがカイの頭を踏ふみ付けて、真上に跳ちよう躍やくする。同時にカイはリンとニーナと繋つながった手をきつく握り締め、水中に潜もぐった。直後、水面を炎ほのおが走る。

「……っ、ぶは！」

　黒くろ魔ま術じゆつによる攻こう撃げきをやりすごし、カイたちが再び顔を出すと同時、クロトが綺き麗れいに着地する。しかしその時には、既すでに四方を囲まれていた。

　その中に見覚えのある騎馬を見つけて、カイは笑った。

「よう、マーレイ。チーム分けの時には、よくも散々こき下ろしてくれたな……お前のリア充じゆうライフ、今ここで終わらせてやるぜ！」

　見み惚とれるような肢体の女生徒に囲まれたマーレイは、へらりと軽けい薄はくな笑えみを浮かべる。

「えー、そんなに根に持ってたんー？　ウケる！　でも勝つのはおれだしー」

「勝負だ、チャラ男おめ！」

「望むところっしょー！」

　両者、咆ほう哮こうを上げつつ突進する。同時に他ほか三方の騎馬も押し寄せてきた。さすがにこの数を一度に相手にするのは厳しいが、なんとか防ぎ切って──

　と、カイの耳元で、ニーナが叫さけぶ。

「カイ、私に考えがあるわ！　ここは任せて！」

「ニーナ!?」

　ニーナは大きく息を吸い、そして吠ほえる。

「大変、パッドが落ちたわよぉぉぉぉおっ！」

「ええっ!?」「ウソっ!?　やだぁ！」「きゃああああ!?」

　マーレイと騎馬を組んでいた女生徒たちが一斉に胸を押さえ、騎手があっけなく水中に没ぼつした。ついでに周囲にいた二つの騎馬も崩ほう壊かいする。

「あああああ!?　なにこれ、マジで!?　ウソっしょー!?」

「はーっはっは！　どうだ、マーレイ、これが俺たちの実力──」

「お前らそれ偽にせ乳ちちだったん!?　マジありえんわー！」

「そっち!?」

　ありもしないパッドを捜さがしてもがく学生たちに、カイは背を向けた。偽乳を入れるような見み栄えっ張りの女と組んだのが仇あだになったな、マーレイ！

「よし、次行くぞっ……！」

　飛び出そうとして右手が引っ張られ、足がもつれた。振り返ると、リンがなにやらあわあわしながら、胸の辺りを確かく認にんしている。

「リン、何やってんだ！　しっかりついて来い！」

「あ、う、うん！　ええとね、ニーナ、パッド、どの辺に落ちてたかなぁ!?」

「オイィィィ！　なんでただの陽動にお前が引っ掛かかってん──あっ！　なんか胸大きくなったなぁと思ったら、それ偽……!?」

「ち、違ちがうもん、違うもん！　これは努力の成果だもん、ちゃんと毎日豆乳飲んでるもん、寝ねる前にお月様にお願いしてるもん！」

「まあ！　胸が小さいのを気にして毎晩お月様にお祈いのりしちゃうリン可愛いわ、可愛いぺろぺろさせてぺろぺろぺろぺろ！」

「おいテメーら、しっかり足場固めろよぉぉぉっ！」

　と、これを好機と横合いから突っ込んできた騎き馬ばに、カイは頭突きをかまして返り討うちにした。これで六騎目！

　こちらの勢いに気け圧おされたのか、周囲の騎馬が離り脱だつを始める。

「クロト、つかまっとけ！　リン、ニーナ、行くぞ！」

「うん！」

　戦意を喪そう失しつして形を乱した騎馬の群れに、人馬一体となって突っ込んでいく。

「ひ……！」

「うらああああああっ！」

　雄お叫たけび、悲鳴、派手な水音。最終競技にふさわしい大乱戦に、観衆が狂きよう喜きし、拍はく手しゆが弾はじけ、大だい歓かん声せいが空を渡る。

　クロトが鮮あざやかに腕うでを閃ひらめかせて、九騎目の騎手から鉢巻を奪うばった時だった。

「！」

　行く手に、ひとつの騎き影えいが立ちはだかった。騎手はミハエル。気が付けば、プールに残るは自分たちとミハエルの二騎のみとなっていた。──ついに因いん縁ねんの対決だ。

「よくここまで来たな、ミハエル。刺客なんて卑ひ怯きような手を使わなくても、やればできるんじゃねぇか」

　ミハエルは返事の代わりに、口元に歪んだ笑みを張り付かせる。

「余計な邪じや魔ま立てをしてくれたね、カイ・アンバー。おかげでばら撒まいた金が、ずいぶん無む駄だになったよ」

「ついに自分が黒幕だって認めやがったな？　悪いがこの体育祭、俺たちが優勝させてもらうぜ」

「ふん、何を世よ迷まい言ごとを。君は僕を本気にさせた。褒ほう美びと言ってはなんだが、僕が直々に手を下してやろう──この、最強の魔具マジツクアイテムでね！」

　ミハエルが掲かかげた黒い球体に目を凝こらして、カイは眉まゆをひそめた。

　黒くすべすべした表面を取り巻くように、不可思議な紋もん様ようが刻まれている。

「なんだ、それは？」

「封魔球レチツド・ボールさ」

「封魔球？」

「僕のパパが、魔具マジツクアイテムの収集家でね。この中にはね、恐おそろしい魔物が封ふう印いんされているのだよ。君たちなど簡単にひねり潰つぶせるような、伝説の魔物がね……！」

「な……!?　騎馬戦でそんなもん使おうってのか!?　反則に決まってるだろ！」

「おやおや、カイ・アンバー？　魔具の使用は禁止されていないよ？　もっとも、魔具なんて高価なもの、一いつ般ぱんのド庶しよ民みんは手に入れることすら出来ないだろうけれどねぇ！」

　歯は噛がみするカイの上から、クロトのわななく声が降ってきた。

「こんな所で魔物の封印を解くなんて、正気か!?　テメー、それでも勇者かよ!?」

　ここで伝説級の魔物などが現出すれば、町は大混乱に陥おちいる。カイは吠えた。

「早まるな、考え直せ、ミハエル！」

「はーっはっはっは！　さあ、大いなる力の前にひれ伏ふすがいい！」

　ミハエルが口の中で呪じゆ文もんを呟つぶやくと同時、封魔球から黒い霞かすみが噴ふき出した。

「っ！」

　霞は濃のう度どを増し、渦うずを巻きながら膨ふくれ上がり、むせかえるような瘴しよう気きとなって吹ふき付ける。そして、伝説の魔物が顕けん現げんし──！

「……あれ……？」

　小さく呟くミハエルの手には、ぷよぷよした手のひら大の物体が載のっていた。

「……なにそれ、スライム？」

「そ、そんな馬ば鹿かなっ……！　確かに伝説の魔物と聞いたのに……！」

「ミー！　ミー！」

　魔物はゲル状の身体からだをぷるぷると震ふるわせ、超ちよう音おん波ぱに似たよく響ひびく高音で鳴き続ける。

　リンが「わあ、可愛かわいい！」と歓かん声せいを上げた。

「何て言ってるのかなぁ？　虹にじ色いろの石、持って来ればよかったよー！　ミーちゃん、怖こわくないよ、こっちにおいで！　ルールルル！」

「……ミハエル。お前、パチもんつかまされたんじゃね？」

「う、うるさいな！　こんなものっ！」

「ミッ……」

　ミハエルに投げ捨てられたゲルは、ぽちゃん、と水音を残して沈んでいく。

「ああっ、ミーちゃん！」

「こ、こうなったら正々堂々、勝負だ！」

「こっちは元からそのつもりだ！　かかって来い！」

　ミハエルが剣けんを抜ぬき、クロトが身構える。いよいよ正真正しよう銘めいの一騎打ちだ。

　白い太陽にじりじりと炙あぶられて、緊きん張ちようが膨れ上がり──両者、同時に地を蹴けった。

「おらぁぁあああ！」

　飛沫しぶきを上げて騎馬同士がぶつかり、頭上でクロトとミハエルの剣が交こう錯さくする。

　剣けん先さきがもつれ、刃はが噛かみ合って、九月の空に金属音をまき散らした。

「クロトくん、ファイトー！」「あっ、危ない！　負けないで、クロトくん！」

　観客から黄色い歓声が飛ぶたびに、ミハエルの口が忌いま々いましげに歪ゆがむ。

　五合打ち合い、両者、一いつ旦たん距きよ離りを取る──かと思われたが、一度離はなれようとしたクロトの剣が、ミハエルの剣に沿うように伸のびた。その切っ先が、まっすぐに鉢はち巻まきを狙ねらい──しかしミハエルが頭を横に倒たおしたために的が外れ、ミハエルの頬ほおをかすめた。

「……ッ！　貴様、この至高の芸術品である僕の顔をォォォオオ！」

　激げつ昂こうしたミハエルが力任せに剣を振ふり抜き、クロトの剣を弾き飛ばす。

「っ……!?」

　しかし不安定な騎馬上から繰くり出した強ごう引いんな攻撃は、ミハエルを自じ滅めつに誘さそった。敵がバランスを崩くずしたところを狙って、カイはすかさず止とどめの体当たりを仕し掛かける。

「食くらえぇぇぇええええええッ！」

「うわあああ!?」

　相手の騎馬が崩れ、ミハエルが足を踏み外す。やった……！　カイは勝利を確信した。しかし、次の瞬しゆん間かん──

「もらったァ！」

　丸まる腰ごしになったクロト目がけて、往おう生じよう際ぎわ悪く、ミハエルの剣が伸びる。相討ち狙いか!?　だが逆に、この悪あがきさえかわし切れば、勝利はこちらのもの──！

「クロト！」

「っ──！」

　カイが叫ぶよりも早く、クロトは瞬時に仰のけ反り、完全にミハエルの間合いから額を外した──はずだった。

　しかしミハエルの切っ先は鉢巻に向けられることなく、まるで最初から狙ったかのように、クロトの服の上を一直線に滑り──

「!?　まさかっ……！」

　プールに落ちて行くミハエルの顔に浮うかぶ、歪んだ笑み。カイがその真意に気付いた時には遅おそい。

　ミハエルが盛せい大だいな水音を立ててプールに没すると同時──はらり、と。クロトの胸から、上衣ごと両断されたさらしがほどけ、九月の太陽の下もとに、白い肌はだがあらわになった。

「な……っ！」

　クロトは顔色を失い、自らの身体をかき抱いだいたが、観客たちは凍こおり付き、女生徒から呆ぼう然ぜんとした呟きが漏もれる。

「今、む、胸が……!?」「そんな……クロトくん……！」

「ミハエル……！　何が正々堂々だ、この下げ衆すが……！」

　カイは食いしばった歯の間から、痛つう恨こんのうめきを押し出した。ミハエルは端はなから、正せい攻こう法ほうで勝負をする気などなかったのだ……！　優勝の目が消えた時点で、全校生徒の前で──もっとも効果的な演出で、クロトの秘密を暴あばくつもりで……！

　濡ぬれた髪かみをかき上げ、プールからクロトを見上げるミハエル。その顔に張り付いた笑えみが、カイの洞どう察さつを裏付けている。

「おや、失敬したね、クロト・ラインフォール。しかし勇者首席として人気を集める君が、まさか男と偽いつわっていたとは！　くっ、はは……！　せっかく優勝を収めた矢先で残念だけれども、こんな重大な事実が露ろ見けんした以上、退学は免まぬかれないだろうねぇ！」

「クロトちゃん……」

「ッ……！」

　絶句するカイの頭上から、クロトのわななく声が、ぽとりと落ちてきた。

「……終わりだ……」

　その時。



　ドオオオオオオオオオオオン！



　地面が揺ゆれ、水みな面もが激しく波打つ。観客たちが悲鳴を上げて蹲うずくまった。

「っ……!?」

　荒あれる水面に、巨きよ大だいな影かげが差した。カイは顔を上げ──声を失う。

　青空を遮さえぎるようにそびえていたのは、巨大なゲル状の生物だった。

　クロトが引きつった悲鳴を上げる。

「こ、これは……!?」

　ぶよぶよとした透とう明めいな身体に、ぬめりけを帯びた体表。顔があるべき場所には、目も口もない。ただただ青く透すき通る塊かたまりが、蒼そう穹きゆうを背負って佇たたずんでいた。

　ニーナが掠かすれた声を上げる。

「アメーバ……！　伝説の魔物が、なぜ町に……!?」

「ニーナ、知ってるのか!?」

「ええ、大陸守護騎士隊に所属していた頃ころに、聞いたことがあるわ……！」

　ニーナは硬かたい表情で頷うなずく。彼女は一時期、大陸最強のエリート機関に勤めていたのだ。

「アメーバ──スライムに似た、ゲル状の身体を持つ水生生物で……湖などの淡たん水すいに棲すむという生態の他ほかは謎なぞに包まれている、伝説の魔物よ！　元来眠ねむっているだけのおとなしい性質で、人間を襲おそうことは滅めつ多たにないんだけれど……ひとたび猛たけり狂くるえば、再び眠りにつくまで決して止まらず、その怒いかりは町ひとつを破は壊かいしつくすと伝えられている……！」

　観客の誰だれかが絶望的な声を漏らす。

「ま、魔物が防ぼう護ご壁へきを乗り越こえたのか……!?　一体なぜ……！」

「ヴオオオオオオオオオオオ！」

　唖あ然ぜんとする人々の頭上で、アメーバの体表の一部が伸び、腕とも呼べない大ざっぱな触しよく手しゆが幾いく本ほんも形作られる。

「危ねぇッ！」

「うわあああああああああ!?」

　カイが叫さけぶ前に、ミハエルがその腕に搦からめ捕とられていた。

「ひぃぃいい!?　な、な、何をっ……は、放せ、放せぇぇぇええええええ！」

「うわ、わ……！」

　アメーバの触手に捕らえられたミハエルを見て、彼と騎き馬ばを組んでいた取り巻きたちが、蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ出す。

　唖然と見上げるカイたちの頭上に、今度は丸太ほどもある触手が振りかぶられた。

「よ──避よけろ！」

　騎馬を解いて飛び退しさると同時、それまで彼らが居た場所に巨大な腕うでが叩たたき付けられた。

　重さの乗った一いち撃げきは凄すさまじく、プールサイドに亀き裂れつが入り、水が流れ出す。頭から水をかぶったクロトが、ひくりと喉のどを鳴らした。

「なんて威い力りよくなんだ……!?」

「プ、プールから上がって！　総員退たい避ひ！」

　アイリスの一声で、事態が慌あわただしく動き始めた。学生も観衆も、悲鳴を上げながらグラウンドへと散って行く。

「た、助け、助けてくれぇ！」

　アメーバはミハエルをその手に捕らえたまま、何かを探すように触手を蠢うごめかしていたが、

「ヴ、オ……──ヴオオ、ヴオオオオオオオオオオオオオ！」

　空を裂さく凄まじい咆ほう哮こうを上げると、プールの金かな網あみを乗り越え、グラウンドへと降りる。

　それを見て、クロトが顔を引きつらせた。

「魔ま物ものが町に出ちまう、止めなきゃ！　くそっ、オレの剣、どこに落ちたんだ……!?」

「まずい！　リン、行くぞ！」

　しかしリンは、狂ったように腕を打ち付けながら進むアメーバをじっと見つめている。

「……あのアメーバさん、苦しんでる気がする」

　その呟きを聞いて、水を散らして剣を捜していたクロトが、焦じれたように叫ぶ。

「何ほざいてんだよ、リン・アルクス！　お前勇者だろ!?　さっさと腰こしの剣を抜いて、あいつを殺せ！」

「そんなこと出来ないよ！」

「はああ!?　ふざけんな！　お前がやらないならオレがやる、その剣を貸せよ！」

「私の剣、なまくらなんだ！」

「なっ……!?　じゃあどうすんだよ!?」

　がなり立てるクロトに、リンは強い光を宿した双そう眸ぼうを向ける。

「アメーバさんの話を聞いてみる！　どうして町を襲うのか……きっと何か、理由があるはずなんだよ！」

「ま、魔物の話を聞くって……ばかか、お前!?」

　リンは両足を踏ふん張ばり、遠ざかるアメーバの背に声を張った。

「アメーバさん、聞こえる!?　お願い、私の話を聞いて！」

　しかし返ってきたのは、呪じゆ詛そに似た「ヴォォォ！」という遠とお吠ぼえのみ。

「やっぱり、あの石がなくちゃ、アメーバさんの声を聞けない……！」

　カイは舌を打った。魔物の声を聞ける石は、服のポケットに入れたままだ。

「アメーバさんを助けなきゃ！　石を持ってくるよ！」

「あ、おい、リン！」

　カイの制止を振り切って、リンは更こう衣い室へと駆かけて行く。その時、カイの隣となりで水を蹴け散ちらしていたクロトが、はっと目を見開いた。

「あった、オレの剣！」

　クロトは剣を拾い上げるなり、プールサイドに躍おどり上がる。

「待て、クロト！　リンが戻もどってくるまで……」

　とっさに呼び止めたカイを、クロトの瞳ひとみがキッ！　とねめつけた。

「魔物が苦しんでる!?　魔物を助ける!?　そんな茶番に付きあってられるかよ……もうたくさんだ！　オレは勇者だ、町を、人を守るんだ！」

　そう叫んで放置されていた誰かの上衣を着き込こむと、金網を乗り越えてグラウンドへと駆け出す。

「待てって、クロト！　くそっ……！」

　グラウンドでは、アイリスの声を筆頭に、教師たちの指示が交こう錯さくする。

「落ち着いて退避して下さい！　落ち着いて！」

「学生総員、グラウンドに集合！　戦せん闘とう用意！　魔物が町へ出る前に仕留めろ！」

　グラウンドの半ばまで前進したアメーバを、武器を携たずさえた学生たちがぐるりと取り囲んだ。勇者・戦士課程の学生がどうにか斬きりかかろうとするも、大だい蛇じやのようにのたうつ腕に阻はばまれて、近付くことすら出来ずにいる。

「各自装備を確かく認にんせよ！　黒魔術師は精せい霊れい石の準備！　弓使いは校門前に三列横隊、矢を番つがえろ！」

　アメーバの周囲で呪じゆ文もんの詠えい唱しようが流れ、一いつ斉せいに弓が引き絞しぼられた。しかし。

「や、やめろ、やめろ！　僕が巻き添ぞえになるだろうがァァァ！」

　触手に捕らえられたままのミハエルが、声の限りに喚わめき散らす。

「だ、駄だ目めだ、人ひと質じちに当たる！　下手に攻撃するな！」

　そうする内にも新たな触手が伸のび、斬りかかろうとする学生をまとめて薙なぎ払はらった。

　右往左往する人間たちなど歯し牙がにもかけず、アメーバは町へと進み続ける。

「駄目だ、まったく歯が立たない……！」

　誰もが怯ひるんで動けない中、稲いな妻ずまのようにアメーバへ肉にく薄はくする影があった。

「クロトくん!?」

　クロトは神速でアメーバのスピードを上回り、襲い来る腕をかいくぐる。

「うらあああああああ！」

　しかし、いよいよアメーバを斬り付けようとした直前、クロトは横合いから伸びて来た触手から、間かん一いつ髪ぱつで飛び退しさった。

　ダメージこそ与あたえなかったものの、その閃せん光こうのような急きゆう襲しゆうは、アメーバを警けい戒かいさせるに十分であった。

「アメーバの歩みが、止まった……!?」

　うるさそうに立ち止まったアメーバは、まるで蠅はえでも払うように、腕を振ふり回す。機に乗じて接近しようとした学生たちが、触手の横よこ殴なぐりの一撃に吹ふっ飛ばされた。しかしクロトはただ一人、風より速い神速で、密集した触手のただ中に幾度となく飛び込んでいく。

　早くしないと、手て遅おくれになる──唇くちびるを噛かむカイの許もとに、リンが駆け付けた。

「カイ！　分かったよ、アメーバさんは子どもを捜してるんだ！」

「子ども!?」

「うん！」と頷いて、リンは咆哮を上げながら触手を振り乱すアメーバを見み詰つめた。

「ミーちゃんだよ！　魔具マジツクアイテムから出て来たミーちゃんが、アメーバさんの子どもなんだ！」

「ミーちゃんって、あのスライムもどきか!?」

　あれはアメーバの幼生だったのか……封ふう印いんが解け、幼生の悲鳴が親を呼び寄せたのだ！

「カイ、ニーナ！　ミーちゃんを捜して、お母さんの所に帰してあげよう！」

　三人は水みず嵩かさを減らしつつあるプールに四し肢しを突つき、水の中を必死で探さぐった。

「だめだわ、見つからない……あの透明な身体からだじゃ、水と見分けがつかないわ！」

　ニーナの悲鳴を耳に、カイはアメーバに目を向け、胃が焦こげつくような焦しよう燥そうに駆られた。クロトは戦いながら隙すきを窺うかがっているようだ。しかしその動きは目に見えて鈍にぶってきている。このままではクロトがやられるのが先か、アメーバが斬り付けられるのが先か──！

　その時、「いたよ、ミーちゃんだ！」と、リンの叫びが響ひびき渡わたった。

「本当!?」

「よくやった、リン！」

　心細げに「ミー！　ミー！」と鳴き続ける子アメーバを抱だき上げて、リンは幼おさな子ごをあやすように微笑ほほえみかける。

「怖こわかったね。もう大だい丈じよう夫ぶだよ、ミーちゃん。お母さんの所に連れて行ってあげるね！」

　三人はグラウンドに飛び降りると、暴れ狂うアメーバを遠巻きにして怯おびえている群衆をかき分け、声を張った。

「アメーバさん、ミーちゃんはここだよ！」

「ヴオオ、ォォオ、オオオオ！」

　しかしアメーバは狂ったように、クロトを仕留めようと触手を振り回し続ける。

「だめだ、全然聞こえてないみたい……言葉は通じるはずなのに、どうして……！」

　リンの隣で、ニーナが唇を噛む。

「アメーバは怒りに駆られて暴走したら最後、我を失い、辺りを破壊しつくすまで止まらないと言われているわ……きっと、助けに来たはずの子どもの姿がなくて、我を失ってしまったのよ……！　我が子の声すら、今はもう届いていないんだわ……！」

「じゃあ、どうすりゃいいんだ!?」

「再び鎮しずめるためには、一度眠らせるか、あるいは気絶させるか……とにかく、鎮ちん静せいさせる必要があるわ！」

「でも、このままじゃ……！」

　アメーバは今や完全に、怒りの矛ほこ先さきをクロトに向けているようだった。他の学生たちは、触手に牽けん制せいされ、あるいはミハエルを巧たくみに盾たてに使われ、誰も近付けずにいる。

「クロトくん！　クロトくんが死んじゃう！」

　誰かが叫んだ通り、クロトのスタミナが切れるのは時間の問題だ。それどころか、このままではますますアメーバの怒りを煽あおるだけだ。まずはクロトを退さがらせなければ……だが、これではクロトに接近することすらままならない。一体どうすれば……！

　カイがほぞを噛んだ、その時。

「カイ！」

　振り返ると、伝説の剣けんを携えたジルの姿があった。

「ジル！」

「待たせたな、お前の得物だ！　遅おそくなってすまん！」

　ジルから手て渡わたされた剣を、カイは握にぎった。柄つかから伝わる重さが、冷たさが、全身に染しみわたって行く。カイは群衆の先頭に向かって、「アイリス先生！」と吠ほえた。

「カイくん!?」

「学生を遠ざけて──俺たちに、任せて下さい！」

　アイリスは剣を手にしたカイの姿にしばし目をみはって、やがてこくりと頷うなずいた。「総員退避！　魔物から離はなれて！」と指示を飛ばし始める。

「カイ、クロトちゃんをお願い！」

「ああ！」

　子アメーバを胸に抱いたリンにひとつ頷いて、カイは地を蹴けった。うねる触しよく手しゆの中に身を躍らせる。耳元で風が唸うなり、鞭むちのようにしなる一いち撃げきが頬ほおをかすめた。襲おそい来る触手を剣の側面で弾はじき飛ばし、必死に払いのけ──カイはようやく、クロトの姿を間近に捉とらえた。

「クロト、退ひけ！」

　応こたえたのは、「嫌いやだ！」という、頑かたくななまでの叫さけびだった。

「こいつを倒たおして町を守るのが、勇者であるオレの使命なんだ！」

「違ちがう、このアメーバは今、我を失って……とにかく、リンがこいつを説得する！　今は退け！」

　言葉半ばに、クロトの死角に振りかざされた触手が、カイの視界の端はしに映り込む。

「ヴオオオオオオオオオオオオオ！」

　その魔手がクロトに迫せまる直前、カイは滑すべり込んで剣を立てた。

「ぐ、うっ……！」

　衝しよう撃げきを受けきれず、背後のクロトともども弾き飛ばされる。

　かろうじて宙で身をよじり、クロトの肩かたを力任せに抱だき寄せたと同時、背中から地面に打ち付けられた。一いつ瞬しゆん呼吸が止まる。

「──……ッ！　……て、ぇ……」

「カイ・アンバー……!?　お前、オレを庇かばって……!?」

「カイ、大丈夫!?」

「ああ……」

　駆け寄ったリンが、カイの背を支えて助け起こした瞬間──リンの手を介かいして、カイの耳にも、魔ま物ものの言葉が流れ込んできた。

「……っ！」

　アメーバは再び、町へと進み始める。

「くそっ、止めなきゃ……！」

　再び剣を手に駆け出そうとするクロトを、カイは声を振り絞って呼び止めた。

「クロト、待て……！」

「クロトちゃん！」

　リンが叫ぶ。

「このアメーバさんは、我を忘れているだけなんだよ！　正気にさえ戻れば、きっと話を聞いてくれるよ……！」

「……っ」声を詰つまらせ、クロトが振り返った。今にも泣き出しそうな顔で。

「馬ば鹿かか、リン・アルクス！　魔物に話なんか通じるかよ！　お前はなんで魔物の味方ばっかりするんだよ、わけわかんねーよ！　オレは勇者だ、町を、人間を守るんだ！　魔物なんか、みんなみんな、死んじまえばいいんだ──！」

「クロトちゃん！」

　刹せつ那な、リンは手を伸ばし、クロトの手を握った。

「……──！」

　クロトの目が見開かれる。

　クロトはおそらく、リンやカイが聞いているのと、同じ叫びを聞いただろう。それまで神経を裂さく咆ほう哮こうだったものが、精神を脅おびやかす呻うめきでしかなかったものが、意味を持って、感情を伴ともなって、流れ込んでくる。

「──！」

「坊ぼうヤ……坊ヤ……！」

　声なき声で、アメーバは泣き叫び続けていた。

「返シテ、私ノ坊ヤヲ……！」

　そう泣きながら暴れるアメーバは、子を奪うばわれた母の姿そのものであった。

「……っ……そんな……本当、に……──魔物にも、感情が…………？」

　クロトがとぎれとぎれに絞り出した声は上うわ擦ずり、震ふるえている。

「聞こえたでしょ、クロトちゃん。あの子は町を壊こわしに来たんじゃない、ただ悲しんでいるだけなんだよ」

　優やさしく、けれど力強く言葉を紡つむぐリンを前にして、クロトは唇をわななかせた。

「じゃあ、じゃあ一体、どうすればいいんだよ……！　あいつはこのままじゃ、町を破は壊かいして……っ！」

「助けるよ」

　声を失うクロトを、強い光を宿したリンの瞳ひとみが射い貫ぬく。

「だって、私は勇者だもん。困っている子や悲しんでいる子を、見て見ないふりなんてできない……それがたとえ、人間でも、魔物でも！」

「……っ」

「ママ、僕ハココダヨ、ココニ居ルヨ……！」

　リンの腕うでに抱かれた子アメーバの心細げな声が、グラウンドを渡る。

「い、一体何をしているのだね、この無能どもが！　早くこいつを殺せ、殺さないか！」

　喚わめくミハエルを掲かかげたまま校門へと進んでいくアメーバに、リンは再び声を張る。

「お願いだよ、アメーバさん！　私の声を聞いて！」

　しかしアメーバは身み悶もだえ、狂くるおしく地べたに腕を打ち付けて、苦しみ続ける。

　カイは「駄だ目めだ！」と歯ぎしりした。

「やっぱり我を忘れてやがる……！　一度眠ねむらせるか、昏こん倒とうさせるかしないと……！」

　先ほど地面に叩たたき付けられた衝撃で、身体のあちこちが軋きしむ。今の自分の体力、速さでは、あの数の触手と渡り合えるのは、もって数分……。その間に、決着をつけられるか!?

　柄を握る手に力を込めつつ、カイが進み出ようとした時、それを制する者があった。

「クロト……？」

「……リン・アルクス……」

　クロトの静かな瞳が、アメーバの姿に据すえられていた。

「お前のなまくら剣、貸せよ」

「クロトちゃん……？」

　驚おどろくリンを見み据すえて、クロトはぐっと唇くちびるを噛かみ、手を差し出した。

「オレがあいつを止める！　その間に、話をつけろ！」

「……！　ありがとう、クロトちゃん！」

　クロトに、リンの剣が託たくされる。

　しかし気絶させようにも、アメーバの攻こう撃げきは三六〇度、背後にも及およんでいた。こいつ、死角がないのか──!?　アメーバの全身に視線を巡めぐらせたカイは、高々と掲げられたミハエルを見上げて、「そうか……！」と声を上げた。

「クロト、校舎に入れ！　俺がアメーバを引き付ける！」

「校舎……!?　……っ、分かった！」

　一瞬目をみはったクロトは小さく頷き、校舎へと飛びこむ。それを横目で確かめながら、カイはアイリスに声を投げた。

「アイリス先生、援えん護ごをお願いします！」

「はい！」とアイリスが頷くのを待たず、カイは地を蹴る。

「こっちだ、アメーバ！」

　カイはそう吠えるなり、再びアメーバの懐ふところに躍おどり込んだ。襲い来る触手を弾き飛ばし、叩き落とし、切り抜けては再び突とつ入にゆうする。

　執しつ拗ような襲しゆう撃げきを受けて、アメーバはカイに狙ねらいを定めたようだった。ゆっくりと身体からだの向きを変え、触手をのたうたせながらカイへと迫る。

「そうだ、こっちだ、来い！」

　カイは必要以上に喚き立て、風を切る腕をかいくぐり、飛び退しさりながら、徐じよ々じよにアメーバを校舎へと誘ゆう導どうした。

　しかし、いよいよ校舎まであと数歩という頃ころ──

「カイ、後ろ！」

「っ!?」

　背後から迫る触手に気を取られた一瞬──右下から掬すくわれるように吹ふっ飛ばされて、カイは校舎の壁かべに叩き付けられた。

「っぐ、ぅ……っ!?」

「ヴオオオオオオオオ！」

　無様に崩くずれ落ちたカイの前に、巨きよ大だいな影かげがそびえ立つ。

「……っ」

　膝ひざを突つくカイ目がけて、とどめとばかりに、アメーバの巨大な腕が振ふり上げられた。

　──と、

「黒魔術師、総員攻撃用意！」

　アイリスの号令が空気を裂き、アメーバを囲む黒魔術師の杖つえに、一いつ斉せいに火が灯ともった。それに気付いたアメーバが、すかさずミハエルを振り下ろし、盾たてにしようと身構え──

　その上から、裂れつ帛ぱくの気合が降り注ぐ。

「うらあああああああああああ！」

　屋上の柵さくを蹴り付けて、クロトの小こ柄がらな身体が宙を舞まう。周囲の戦せん況きように気を取られ、文字通り手て薄うすになっている、アメーバの頭上目がけて。

「行けぇぇぇぇえええ、クロトォォォオオオオオ！」

　カイは掠かすれた喉のどからありったけの咆哮を上げながら、自らもアメーバに肉にく薄はくした。

　クロトとカイ、どちらを優先して迎むかえ撃うつべきか、アメーバが目に見えてたじろぐ。そしてアメーバが触しよく手しゆを伸のばす前に──クロトが振りかぶったなまくら剣けんが、その脳天に叩き込まれていた。

「ヴ、ォ……」

　アメーバの身体がぐらりと傾かしぎ、轟ごう音おんと共に倒れ行く。クロトの小さな身体が、宙に投げ出された。

「クロト……！」

　カイは剣をかなぐり捨てると、残った力を振り絞しぼって地を蹴けり、大きく腕を広げた。間かん一いつ髪ぱつ、降ってきたクロトの身体を抱だき止める。

「か、カイ・アンバー……！」

　カイは身体を蝕むしばむ苦痛を堪こらえつつ、クロトを抱いた腕にぐっと力を込こめた。見開かれた青い瞳に、精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで笑いかける。

「よくやった、クロト！　偉えらかったな！」

「……っ！」

　カイは頬ほおを上気させるクロトをそっと降ろし、その身体に怪け我ががないことを確かめ──

「ひいいいいいいいいいい！」

　と、頭上から悲鳴が降ってくる。見上げると、しなる触手から放ほうり出されたミハエルの姿があった。最後まで世話の焼ける……っ！　まだ行けるか!?　カイは自分の身体に問いかけて、答えを待たずに飛び出した。ここまで来たら、もののついでだ！

　ミハエルが地べたに叩き付けられようとしたところを、危あやういところで受け止める。さすがに全身の骨が軋み、食いしばった歯の間から悲鳴が零こぼれた。

「な……!?」ミハエルは信じられないものを見るように、目を剥むいている。

「か、カイ・アンバー、僕を助け……!?　僕は君を散々こき下ろしたというのに……！」

　カイは口を引き結んだまま大きく息を吸うと、ミハエルの鼻目がけて、渾こん身しんの頭突きをお見み舞まいした。

「んごふぅっ!?」

「てめぇ、ミハエル！　二度とクロトを傷付けやがったら承知しねぇからな、この甘ったれのボンボンが！」

　声の限り怒ど鳴なりつけてから、地べたに投げ出す。

「ぎゃん!?」と犬のような悲鳴を上げるミハエルは放っておいて、カイは痛む額を押さえながら、リンを振り返った。

「リン！」

「ヴ、ヴォ、ォオオオ……」

　身を起こそうとするアメーバの前に、リンが立ち塞ふさがった。

「アメーバさん！」

　警けい戒かいして腕を振り上げようとするアメーバに、両手に抱いた子アメーバを差し出す。

「この子を迎えに来たんでしょう？　もう大だい丈じよう夫ぶだよ！　ミーちゃんにひどいことをして、ごめんね……？」

「……──」

　アメーバの全身にみなぎっていた狂きよう気きが、ふっと抜け落ちた。

「オオ……オオオ……！」

　アメーバはそっと腕を伸ばし──我が子をふわり、と抱き上げると、まるで慈いつくしむようにその胸に抱いた。その慈じ愛あいに満ちた様子は、人間の母親が赤ん坊を抱く光景と、何ら変わるところはない。

「ヴォォ……ヴォォオオオ……！」

「ミー！　ミー……！」

　クロトは、互たがいの存在を確かめるように鳴き合うアメーバの親子を見上げ、胸むな元もとに置いた手をぎゅっと握にぎりしめた。

「……魔ま物ものにも、家族がいるんだな……守りたい、大切な家族が……」

　リンが「うん」と頷うなずいて、笑う。

「この子たち、クロトちゃんに『ありがとう』って言ってるよ」







　アメーバの親子はグラウンドに背を向け、防ぼう護ご壁へきの外へと去って行く。

　傾かたむきかけた太陽の光を透すかしてきらきらと輝かがやくその背中を、クロトはぼうっと見送っていたが──リンに手を取られて、顔を上げた。



    

  
    
      「クロトちゃん、ありがとう！」

「リン・アルクス……オレ……」

　それきり声を詰つまらせたクロトに、リンは目を細めて笑いかける。

「この世界には、いろんな人間がいるように、いろんな魔物がいるんだよ！　だから勇者も、いろんな勇者がいていいと思うんだぁ！」

「……！」

　一見まじめに見えなくても、決して優ゆう秀しゆうとは言えなくても。女でも、魔物を倒たおせなくても、剣がなまくらでも──すべてにおいて、一番じゃなくても。

　見開かれたクロトの青い目をまっすぐに覗のぞき込んで、リンは優やさしく瞳を細めた。

「だからね、『こうならなくちゃいけない！』なんて、あんまり無理しないで……自分らしい勇者の形を、これからゆっくり、探していけばいいんじゃないかなぁ」

「…………っ」

　クロトは声を詰まらせた。大きな目に涙なみだが盛り上がる。

　兄の名を背負って、優等生の仮面を被かぶり、一人戦い続けてきた小さな勇者は──リンの柔やわらかい声こわ音ねに誘さそわれるように小さく頷き、そしてぽろりと一ひと粒つぶ、涙をこぼした。



　俯うつむいてごしごしと顔を拭ぬぐうクロトに、アイリスが歩み寄って来た。

「クロトくん、よくがんばりましたね。首席勇者の名にふさわしい、見事な働きでした」

「はい……」

　しかしアイリスの微笑ほほえみは悲しげに崩れ、やがて、厳しい教育者の表情へと変わる。

「けれど、性別を偽いつわっていたのですね。残念ですけれど……ユースタシア学園第五条の規定違い反はんにつき、退学処分といたします」

「そんなっ……!?」「どうにかならないんですか!?」

　声をひきつらせる学生たちに、アイリスは辛つらそうに、しかしきっぱりと首を振った。

「決まりを守るのも、冒ぼう険けん者しやの務めです」

「そんな……クロトくん……いなくなっちゃうの……？」

　女生徒たちの忍しのび泣く声が、オレンジ色のグラウンドに溶とけて行く。

「クロト……」

　カイはクロトの肩かたに手を伸ばしかけたが──クロトはそれを遮さえぎるように、「……いいんだ」と顔を上げた。そのどこか晴れ晴れとした表情に、何も言えなくなってしまう。

　クロトはリンに向き直った。

「リン・アルクス、ごめんな。オレ、ひどいことたくさん言っちゃったけど……この体育祭、お前と組めて、楽しかった」

「クロトちゃん……」

　言葉もなく佇たたずむリンに笑いかけ、クロトはカイを見上げる。

「カイ・アンバー。お前には本当に、感謝してる」

　その吹っ切れたような表情の下に潜ひそむ、今にも泣き出してしまいそうな危うさ──。カイの胸が、絞られるような痛みを訴うつたえる。

「今まで本当にありがとう。オレさ……──オレ……っ」

　クロトは何か言おうとして口を開きかけ、しかしそれっきり、声を詰まらせた。

「ごめん、ちょっと、顔洗ってくる……っ！」

　明るくて調子っぱずれな声でそう告げて、そのままぱたぱたと走り去ってしまう。

　カイはクロトの背を追うこともできず、リンの隣となりで立ち尽つくした。……クロト……亡なくなった兄の代わりに勇者を目指して、小さな身体からだでがんばってきて……その夢は、ここで潰ついえるのか？　ここで終わりにするのか……？　そんな……そんなこと──

「……っ」

　カイは爪つめが手のひらに食い込むほど強く、拳こぶしを握りしめた。







　その夕方。もう競技は終わったというのに散々学園の敷しき地ち内を駆かけずり回ったあげく、カイはようやく、校舎裏でぽつんと座っているリンの姿を見つけた。

「……閉会式、始まるぞ」

　それだけ言って大きく息を吐はき、隣に座る。

　少し冷たい風が、リンの髪かみを揺ゆらす。前を向いたまま、リンは小さく口を開いた。

「ねぇ、カイ……クロトちゃん、どうなっちゃうのかな……」

　答える術すべはない。カイはただ、胸にわだかまる想おもいを吐き出す。

「……あいつは……クロトは勇者になるために、誰だれよりもがんばってきたんだ。こんなところで退学になんて、なっていいわけがない……」

「私も、絶対に嫌いやだよ……クロトちゃんがいなくなっちゃうの、絶対に、嫌だ」

　力強くそう言って、けれどリンは、うなだれるように膝ひざに顎あごを埋うずめた。

「でも私、クロトちゃんに、ひどいことしちゃった……」

　リンの小さな口から、ぽつりと掠かすれた疑問が零れ落ちる。

「クロトちゃんは、どうしてあんなに魔物を憎にくんでいるんだろう……」

「…………」

　カイの答えを待たず、リンは静かに言葉を紡つむぐ。

「……この世界にいるのは、いい魔物ばっかりじゃないんだよね。クロトちゃんのように、傷付いている人もたくさんいるんだ」

　秋の気配を含ふくんだ風が、頬を撫なでて行く。

「でもやっぱり、私は……どうしても、考えちゃうんだよ。そういう魔物たちにも、何か事情があるんじゃないかなって」

　リンは翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみで、どことも知れない虚こ空くうを睨にらみ付けた。

「あの、ミーちゃんを封ふう印いんしていた魔具マジツクアイテム──あれは誰か人間が、あんな幼い、何の力もないミーちゃんを捕つかまえて、閉じ込めたんだよね。私はそれが許せないんだ。魔物だけが悪いんじゃない、人間にも、酷ひどい人や、悪い人はいっぱいいて──魔物も人間も、同じなんだ……──でも」

　リンの口が、何かを堪こらえるように、ぎゅっと結ばれる。

「でも、私……私、クロトちゃんを戸と惑まどわせちゃって、傷付けちゃった……やっぱり、間ま違ちがってたのかな……」

　それきり俯いてしまったリンを見下ろして、カイは「……いや」と笑った。手を伸のばし、リンの頭に置く。

「……そういう小難しいことを考えるのは、俺の役目だから。お前は、お前が信じた正しい道を、最後まで貫つらぬけばいいよ」

「ん……」

　ありがと、と微かすかな声が、校舎裏に溶けて消え──その余よ韻いんが風に吹ふかれて散ってしまう前に、リンはもう一度、強い瞳で繰くり返した。

「……せっかく仲良くなれたんだもん。私、クロトちゃんと離はなれるの、嫌だ」

　カイは「……分かってる」と噛かみ締しめるように頷き、その続きを、胸の中で呟つぶやいた。

「俺も同じだ。あいつを退学になんか、させてたまるか」







　そして閉会式。全校生徒が、はちみつ色の光が降り注ぐグラウンドに集合していた。その後ろには、町の人々の姿もある。

　観衆が息を詰めて見守る中、長い髪をなびかせて、アイリスが朝礼台にのぼった。

「今回の体育祭ですが」と前置きして、アイリスは居並ぶ学生たちを見み渡わたした。

「優勝は、チーム『ああああ』とします」

　上がりかけた拍はく手しゆを遮り、アイリスは顔を曇くもらせた。

「ただし、クロト・ラインフォールについては──性別詐さ称しようが発覚したため、残念ながら退学処分となりました」

「…………」

　列から外れて一人佇んでいたクロトが、静かに俯く。

「そんな、本当に……!?」

「取り消すことは出来ないんですか!?」

　学生たちの訴えにも、アイリスの顔は曇ったままだった。

「残念ですが、規則ですので……クロト・ラインフォールは退学。この処分が揺らぐことは、ありません」

　学生たちからは、「ひどい……」「あんまりだ……」という声がぽつぽつと上がっては、夕暮れのグラウンドに虚むなしく消えて行った。

　沈しずんだ空気を吹き飛ばそうとするように、アイリスはことさら明るい声を出す。

「と、いうわけで！　今回の優勝者は、この二人です！」

　取ってつけたような拍手がぱらぱらと迎むかえる中、カイとリンは壇だん上じように上がった。

　アイリスが泣き笑いのような顔を向ける。

「さて、二人とも、おめでとう！　それぞれひとつだけ、願いを叶かなえてあげますよ？　さあ、何でも言ってください！」

「あのねっ……！」

　決然と口を開きかけたリンを手で制して、カイはグラウンドに向き直った。

「カイ……？」

「…………」

　全校生徒の視線が注がれている。長い一日だったけれど、ついに念願叶かなって、ここに立つことができた……。これで、叶えてもらえるのだ──願いを、何でも、ひとつだけ。

　ひとつ大きく深呼吸し、顔を上げる。



「ある人物の入学を、許可して欲しい」



　カイの視界の隅すみで、クロトが弾はじかれたように顔を上げた。

「な……！　カイ・アンバー、まさか……!?」

「…………」

　アイリスが息を呑のみ、小さく頷うなずき──そして、笑顔で先を促うながす。

「その人物とは？」

　しっかりと首をもたげ、鋭するどい視線で前を睨み据すえて、カイは告げた。



「──クロト・ラインフォール。俺が知る中で、もっとも勇者にふさわしい人間です」



「……っ！」

「できますよね、先生？」

　カイが真しん剣けんな顔で問うと、アイリスは唇くちびるに指を当てて、「ふふっ」と笑った。

「もちろんです！」

　──学生から、教師から、町民から。空をも打ち破るような、今日一番の大だい歓かん声せいが巻き起こった。

「～～っ！　さっすがカイっ！」

　有り余る喜びをぶつけるように、リンが腕うでに抱だき付いてくる。

「お、おい、リン……」

　少し面めん食くらったものの、悪い気はしない。勇者という夢はまた遠ざかったが……そんなものは当初の約束通り、伝記で一位を取ればいい話だよな、うん！　伝記も二冊書くことになるけど、死ぬわけじゃないし、きっと何とかなる！　うん！　死なないよね、俺、大だい丈じよう夫ぶだよね!?

「お前ら……」

　カイとリンが親指を突つき出してみせると、クロトは慌あわてて俯うつむき、乱暴に目を拭ぬぐった。

　拍はく手しゆ喝かつ采さいしている観衆の中には、ニーナとジルの姿もある。二人は微笑ほほえみを浮うかべ、穏おだやかな眼まな差ざしで、朝礼台のカイとリンを見守ってくれていた。

　鼻にガーゼを当てたミハエルも、気まずそうに顔を逸そらしながら拍手を送っている。

「それで、リンちゃんの望みは？」

「あっ！　ええと、クロトちゃんを──あっ、これはもうカイが叶えてくれたんだった！　ええと、えっと……」

　もごもごと口ごもるリンを見下ろし、カイは笑った。

「遠えん慮りよすんなよ。お前は、お前の願いを言っていいんだぞ？　優勝にこだわってたからには、何か叶えたい希望があるんだろ？」

「……うん！」

　リンは何かを探して壇の下へと目を滑すべらせると、並んだ賞品の一角を指差した。

「私、あの万年筆が欲ほしいんです！」

「万年筆って、お前……？」

　驚おどろくカイをよそに、アイリスが嬉うれしそうに手を打ち鳴らした。

「ああ、あの自動筆記万年筆ね！　あれは思っていることがそのまま文字になるという、伝記士垂すい涎ぜんの魔具マジツクアイテムなんですよ！　さすがリンちゃん、お目が高いわね！」

　リンは賞品の万年筆を受け取ると、そのままカイに差し出した。

「これ、カイにあげるねっ！」

「リン……」

「私、これが欲しかったの！　二人のおかげで手に入れることができたよ、ありがとう！　カイ、これで伝記書くの、辛つらくないよね！　きっと面おも白しろい伝記が書けるよね！」

　リンは嬉しそうに、それはもう、心の底から嬉しそうに笑う。

「ああ……」

　カイは今しがた受け取ったばかりの万年筆を握にぎり締めた。リンの奴、絶対に優勝するんだなんて張り切って、色々と馬ば鹿かをやってたけど、全部俺のためだったのか……。

　いつまでも止やまない歓かん声せいを断たち切るように、アイリスが手を打つ。

「さあっ、体育祭はこれにて閉幕となります！　学生のみなさん、お疲つかれ様でした！　破は天てん荒こうな競技ばかりで、大変な思いもたくさんしたと思いますけれど……この体育祭で先生が伝えたかったのは、ただひとつ」

　にっこり笑って、アイリスは指を立てた。

「どうか、型かたにとらわれないでください！」

　そして抱ほう擁ようを求めるように、学生たちに両手を差し伸べる。

「これから訪おとずれる未来では、広大な世界が、経験したこともないような冒ぼう険けんが、みなさんを待っています。戸惑うことも、迷うこともあるかもしれません。けれどそんな時、形式や概がい念ねんなんかに惑まどわされず、どうか自分らしさを貫いてください。そうすれば、きっと道は開けるはずです──それぞれが歩む道に、決まった形などないのですから。そしてもしも道の途と中ちゆうでくじけそうになったときには、周りに甘えていいのですよ。もちろん、この町の人々にだって──だってここは、みなさんの第二の故郷なのですから！」

　その呼びかけに応えるように、住人たちはみな、一様に優やさしい表情をしている。この町の住人たるニーナとジルも、誇ほこらしげに笑っていた。

　カイは小さく笑った。突とつ拍ぴよう子しもない競技の数々……あれも、すべてはアイリスなりの配はい慮りよだったのかもしれない。

「さてここで、先生からクロトちゃんに、プレゼントがありまーす！」

　と、アイリスが嬉き々きとして背後から取り出したのは、女学生用の制服であった。

　クロトが顔を引きつらせて後ずさる。

「！　や、やだ！　やだやだやだ！　絶対着ない……っ！」

「わあ！　クロトちゃんが着たとこ見てみたいなぁ。すっごく似合うと思うよ！」

「やだよ！　やだやだ！　えっ、あ……オイ、ちょっ、放せー！」

　クロトは抵てい抗こうする間もなく、列から飛び出した女子学生たちに拉ら致ちされていく。

「……先生、準備がいいですね」

　カイが指し摘てきすると、アイリスは口に手を当てて「ふふっ」と笑った。

「閉会式が始まる前に、急いで準備したのです。カイくんなら、きっとこのハッピーエンドを選んでくれるって、先生、信じてましたから！」

　やがて女子たちが意気揚よう々ようと戻もどってきて、壇上にクロトを押し上げた。カイは振ふり返って──息を呑む。

　柔やわらかい夕ゆう陽ひを浴びて佇たたずむ一人の美少女が、そこに居た。

　青く透すき通る瞳ひとみに、ほんのりと染まった頬ほお。もじもじと擦こすりあわされる、細い脚あし。いつもはひとつに結ばれている長い髪かみは、今、線の細い身体からだをふんわりと覆おおっている。

「わああ、可愛かわいい、クロトちゃん！　すっごく可愛いよーっ！」



    

  
    
      　リンが興奮で上うわ擦ずった声をあげた。

　クロトは真っ赤な顔を俯かせ、ときたま不安そうに、ちらちらとこちらを窺うかがっている。

　しばし言葉を失っていたカイは、リンに袖そでを引かれて我に返った。

「ねえねえ！　クロトちゃん、とっても可愛いよね、カイ！」

　答えはひとつしかなかった。

「ああ」

「……～～っ」

　夕陽に照らされたクロトは、本当に、掛かけ値ねなしに可愛かった。

　アイリスが、所在なげにスカートの裾すそをいじっているクロトを前に押し出す。

「さあ、クロトちゃん？　今日からあなたの新しい生活が始まるのですよ！　みなさんに向けて、何か一言！」

「あ、え!?　えと……」

　クロトは消え入りそうな声で、「よ、よろしくお願いします……」と呟つぶやいて、ぴょこんと頭を下げた。

　そして沸き上がる歓声、拍手、指笛。

　こうしてユースタシア学園の体育祭は、温かい拍はく手しゆのうちに、幕を閉じた。

　盛せい大だいな歓声と拍手に身をゆだねながら、カイは一人、手の中の万年筆を握り締しめる。さあ、ここからは俺一人の戦いだ。俺は必ず面白い伝記を仕上げて、今度こそ一位を取り──そして、絶対に勇者になってみせる……！



    

  
    
      　エピローグ






　そして、ひと月後。伝記の提出期限──の、翌朝。

　カイは二冊分の原げん稿こうを抱かかえて、職員室に膝ひざを突いていた。

「……間に、合わ、なかっ、た……──！」

　その肩かたに手を置いて、アイリスが気の毒そうに眉まゆを下げる。

「カイくん、残念でしたねぇ。あの万年筆、役に立たなかったですか？」

「……いえ……」

　思ったことがそのまま文字になる、魔ま法ほうの万年筆──その謳うたい文もん句くに偽いつわりなし、むしろ優ゆう秀しゆうすぎるくらいだった。おかげでカイは乙女おとめなポエム集を五冊も書き上げてしまった。

　何で気を抜ぬくとすぐポエム調になるの!?　俺の頭の中はポエムなの!?　と内なる己おのれと葛かつ藤とうしながら、一体何度、「鎮しずまれ、我が左手よ……！」と叫さけんだことか……。そして六冊目に手をつけようという段になって、ようやくこのままでは伝記など永遠に完成しないことに気が付き、いつもの万年筆に切り替かえたのだが──その時点で、締め切りまですでに一週間を切っており……睡すい眠みん時間を削けずって、あと一ページというところまでどうにか書き上げたのだが、健けん闘とうむなしく力ちから尽つき、あろうことかそのまま寝ね過すごしてしまった。

　アイリスは一日遅おくれの原稿を受け取って、すっかり憔しよう悴すいしきったカイににっこりと笑いかけた。

「残念ながら、人気投票は選外になりますけれど……次の機会──文化祭では一位になれるよう、頑がん張ばってくださいね！　先生も君の伝記、楽しみにしてますから！」

「はい……」

「あとカイくん！　あのミハエルくんともフラグを立てましたね!?　さすがは先生が見み込こんだカイくんです！　まさかあのプライドの高いミハエルくんを懐かい柔じゆうするなんて──」

「失礼します……」

　カイがふらふらと職員室を出ると、件くだんのミハエルが、壁かべに背を預けて立っていた。

「あれ、ミハエル……いつもの取り巻きはどうした？」

「あれからしばらく考えてみたのだけれどね、カイ・アンバー」

　カイの問いを華か麗れいに無視して、ミハエルは高たか飛び車しやな態度で切り出した。

「体育祭のことについては、非礼を詫わびるとともに、礼を言おう。……が、君に借りを作るのは、僕の本意ではない。──よって特別に、向こう一年間、君と対等な関係を築くことを約束してやろう！　ありがたく思いたまえよ！」

　カイは寝ね不ぶ足そくで軋きしむ頭を総動員して、その暗号をようやく解読した。

「……つまり、俺と友達になりたいのか？」

「あっ、阿あ呆ほうかね、君は！　誰だれが君のような貧びん乏ぼうくさいド庶しよ民みんと友達になどなるものかっ、口をきいてやるだけでもありがたいと思え！　だいたい、僕は年上なのだぞ!?　もっと尊べ、敬え、崇あがめ奉たてまつれ！　そうだな、まずは服装から真ま似ねするといい！　手始めにフリルの付け襟えりをくれてやる！　遠慮はいらん、今すぐ着けたまえ、さあ！　さあっ！」

「すまん、疲れてるから、またな」

　カイがミハエルを適当にあしらって一階へと下りると、廊ろう下かに人だかりが出来ていた。

「クロトくん、これ、良かったら食べて？　昨日みんなで作ったの！」

　クロトが女子生徒たちに囲まれている。驚いたことに、その人数は体育祭前よりさらに膨ふくれ上がっていた。

　頬を染めてあたふたしているクロトを、イレースたちが微笑ほほえましげに見守っている。

「あとね、あとね、このリボン、クロトくんに似合うかな～と思って！」

「ねえクロトくん、甘いもの、好き？　この前、おいしいスイーツのお店見つけたの！　良かったら一いつ緒しよに行かない？」

「うん……あの……いつも、ありがと。でもあの……」

　クロトは唾つばを飲みこみ、おそるおそるといった様子で、尋たずねる。

「オレ、女なのに……？」

　クロトの問いに、女子たちは互たがいに顔を見合わせて──ぷっと吹ふき出した。

「そんなの、前から知ってたよー！」

「ええっ!?　い、いつからっ……なんでっ……!?」

　慌あわてふためくクロトを前に、誰もが苦笑いする。

「うーん、なんでっていうか、ばればれだったよ？」

「ばればれ!?」

「うん。でもきっと、何か事情があるのかなって思って、黙だまってたの。クロトくんが誰よりがんばってるの、知ってたし……何より、クロトくんが退学になっちゃったら、寂さびしいから。みんなそうなんじゃないかな？」

　カイは内心で、「そうだったのか!?」と衝しよう撃げきを受けていた。つまり、クロトの秘密はほとんど公然の秘密だったということか……。ミハエルの奴やつ、どうやら自分だけが見破っていると得意になっていたようだが……これを知ったら、さぞかし悔くやしがることだろう。──っつーか……ってことは、俺とクロト本人だけかよ、気付いてなかったの!?

「あっ、でも水上騎き馬ば戦せんの時は、けっこう胸が大きくて、びっくりしたよー！」

「そうそう！　今度はぜひ女の子用の水着姿見てみたいよねー！」

　女生徒たちの発言に、クロトは「ふぁあ!?」と真っ赤になってうろたえていたが、「じゃあ、みんな、知ってて──」と声を詰つまらせて、恥はじるように俯うつむいた。

「それなのに、オレ、女だってバレないようにって……みんなに冷たくして……」

　クロトの懺ざん悔げを遮さえぎるように、女子生徒たちが、ふふっと微笑んだ。

「がんばってるクロトくん、かっこよかったからいいの。でもその代わり、今度一緒にスイーツ食べに行こうね！　約束だよ！」

「……うん」

　クロトがはにかんで頷うなずくと、女子生徒たちは、「またね、クロトくん！」とか、「照れてたよ、可愛いっ！」とかはしゃぎながら、カイの横をすり抜けて行く。

「…………」

　カイは思わず笑った。無理をして優等生を気取らなくても、これだけの人間が、等身大のクロトを慕したってくれるのだ。これから先も、下らないやっかみや妬ねたみなどが降りかかってくることもあるだろうが──そんなものは、俺が蹴け散ちらしてやる。

　と、クロトの仲間の伝記士──イレースが、カイの姿に気付いたようだった。首をまっすぐにもたげて、すたすたと歩み寄って来る。

　何事かとカイが身構える前に──たおやかな指が、カイの前まえ髪がみに触ふれた。カイの心臓がどきりと跳はね上がったが、

「カイ・アンバー。今日も素す敵てきな寝ね癖ぐせ、ついてますわよ？」

「……だから、これはくせ毛なんだって……」

　無む駄だと知りつつ前髪を引っ張っていると、その耳元で、イレースが小さく囁ささやいた。

「あなたのこと、ただのチンピラだと誤解しておりましたけれど……今回の体育祭で、少しだけ、見直しましたわ。ありがとうございました」

「え？」

　イレースはそよ風のような微び笑しようを残して身を引くと、代わりに、後ろでそわそわしていたクロトを押し出した。

「ふぇっ!?　い、イレース……っ！」

　突とつ然ぜん押し出されて目を白黒させているクロトに、カイは頭を下げた。

「……すまん、クロト……結局、お前の伝記、締め切りに間に合わなくて……」

　しかし、落ち込むカイから顔を逸そらして、クロトはすげなくそっぽを向いた。

「別に、お前が伝記を書けようが書けまいが、オレには関係ねーし。……でも、ま……」

　青い瞳が、ちらりとカイを見み遣やり──

「メロンパン」

「え？」

　クロトは不ふ機き嫌げんそうに口をへの字に曲げて、カイを睨にらみ上げる。

「『ふらい☆パン』店の、究極のメロンパン、おごれよな。……それで許してやる」

　そして──楽しそうに口を綻ほころばせ、八や重え歯ばを覗のぞかせた。

「……ああ」

　カイはつられるように笑った。この体育祭、結局勇者には近付けなかったけれど……このクロトの笑顔が見られたなら、まあいいか。

　と、カイはふと、クロトの制服のポケットから桃もも色いろの布がはみ出しているのを見つけて、「あれ？　お前、それ……」と指差した。

「えっ？　あ、うん……あの、リン・アルクスの……」

　クロトが取り出したのは、障害物競走で傷を負ったクロトにリンが渡わたしたハンカチだった。

　クロトは愛らしい布を大切そうに手のひらに載のせながら、頬ほおを上気させて口ごもる。

「洗って返そうとしたら、くれるって……その……友達の、印に……」

「そうか」

　思わず笑ったカイから照れくさそうに目を逸らして、クロトはぽつりと声を落とす。

「……オレ、魔ま物もののことは、やっぱり好きになれねーけど……でも、リン・アルクスのことは、ちょっと認めてやるよ」

　クロトはハンカチに目を落として、一か月前の出来事に思いを馳はせているようだった。

「オレは、魔物にも感情があるだなんて……──魔物を殺す以外に、守りたいものを守る方法があるかもなんて……考えたことも、なかったから……」

　ハンカチを握にぎる手にそっと力を込こめたかと思うと、クロトは顔を上げて小さく笑った。

「リン・アルクスって不思議だな。最初は変な奴って思ってたのに、いつの間にか、ペースに巻き込まれてる」

「お前も、その一人だろ？」

　カイがからかい交じりに言うと、クロトは面おもはゆそうに鼻の頭を掻かいた。

「……オレ、あいつがうらやましいよ。どんなにバカにされたって、ありのままでいられて。……きっと、等身大のあいつを受け入れてくれる──お前みたいな幼おさな馴な染じみがいるからだよな」

「え？」

　見ると、伏ふせられたクロトの瞳ひとみが、切なげな──そして懐なつかしむような微笑みを湛たたえていた。

「オレも、兄ちゃんが居てくれたら……素直に甘えられるのかなぁ」

「…………」

　カイはがりがりと後頭部を掻いた。目をさまよわせながら、言葉を探す。

「……お前さ、俺とかリンの前では、もう意地張らなくていいから。リンが言ってたろ？　無理に優等生を演じなくても、お前はお前のままでいればいいよ」

　あまりに伝えることが下手な自分が呪のろわしい。これでも伝記士か？

「あー……何が言いたかったかっつーとさ、ホラ……俺たち、もう仲間だろってことで」

　クロトはカイを見上げたまま、しばらく目をみはっていたが──やがて「……ん！」と頷いて、つぼみがほどけるように、あどけない笑みを咲さかせた。

　その子どもみたいな無む邪じや気きな笑みに、カイの胸がどきりと高鳴る。

「っ……あ、と、ところで、お前、制服は？　なんでそっち着てんだよ？」

　誤ご魔ま化かし紛まぎれにカイが指し摘てきすると、クロトは男子用の学生服を見下ろして、口を尖とがらせた。

「だって、こっちの方が着慣れてるし……スカートはすーすーして落ち着かねーんだよ」

「似合ってたのにな」

「え？」と見開かれた青い瞳に、カイはもう一度繰くり返した。

「似合ってた。可愛かわいかったぞ？」

「……っ！　か、か、可愛……っ……!?」

　クロトは頬に朱しゆをのぼらせて、俯いてしまう。どことなく目も潤うるんでいるし、熱でもあるのではないだろうか。

　カイが心配して口を開きかけた、その時。

「カイーっ！」

　もはや休み時間の風物詩となった遠とお吠ぼえが、廊下に響ひびき渡った。振ふり返れば予想通り、リンが鈴すずの音をまき散らしながら、子犬のように疾しつ走そうしてくる。

「ねえカイ、伝記書き終わったんでしょ!?　良かったね良かったね！　何して遊ぶー!?」

　大興奮しつつカイの腕うでをぺちぺち叩たたいていたリンは、クロトに気付いて顔を輝かがやかせた。

「あっ、クロトちゃん！　私ね、今度のお休み、カイと『ふらい☆パン』店に遊びに行こうと思うの！　クロトちゃんも一緒に行こう！」

「ふん、残念だったな、リン・アルクス！　オレはもうメロンパンおごってもらう約束したんだよ！」

「そうなんだ！　じゃあ今週末はみんなでお出かけだね！　楽しみだよー！」

「ああ！」

　去り際ぎわ、クロトは振り返ってビシッ！　とカイに指を突つき付けた。

「次の休み、約束だかんな、カイ・アンバーっ！」

　そう宣言して、仲間と共に引き上げていく。その足取りは、弾はずむように軽かろやかだった。

「クロトちゃん、元気になって良かったねぇ！」

　小さな背中を見送りながら、カイは「ああ」と笑み交じりに頷いた。家族のように、兄のように、とまではいかないが……少しでも、クロトの心の拠より所どころになれたらいい。

　カイは教室に向けて歩き出したが、リンは相変わらず、ぺちぺちぺちぺち！　とカイの腕を連打している。

「いててて、なんだよ、リン。俺は疲つかれてんの。授業が始まるまで、教室で一ひと眠ねむりするんだから……」

　冷たくあしらわれて、リンは両手の指を突き合わせながら口を尖らせる。

「だって……」

「だって、なんだよ？」と溜ため息いきを吐つきつつ半眼で見遣ると、リンは大きな目を上目づかいにして、ちらっとカイを見上げた。膨ふくらませた頬は、ほんのり赤い。

「……体育祭、カイがクロトちゃんばっかり構うから、ちょっぴり寂しかったんだもん……」

「!?」

　カイは思わず立ち止まった。

　……こいつ、案外可愛いこと言うじゃねぇか……なんて、不覚にもドキッとしてしまったが──まあ、こいつのことだ。どうせ、『お気に入りのおもちゃを取られたー！』くらいに思われてるんだろうなー……。はぁ……。

　カイの内心も知らず、リンはカイの腕を取って、ぶんぶんと振り回す。

「ねえカイ、体育祭、とっても楽しかったよ！　次も、もっともーっと面白い冒ぼう険けんしようねー！」

　笑え顔がおのリンに見上げられて、カイは小さく笑った。

　リンと過ごした体育祭、相変わらず破は天てん荒こうな冒険になったが……もう一回くらい付き合ってやっても悪くないな──そう思っている自分がいることに気付く。

「……そうだな」

　自分の声が、思いがけず柔やわらかい。その気き恥はずかしさを咳せき払ばらいでごまかしながらも、カイの胸には、これまでに無かった思いが湧わいていた。

　季節は十月。窓の外に広がる秋の空に目を遣やりながら、カイは小さく笑う。

　その時には今度こそ、こいつの伝記を、きちんと書いてやりたいな──



    

  
    
      
　あとがき






　皆様、お久しぶりです。最近マンチカンが気になって仕方ありません、琴こと平ひら稜りようです。

　この度たびは本作をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。『勇者リンの伝説』がこうして続編を出させて頂けたのは、ひとえに応援して下さる皆様のお蔭かげです。

　前作に引き続き、本作の執筆においてもたくさんの方々にお世話になりました。快くネタを貸してくれたＳ君に、いつも相談に乗ってくれる仲間、執筆を支えてくれる家族。

　愛らしく活いき活きとキャラクターを描えがいて下さるｋａｒｏｒｙ様。魅力的なイラストの数々に心臓を打ち抜かれ、私はもう血文字で『天使』とダイイングメッセージを残して萌え散っても悔いはないです！　そして隙すきあらば迷走しようとする私の手た綱づなを絞り、優しく辛抱強く的確に導いて下さった担当様。本当にありがとうございます。

　今一度、読者の方々、本作に携わって下さったすべての方々へ、心より御礼申し上げます。ありがとうございます。三巻でまたお会いできるのを楽しみにしております。



琴平　稜



    

  
    
      
　勇者リンの伝説Lv.２ 外伝　セクシー水着に、着替える


　 伝記に残せなかった未収録エピソード



　体育祭もいよいよ大詰め。水上騎馬戦を控えたプールの更衣室では女子たちがひしめき、甘い匂いが立ち込めていた。

　いつものニーナなら、ここぞとばかりに目の保養にいそしむところなのだが……。

「あれ？　ニーナも水着に着替えるの？」

　無邪気に問いかけてくるリンに、ニーナは「え、ええ」とぎこちなく頷いた。

「次の競技は水上騎馬戦でしょう？　いつ助っ人として呼ばれてもいいようにと思って……」

「そっか、心強いよ！　でもそれ、夏休みに見た水着と違うねぇ。新しく買ったの？」

「ええ、そうなの。あれから新調したのよ」

　そう笑顔で答えつつ、ふつふつと怒りが込み上げてくる。ニーナは以前、パレオ付きの青い水着姿を披露したことがあったのだが……それを見たカイの反応ときたら、『欲を言うなら、白のビキニが良かったなぁ、なーんて……』などという無礼極まるものであった。

　その時は、そんな破廉恥な水着など誰が着るものかと、大いに憤慨した──はずなのに。

「…………」

　ニーナは震える指でメイド服のファスナーを下げ、するりと床に滑り落とした。背中のホックを外すと、上向いた豊かな胸がふるんと揺れながら現れる。早まる鼓動を押さえつつ、下着から足を抜いた。

「こ、こんな水着……」

　唇を噛みながら、白い布きれを握り締める。異様に面積の小さい布地……しかも白だなんて──普段の自分なら、こんな際どい水着、決して手に取ることなんてないのに……。

　おそるおそる身に付けて、姿見の前に立ってみる。

「ちょ、ちょっと小さいかしら……」

　はちきれんばかりの胸を頼りなげに支える水着の下で、心臓がどきどきと高鳴っている。隠したい部分を最低限に覆う布地の薄さが心許なくて、頬のほてりがいっそう加速した。

　と、隣で服を脱いでいたリンが目をみはる。

「わあニーナ、とっても似合ってる！　素敵だよー！　私にも胸があったらなぁ……」

　リンはあるかなしかの胸を隠して、恥ずかしそうに俯いている。

「まあ大丈夫よ、リン。リンにはリンの魅力があってたまらないわぺろぺろぺろ！　カイもきっと――」

　その名を口にした途端なぜか急に鼓動が跳ね上がり、ニーナは慌ててメイド服を拾い上げた。

「あ、そ、それじゃあ、先に行ってるわねっ！」

「うん！　またあとでね、ニーナ！」

　白いビキニの上から、メイド服を着直す。

「……見てなさいよ、カイッ！」

　今度こそ、度肝を抜いてみせるわ！　そんな思いを胸に、ニーナは太陽の下に踏み出したのだった。



    

  
    
      勇ゆう者しやリンの伝でん説せつ

Lv.2 勇ゆう者しや二人ふたりに挟はさまれて体たい育いく祭さいという名なのクエストに挑いどむわけだが。

BOOK☆WALKER special edition
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